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米国の連絡先米国の連絡先
製品名製品名 - Relay™ 5000/6000/7000/8000
•	  よくある質問について：www.pb.com で［Select Support（サポートの選択）（サポートの選択）］をクリックし

ます。 
•	  サービスまたはトレーニングのご要望について：www.pb.com で［My Account（マイアカウン（マイアカウン

ト）ト）］をクリックします。 
•	  消耗品とアクセサリーを注文するには、Supply Line™（1.800.243.7824）まで電話でご連絡い

ただくか、www.pb.com で［Online Store（オンラインストア）（オンラインストア）］をクリックします。

•	  請求情報の確認およびオンラインでのお支払いについて：www.pb.com で［My Account（マイ（マイ
アカウント）アカウント）］をクリックします。

•	  在庫の確認：www.pb.com で［My Account（マイアカウント）（マイアカウント）］をクリックします。

•	  直接のご質問は、1.800.522.0020 にお電話でご連絡ください。カスタマーサービスは月曜～金
曜の午前 8 時～午後 8 時（東部標準時）に営業しています。

•	  マテリアル安全データシートを入手するには、Supply Line™まで電話でご連絡いただく
か、www.pb.com で［Select Support（サポートの選択）（サポートの選択）］をクリックします。

カナダの連絡先カナダの連絡先
製品名製品名 - Relay™ 5000/6000 またはまたは Relay™ 7000/8000
•	  よくある質問や消耗品のご注文には、次のアドレスにアクセスしてください。 

www.pitneybowes.ca 
•	  直接のご質問は、1.800.672.6937 にお電話でご連絡ください。カスタマーサービスは月曜～金

曜の午前 8 時 30 分～午後 4 時（東部標準時）に営業しています。

その他の国の連絡先その他の国の連絡先
連絡先情報は、システムに貼付のステッカーまたはシステムに付属の別資料に記載されています。

連絡先情報リスト連絡先情報リスト
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1 • はじめにはじめに 

Relay™ 5000/6000/7000/8000 は処理能力の高いテーブルトップ型封入封
かんシステムで、オペレーターによるセットアップ調整を最小限に抑えて
広範なアプリケーションを処理できるように設計されています。これらの
システムには、郵便物のフィード、紙折り、および外封筒への封入機能が
あります。システムで作成される最終的な郵便物は、定形封筒または定形
外封筒になります。また、システムにはさまざまな機能や処理速度に対応
できる各種オプションもあります。 

システムの機能システムの機能
•	  テストの場合、インサーターは 80 gsm（20 ポンド）、1 つ折りの条件

で 10 シートまで折ることができます。

•	  定形外封筒にシートを複数枚インサートできます。

•	  システムがフラットシーラーを装備している場合、n 番目ごとにマー 
キングできます。

•	  このシステムは 4 種類のフィーダートレイで構成され、これには 2 種
類あります。

	- シートトレイ - シートをフィードできます

	- インサートトレイ - 伝票などのスリップやその他の紙折り不要の封
入物、折り済みインサート、薄手のブックレット、および封筒をフ
ィードできます。

•	  Relay 7000/8000 システムには高速で処理能力の高い専用の大容量封筒
フィーダー（HCEF）が装備されています。またこのシステムは、オプ
ションのアップストリーム入力装置からのマテリアルも受け入れます。

システムコンポーネントシステムコンポーネント

システムは次の 2 種類の主要コンポーネントで構成されます。

•	  フィーダータワー 
•	  搬送デッキ

フィーダータワーは、フィーダートレイから搬送デッキにマテリアルを送
り込みます。マテリアルが搬送デッキの紙折り機を通過する必要があるか
どうかは、ジョブの条件によって異なります。紙折り機の通過が必要な場
合は、各種の紙折りタイプを指定でき、郵便物丁合に折られたマテリアル
をインサートすることができます。

また、最終の郵便物をスタッキングエリアに送り込む前に封筒（定形封筒
のみ）を封かんすることもできます。

システムに システムに 
ついてついて

システムを完璧に使いこなし、トラブルを最小限に抑えられるようにする
ために、本書をよくお読みください。

注：アドオンやオプションをインサートシステムで使用できるかどうか
は、地域によって異なります。入荷状況の詳細については、販売元にご確
認ください。

操作上の注意操作上の注意
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定形および定形外封筒ドロップスタッカー（すべ定形および定形外封筒ドロップスタッカー（すべ
てのシステムに標準装備）てのシステムに標準装備）

標準システム標準システム

重要重要 モデルと機能は国によって異なります。詳細については機械の供給元に
お問い合わせください。本書では、すべてのモデルおよび機能について解説し
ています。本書に記載された情報は、お客様の国で特定のモデルまたは機能が
提供されていることを保証するものではありません。
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1 • はじめにはじめに

紙折り拡張キット紙折り拡張キット
（（ ドキュメントインバーター）ドキュメントインバーター）

大容量シートフィーダー大容量シートフィーダー
（（HCSF））

縦型パワースタッカー縦型パワースタッカー

出口搬送出口搬送

ベルトスタッカーベルトスタッカータンデムベルトスタッカータンデムベルトスタッカー

Connect++

システムオプションシステムオプション

（またシステム用に特別
にデザインされた専用台
も使用できます。）

フラットシーラーフラットシーラー

重要重要 モデルと機能は国によって異なります。詳細については機械の供給元にお
問い合わせください。本書では、すべてのモデルおよび機能について解説してい
ます。本書に記載された情報は、お客様の国で特定のモデルまたは機能が提供さ
れていることを保証するものではありません。
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インサートシステムを使用する場合は、次の使用上の注意を守ってください。インサートシステムを使用する場合は、次の使用上の注意を守ってください。

•	  �システムを運転する前に、すべての指示をよく読んでください。取扱説
明書は、すぐに参照できるように常に手元に置いてください。

•	  本装置は本来の目的以外に使用しないでください。

•	  システムは、利用しやすい壁コンセントの近くに設置してください。 
•	  �システムは、適度な通気が得られ、点検のしやすい場所に設置してくだ

さい。

•	  �機械に付属の電源コードを使用し、機械の近くにある利用しやすい、適
切に接地された壁コンセントに接続してください。機械を適切に接地し
ないと、重大な人身傷害や火事の原因となることがあります。

•	  �AC 電源から機器を遮断する場合は、必ず電源コードのプラグを抜いて
ください。 

•	  壁面スイッチで操作する壁コンセントや他の機器と共有する壁コンセン
トは使用しないでください。 

•	  �電源コードまたは壁コンセントにアダプタープラグを使用しないでくだ
さい。

•	  電源コードの接地ピンを外さないでください。

•	  機械を接続する壁コンセントの前に障害物を置かないでください。

•	  �電源コードを鋭い縁の上や家具の間に配線しないでください。電源コー
ドが張り過ぎないようにしてください。

•	  �火事や感電の危険を減らすために、カバーを外したり、コントロールパ
ネルまたはその基盤を分解したりしないでください。危険な部分はキャ
ビネット内に収納されています。ユニットが損傷した場合は、販売元に
連絡してください。詳細については、本書の冒頭にある「連絡先情報リ
スト」を参照してください。

•	  �ユニットが損傷した場合は、プラグをコンセントから抜いて、販売元に
連絡してください。詳細については、本書の冒頭にある「連絡先情報リ
スト」を参照してください。

•	  指、髪の毛、アクセサリー、衣服などは、常に可動部分から離すように
してください。 

•	  機械の使用中は、可動部分または可動マテリアルに触れないでくださ
い。紙詰まりを除く前に、機械の構造が完全に停止していることを確認
してください。 

•	  紙詰まりしたマテリアルは、ゆっくりと慎重に取り除いてください。

•	  火を点けたキャンドルや煙草などをシステムの上に置かないでください。

•	  過熱を防ぐために、通気口を塞がないでください。

•	  �許可された備品のみを使用してください。特にエアダスターについては
注意が必要です。不適切な保管状態、およびスプレー式ダスターや可燃
性のスプレー式ダスターの使用は、爆発しやすい状態の原因となり、け
がや物的損害が発生する場合があります。可燃の表示があるスプレー式
ダスターは使用しないでください。スプレー式ダスターを使用する場合
は、容器のラベルに記載されている指示や安全注意事項を必ずお読みく
ださい。

安全情報安全情報
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1 • はじめにはじめに 

•	  �消耗品やマテリアル安全データシートを入手する場合は、販売元に連絡
してください。詳細については、本書の冒頭にある「連絡先情報リス
ト」を参照してください。

•	  �定期的な点検をせずに本装置を運転すると、最適な運転性能が得られ
ず、装置の機能不良の原因となることがあります。必要なサービススケ
ジュールについては、販売元に連絡してください。

•	  必ず、御社の労働安全衛生基準に従ってください。

•	  �火事や感電の危険を減らすために、カバーを外したり、コントロールパ
ネルまたはその基盤を分解したりしないでください。危険な部分はキャ
ビネット内に収納されています。ユニットが損傷した場合は、販売元に
連絡してください。詳細については、本書の冒頭にある「連絡先情報リ
スト」を参照してください。

•	  �この機器は、ディスプレイの直接視野で使用することを目的としていま
せん。ディスプレイの不適切な反射を防止するには、この機器が直接視
野に入らないようにしてください。

スタッカーに電源用のスタッカーに電源用の AC アダプターが付いている場合アダプターが付いている場合

•	  スタッカー専用の AC アダプターのみを使用してください。純正以外の 
AC アダプターを使用すると、スタッカーが損傷する場合があります。

•	  感電を防ぐために、AC アダプターは適切にアースされた壁側のプラグ
に差し込んでください。

•	  AC アダプターケーブルを先の尖った物の上に這わせたり、家具の間に
挟まらないようにしてください。

安全性に関する安全性に関する
情報情報（続き）

警告ラベル警告ラベル 次の警告ラベルは、システムのモジュールに貼られているもので、不注意
な操作によって引き起こされる怪我の可能性について警告しています。こ
れらと同じラベルは、適用対象の各種モジュールについて説明している本
書の該当箇所にも記載されています。

通告

注意注意
可動構造が人身傷害を引き起こす可動構造が人身傷害を引き起こす
可能性があります。可能性があります。

手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサ手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサ
リー、ゆとりのある衣服は、可動部リー、ゆとりのある衣服は、可動部
分から離すようにしてください。分から離すようにしてください。

注意注意
可動構造が人身傷害を引き起こす可可動構造が人身傷害を引き起こす可
能性があります。能性があります。

手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサ手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサ
リー、ゆとりのある衣服は、可動部リー、ゆとりのある衣服は、可動部
分から離すようにしてください。分から離すようにしてください。
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2 • インサートシステムの概要インサートシステムの概要

基本システム構成には、フィーダータワー、搬送デッキ、およびシーラー
が含まれ、Relay 7000/8000 にはさらに大容量封筒フィーダーが装備され
ています。システムの機能を最大限に活用するための追加モジュールもあ
ります。

システムコンシステムコン
ポーネントポーネント

1 フィーダータワートレイフィーダータワートレイ：シートまたはインサートをフィーダータ
ワーにフィードします。

注：注：左下のトレイが有効な場合は、郵便物アイコンツリーで「A」の文
字が割り当てられます。大容量封筒フィーダーがシステム構成に組み込
まれていない場合、このトレイは特定ジョブで封筒のフィードに使用す
るプライマリトレイとして設定されます。

2 フィーダータワーフィーダータワー：左右トレイホルダーおよびマテリアルフィー
ダー。

Relay 7000/8000 のみのみ

図図 2.1：：Relay 5000/6000 システムシステム

2
3 4 5 6 7

8

910

1

11



SV63136-JA  RevC 2-3

インサートシステムの概要インサートシステムの概要 • 2

システムコンシステムコン
ポーネント ポーネント 
（続き）（続き）

3 手動フィーダー手動フィーダー：最大 5 枚の 80 gsm（20 ポンド）のシートセット
（ホチキス留めまたはホチキス留めなし）を手動でフィードできま
す。機器は各セットが手動でフィードされるまで待ってから、紙折
りを行い、封筒に自動封入します。［Manual（手差し）］フィー
ドオプションは、ジョブの作成中に指定できます。別のトレイのイ
ンサートやシートをジョブに追加することもできます。

4 折り加工前アキュムレーター折り加工前アキュムレーター：丁合後、紙折り機ユニットに送り込
む必要のあるマテリアルの中継場所。

5 紙折り機紙折り機：シートに折りタイプを適用します。

6 折り加工後アキュムレーター折り加工後アキュムレーター：折られたシートとインサートを合わ
せるための中継場所。

7 封入エリア封入エリア：搬送エリアの一部で、宛先ごとに丁合した封入物を外
封筒にインサートします。

8 モイストナー、クローザー、シーラーモイストナー、クローザー、シーラー：ブラシが封筒フラップの上
を移動して、糊しろを濡らします。レターサイズ封筒がユニットの
クローザーとシーラーを通過し、郵便物が完成します。

9 封かん液容器封かん液容器：機器の右前面にあるカバーを開けた内側にありま
す。封かんシステムに供給する封かん液が入っています。

10 コントロールパネルコントロールパネル：機器を稼動し、ジョブ設定を指定できます。
また、機器のステータスや用紙の積載手順およびジョブの詳細を表
示します。コントロールおよび画面の詳細は、後続のページを参照
してください。

11 大容量封筒フィーダー（大容量封筒フィーダー（Relay 7000/8000 のみ）のみ）：500 枚以上のレ
ターサイズ封筒を積載できます。封筒を封入エリアに直接フィード
します。

ドロップドロップスタッカー（すべてのユニットで使用可能。図はありません）まスタッカー（すべてのユニットで使用可能。図はありません）ま
たはパワースタッカーたはパワースタッカー（オプション。図にはありません）：システムから
排出される郵便物の完成品を集積してきちんと積み重ねます。ドロップス
タッカーは、必要のないときはシステムから取りはずすことができます。
パワースタッカーは、システムに固定されています。
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2 • インサートシステムの概要インサートシステムの概要

フィーダータワーは、ユニットの片側に据え付けられた左右トレイホルダー
およびマテリアルフィーダーです。タワーの側面にあるラッチをはずすと、
タワーが開いて出口搬送とタワー搬送ローラーがあります。これにより、タ
ワーから排出されるときに詰まったマテリアルに簡単に手が届くようになり
ます。システムの構成によっては、タワーは 2 つまたは 4 つのフィーダート
レイを装着することができます。

フィーダータワーフィーダータワー

図図 2.2.2：左右フィーダータワー：開くと、フィードロー：左右フィーダータワー：開くと、フィードロー
ラーに簡単に手が届きますラーに簡単に手が届きます

図図 2.2.1：ラッチでフィーダータワーを開きます：ラッチでフィーダータワーを開きます

ラッチを押し上げてタワーラッチを押し上げてタワー
のカバーを開けますのカバーを開けます

注意注意
可動構造が人身傷害を引き起こす可可動構造が人身傷害を引き起こす可
能性があります。能性があります。

手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサ手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサ
リー、ゆとりのある衣服は、可動部リー、ゆとりのある衣服は、可動部
分から離すようにしてください。分から離すようにしてください。
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フィーダートレイには、次の 2 種類があります。 
•	  シートトレイ

•	  インサートトレイ

必要なトレイのタイプは、指定のジョブで選択されたマテリアルのタイプ
に基づきます。

フィーダートレイフィーダートレイ

シートトレイシートトレイ シートトレイは平らで紙折りされていないマテリアルをフィードします。
推奨されるマテリアルのみ使用してください。この説明書の仕様を参照し
てください。

注：注：シートトレイの側面には最大積載マークが付いています。フィードエラーを
防止するために、マテリアルがこのマークを超えないようにします。

図図 2.3.1：シートトレイ：シートトレイ
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インサートトレイは、紙折りの必要がないアイテム（封筒、カード、ブッ
クレット、スリップ、および折られたマテリアル）をフィードします。イ
ンサートトレイには、封入物が適切にフィードされるようマテリアルに圧
力を与えるスレッドと呼ばれる加重スレッドメカニズムがあります。

インサートトレイには、スリップ用と封筒用の 2 種類の最大積載ラインが
あります。

インサートトレイインサートトレイ

図図 2.3.2：インサートトレイ：インサートトレイ

スレッドメカニズムスレッドメカニズム
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手動フィーダーを使用して、最大 5 枚までのシートセット（ホチキス留め
またはホチキス留めなし）を手でフィードします。機器は各セットが手動
でフィードされるまで待ってから、紙折りを行い、封筒に封入します。

注：注：
•	 現在のジョブ内にあるアイテムのフィーダータイプ（手動フィーダー）を機

能させるには［Manual（手差し）］に設定する必要があります。
•	 手動でフィードする郵便物があるジョブには、シートやインサートなどの別

のフィーダーのアイテムを含めることもできます。

手動フィーダーを使用するには、次の手順に従います。

1.	  手動フィーダーを使用するジョブを選択します。

2.	  手動フィーダー手動フィーダーのレバーを押し上げます。

3.	  ［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押してインサーターを起動します。

4.	  �シートの端を 1 枚ずつローラーに押し込んで各セットをフィードしま
す。

5.	  フィードが終わったらレバーを押し下げます。 

手動フィーダー手動フィーダー

図図 2.4：手動フィーダーレバー。：手動フィーダーレバー。

手動フィーダー手動フィーダー
のレバーを押しのレバーを押し
上げます。上げます。
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搬送デッキがフィーダータワーからのマテリアルを受け入れ、各種モジュー
ルに送り、郵便物が完成します。標準の搬送デッキは、次で構成されます。

搬送デッキ搬送デッキ

フィーダートレイからのマテリアルは指定された順にフィーダータワーに
送り込まれます。搬送デッキ内のマテリアルは 1 つのステーションから次
のステーションへすばやく移動し、郵便物が完成します。この完成品はス
タッキングビンまたはオプションの HC 出力スタッカーに排出されます。
用紙経路内の各モジュールの機能について、次に説明します。

郵便物経路郵便物経路

折り加工前アキュ折り加工前アキュ
ムレータームレーター

折り加工前アキュムレーターは、用紙経路で用紙が最初に止まるところで
す。折り加工前アキュムレーターは、丁合および紙折りが必要なマテリア
ルをためるスタック領域です。郵便物の構成用紙の丁合が折り加工前アキ
ュムレーターで終了すると、紙折りエリアに移動します。

折り加工後アキュ折り加工後アキュ
ムレータームレーター

封入封入
エリアエリア

モイストナー、モイストナー、
クローザー、クローザー、

シーラーシーラー

図図 2.5：搬送デッキ：搬送デッキ

折り加工前アキュ折り加工前アキュ
ムレータームレーター

紙折り機紙折り機
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丁合シートのスタックが折り加工前アキュムレーターから紙折り機に排出
されます。次に紙折り機はスタックの紙折りを行い、折り加工後アキュム
レーターに搬送します。紙折りには次のオプションがあります。

•	  C 折り

•	  Z 折り 
•	  1 つ折り

•	  2 つ折り

•	  折りなし

（一部のアドレス配置および紙折りタイプの組み合わせには、オプション
のインバーターを使用できる場合があります。）

紙折り機紙折り機

折り加工後アキュ折り加工後アキュ
ムレータームレーター 

折られたシートのスタックは、紙折り機から折り加工後アキュムレーター
エリアに排出されます。返信用封筒や折り済みインサートなどの郵便物の
その他の構成セットは、紙折り後アキュムレーターエリアで追加されま
す。すべての構成セットが揃うと、スタックは封入エリアに移動します。

封入エリア封入エリア 郵便物の中身は封入エリアの外封筒に入れられます。封筒は表を下にして
フラップが開いた状態で封入エリアに送られます。封入エリアの封筒オー
プナーは、内容物が中に滑り込むのに充分な幅に封筒を広げます。

紙折り機バイパス紙折り機バイパス
経路経路

丁合済みセットを入れる外封筒は、フィーダーからフィードされて、搬送
デッキの一番下の部分を通過します。封筒の通過経路は、紙折りエリアバ
イパス経路と呼ばれます。 

封筒がモイスナーを通過するときに、ブラシが封筒のフラップ上を移動し
て、糊しろを濡らします。次に、封筒は逆さになり、クローザーとシーラー
を通過して郵便物が完成します。完成した郵便物はスタッカーに排出されま
す。 

モイストナー、 モイストナー、 
クローザー、 クローザー、 
シーラーシーラー



2-10 SV63136-JA RevC  

2 • インサートシステムの概要インサートシステムの概要

コントロールパネルは、次のコンポーネントで構成されます。

•		  画面オプションキー：画面オプションキー：最大 24 個のジョブを定義でき、システムメモリ
に格納できます。このキーは保存されたジョブの編集にも使用します。

•	 固定ファンクションキー：固定ファンクションキー：画面に表示されるシステム内蔵ツール（ヘル
プファイルなど）にアクセスできます。 

•	 画面ナビゲーションキー：画面ナビゲーションキー：ディスプレイ内を上下および左右に移動し、
選択した項目を適用できます。

•		 マシンアクションキー：マシンアクションキー：ハードウェアコンポーネントおよび機械の動作
を制御します。

•	 LED ステータスインジケーターステータスインジケーター

コントロール コントロール 
パネルについてパネルについて

画面オプションキーは、画面の右側にある 8 個のキーです。これらのキー
は画面上のオプションに対応しているため、専用のラベルはありません。
これらのキーを使用して、表示された一覧からアイテムを選択して強調表
示したり、関連付けられたメニュー、アイテム、アクション、またはオプ
ションを選択します。

画面オプション画面オプション
キーキー

OK

カウンターカウンター
リセットリセット ヘルプヘルプ

キャンキャン
セルセル ホームホーム

開始開始
トライトライ
アルアル

デッキデッキ
クリアクリア 停止停止

コントロールパネルコントロールパネル

画面ナビゲーションキー画面ナビゲーションキー

マシンアクションキーマシンアクションキー

画面オプションキー画面オプションキー

LED ステータスインジケーステータスインジケー
ターター

固定ファンクションキー固定ファンクションキー
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固定ファンク 固定ファンク 
ションキーションキー

固定ファンクションキーは、画面の 1 行目のキーです。使用できる各キー
の機能は、表示される画面によって異なります。次に各キーの使用につい
て説明します。

カウンターリセットカウンターリセット
システムには次の 2 種
類のカウンターがありま
す。

•	  通数カウンター

•	  バッチカウンター

通数カウンターのリセット

通数カウンターはディスプレイ画面の下方に表示されます。通数カウンター
は累積型カウンターです（郵便物の完成品ごとに数値が増えます）。

同じジョブを異なる顧客向けに実行したり、異なるマテリアルを使用する
場合は、カウンターをゼロにリセットして、新しいジョブで作成される郵
便物の完成品をカウントしてください。 
通数カウンターをリセットするには、次の手順に従います。

1.	  ［［RESET COUNTERS（カウンターリセット）］（カウンターリセット）］を押して、［RESET 
COUNTERS（カウンターリセット）］画面を表示します。

2.	  ［Piece Count（通数カウント）］を選択します。

3.	  ホーム画面に戻ります。画面の一番下にある通数カウンターの数字がゼ
ロになります。

［［Reset Counters（カウンターリセット）］画面（カウンターリセット）］画面

カウンターリセット ジョブ：ABC

ジョブアイテム
通数カウント

バッチカウント

両方

A

B

D

注：フラットシーラーがシ
ステムに搭載されている
場合、この画面で［Mark 
Piece Count（通数カウン
トのマーク）］オプション
が使用可能になります。
［Mark Piece Count（通
数カウントのマーク）］
オプションが表示されて
いる場合は、［Both（両
方）］リセットオプション
が［すべて］に変わりま
す。フラットシーラーの詳
細は、『system Operator 
Guide（システム取扱説明
書）』の第 7 章を参照し
てください。
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バッチカウンターのリセット

バッチカウンターは合計数を設定した数字までカウントします。システム
が郵便物の完成品を検知するたびにカウンターの数字が 1 ずつ増えます。
数字がバッチカウントに達すると、システムは停止します。

このジョブの必要な数字をリセットするには、次の手順に従います。

1.	  �［［RESET COUNTERS（カウンターリセット）］（カウンターリセット）］を押して、［RESET 
COUNTERS（カウンターリセット）］画面を表示します。

2.	  ［［Batch Count（バッチカウント）］（バッチカウント）］を選択します。

3.	  �ホーム画面に戻ります。画面の一番下にあるバッチカウンターの数字が
元の設定に戻ります。

注：注：バッチカウンターは最大 4 桁で、値は 5～9999 の範囲です。

通数カウントのマークのリセット

［Mark Piece Count（通数カウントのマーク）］を選択すると、封筒の端
に付けるマークのカウンターがゼロにリセットされます。

1.	  �［［RESET COUNTERS（カウンターリセット）］（カウンターリセット）］を押して、［RESET 
COUNTERS（カウンターリセット）］画面を表示します。

2.	  ［［Mark Piece Count（通数カウントのマーク）］（通数カウントのマーク）］を選択します。

3.	  ホーム画面に戻ります。カウンターがリセットされてゼロになります。

2 つのカウンターをリセットする

両方のカウンターをリセットする場合は、通数カウンターとバッチカウン
ターの 2 つともがゼロにリセットされます。

1.	  ［［RESET COUNTERS（カウンターリセット）］（カウンターリセット）］を押して、［RESET 
COUNTERS（カウンターリセット）］画面を表示します。

2.	  ［［Both（両方）］（両方）］を選択します。

3.	  �ホーム画面に戻ります。画面の一番下にある通数カウンターの数字がゼ
ロになり、バッチカウンターの数字は元の設定に戻ります。

ヘルプヘルプ
［［HELP（ヘルプ）］（ヘルプ）］を選択すると、現在表示されている画面に関する情報
が表示され、ヘルプファイルにアクセスできます。

キャンセルキャンセル
［［Cancel（キャンセル）］（キャンセル）］を選択すると、前の画面に戻ります。 

注：注：［Cancel（キャンセル）］を押す前にジョブを変更した場合、変更を保存す
るように指示されます。［Yes（はい）］を押すと変更が保存され、［No（いい
え）］を押すと変更が削除され、変更を保存した最後の画面に戻ります。変更を
削除すると、完全に消去されるので注意してください。

ホームホーム
［［HOME（ホーム）］（ホーム）］を選択すると、現在のジョブのホーム画面に戻りま
す。現在のジョブには編集中に変更された内容が自動的に含められます。
［Save Job（ジョブの保存）］を選択するまで、変更は保存されません。変
更後、まだ保存していないジョブには、ジョブ名の横にアスタリスク（*）
が付けられます（ホーム画面の上部）。 

固定ファンク 固定ファンク 
ションキー ションキー 
（続き）（続き）
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開始開始
緑色の［［Start（開始）］（開始）］キーを押すと、選択されたジョブの実行を開始し
ます。

トライアルトライアル
ジョブのテストランを実行するには、［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押
します。1 個の完成した郵便物を作成します。これにより、ジョブ設定が
正しいかどうか、郵便物の中身が合っているか、システムが適切に機能し
ているかどうかを確認できます。

注：注： 
•	  郵便物の封かんが必要なジョブの場合でも、トライアルでは検査が簡単にで

きるよう封かんはしません。

•	  二重検知は、トライアルの作成時に設定されます。郵便物の内容を調べて、
正しい数のアイテムが封筒にインサートされていることを確認します。

デッキクリアデッキクリア
［［CLEAR DECK（デッキクリア）］（デッキクリア）］を押すと、現在用紙経路で処理中のマ
テリアルがシステムから排出されます。

注：注：手動による郵便物の作成作業を減らすために、システムからの要求メッセー
ジが表示された場合のみ［［CLEAR DECK（デッキクリア）］（デッキクリア）］を押してください。

停止停止
［［Stop（停止）］（停止）］を押すと、郵便物の作成処理が停止します。

マシンアクションマシンアクション
キーキー

コントロールパネルの一番下に並んでいる 4 つのキーは、［［machine 
action keys（マシンアクションキー）］（マシンアクションキー）］と呼ばれます。これらのキーを使
用してシステムを稼動します。

画面ナビゲー 画面ナビゲー 
ションキーションキー

［［screen navigation keys（画面ナビゲーションキー）］（画面ナビゲーションキー）］
は、画面上でカーソルを移動します。郵便物アイコンツリ
ー内のアイテムを選択する場合も使用します。

画面ナビゲーションキーは、二重になった丸いボタンに
よって構成されます。外側のボタンは［［UP/DOWN（上（上
下）］下）］および［［LEFT/RIGHT（左右）］（左右）］の矢印キーで、
画面上でカーソルを上下および左右左右に移動します。内側
のボタンは［［OK］］ボタンです。 

画面ナビゲーショ画面ナビゲーショ
ンキーンキー

OK

マシンアクションキーマシンアクションキー 

開始
トライアル

郵便物
クリア
デッキ 停止

矢印キーを使用して選択した内容を適用する場合は、必ず［［OK］］を押しま
す。 
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［［header area（ヘッダー領域）］（ヘッダー領域）］には画面の一番上を横切る 2 つの色付き
のバーがあります。上のバーは青色で下のバーは緑色です。上のバーの左
側には、作業中の画面の名前が表示されます。選択する画面によっては、
ジョブ名がヘッダー領域の右側に表示される場合もあります。緑色のバー
には操作説明と画面の移動手順が表示されます。

ヘッダー領域ヘッダー領域

ディスプレイ ディスプレイ 
画面画面

ディスプレイ画面は、次の 2 つの領域に分かれています。 
•	  ヘッダー領域

•	  ステータス領域

ディスプレイ画面ディスプレイ画面

ヘッダー領域ヘッダー領域

ステータス領域ステータス領域

ホーム ジョブ：ABC
封かん液を補充！封かん液を補充！

別のジョブを選択

SwiftStart

メニュー

用紙の積載手順/実行前
の調整

トライアルの実行トライアルの実行

ジョブアイテム

A

B

D

Pieces	 :1658

上部（青色）バーには上部（青色）バーには
画面名とジョブ名が表画面名とジョブ名が表
示されます。示されます。

一番下にある緑色のバーには説明と画面のナビゲーション一番下にある緑色のバーには説明と画面のナビゲーション
手順が表示されます。手順が表示されます。

ホーム ジョブ：ABC
封かん液を補充！封かん液を補充！トライアルの実行トライアルの実行

接続されたプリンターをジョブで使用接続されたプリンターをジョブで使用
している場合、上部（青色）バーの中している場合、上部（青色）バーの中
央にメール実行名が表示されます。央にメール実行名が表示されます。
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画面の［［status area（ステータス領域）］（ステータス領域）］には、実行中の作業に関する情
報のみが表示されます。この領域には、次の項目のいずれかまたは全部が
表示されます。

•	  郵便物アイコンツリー 
•	  アイテムのセット方向

•	  オプション

•	  ホーム画面の一番下に表示されるデータには、バッチカウント、通数カ
ウント、およびユーザー ID のみが含まれます。

郵便物アイコンツリー郵便物アイコンツリー
郵便物アイコンツリーは、画面の左側にあります。ツリーには郵便物の各
構成用紙のアイコンと、マテリアルが紙折りされる場合は紙折りアイコン
が表示されます。アイコンは郵便物の構成用紙の丁合順に並んでおり、外アイコンは郵便物の構成用紙の丁合順に並んでおり、外
封筒アイコンはツリーの一番上に表示されます。封筒アイコンはツリーの一番上に表示されます。アイコンと並んで表示さ
れるアルファベットは、フィーダートレイの割り当てを表しており、小さ
な青色の水滴アイコンは封かん機能がオンになっていることを示します。

ステータス領域ステータス領域

•	  各アイコンの上部または下部のどちらかの端は太い線で表され、マテ
リアルの前端を示しています。封入物の前端は、機器に最初にフィー
ドされる端を表します。例えば、表を上向きにして一番上を最初にセ
ットするシートは、一番上が「前端」を表す太線になっている「上向
き」シートアイコンで表されます。

•	  �フィーダー割り当て文字はアイコンと並んで表示され、封入物をセッ
トするフィーダートレイを示します。1 つのアイコンと並んで表示され
る 2 つ以上のフィーダー割り当て文字は、フィーダートレイがリンクさ
れていることを示します。アイテムは示されているすべてのフィーダー
トレイにセットしてください。1 つのフィーダートレイが空になった場
合、リンクされている次のフィーダートレイに連続して自動的に切り替
わります。

•	  �二重検知機能を使用中の場合は、関連アイコンのすぐ左側に二重検知ア
イコンが表示されます。

前端前端

シート、表面上シート、表面上

フィーダー割り当て文字フィーダー割り当て文字

C
A

リンクフィーダーリンクフィーダー

二重検知アイ
コン
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ステータス域 ステータス域 
（続き）（続き）

•	  �複数のシートをフィードするようにシートフィーダーがプログラムさ
れている場合、セット内のシート数を示す数字とともに、複数シート
を示すアイコンが表示されます。

•	  �スキャンジョブ（OMR またはバーコード）で、OMR またはバーコー
ドマークの制御により、シートが変数で指定された枚数フィードされる
場合、数値の場所に小文字の n が表示されます。

3

セット内のシート数セット内のシート数

•	  �アイコン間の線は郵便物のアキュムレートの順番を示します。外封筒は
アイコンツリーの一番上にあります。

•	  �ジョブ設定を変更すると、郵便物アイコンツリー内のフィーダートレイ
の割り当てが変更される場合があります。

注：注：ジョブ設定を変更する場合は、郵便物アイコンツリー内のフィーダート
レイの割り当てを確認してください。

n

変数で指定されるセット内のシート数（スキャンジョブのみ）変数で指定されるセット内のシート数（スキャンジョブのみ）
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郵便物アイコンツリーの例郵便物アイコンツリーの例
各アイコンには、アイコンで表される郵便物の構成用紙に関する情報が表
示されます。次はアイコンからわかる情報、マテリアルセット時およびジ
ョブの実行時におけるアイコンの有用性についての説明です。

ステータス域 ステータス域 
（続き）（続き）

注：注： 
•	 �上記の例では、「トップアドレス」、「追加シート」および「C 折り」の各ア

イコンはセットを表しています。つまり、「トップアドレス」と「追加シー
ト」が一緒に名寄せされ、「C 折り」が適用されます。

•	 �インサート（返信用封筒アイコンを参照）は常に 1 つのセットとして郵便物
アイコンツリーに表示されます。

例：郵便物アイコンツリー例：郵便物アイコンツリー

窓付き封筒のフラップ面を下にしてフラップ反窓付き封筒のフラップ面を下にしてフラップ反
対側エッジからフィードするようにセットしま対側エッジからフィードするようにセットしま
す。封かん機能はオンで、フィーダーす。封かん機能はオンで、フィーダー G にセにセ
ットします。ットします。

C 折りを選択します。折りを選択します。

トップアドレスを上向きにして、一番上を最初トップアドレスを上向きにして、一番上を最初
にフィードするように、フィーダーにフィードするように、フィーダー C にセッにセッ
トします。二重検知機能をオンにします。トします。二重検知機能をオンにします。

追加シート（アドレスなし）の表を上向きにセ追加シート（アドレスなし）の表を上向きにセ
ットし、一番上を最初にットし、一番上を最初にフィーダーフィーダー B とと D にセにセ
ットします。フィーダーットします。フィーダー B とと D はリンクされてはリンクされて
います（リンクトレイは常にタワーの同じ側にいます（リンクトレイは常にタワーの同じ側に
あります）。二重検知機能をオンにします。あります）。二重検知機能をオンにします。

返信用封筒のフラップ面を下にして、フラップ反返信用封筒のフラップ面を下にして、フラップ反
対側エッジからフィードするようにフィーダー対側エッジからフィードするようにフィーダー A 
にセットします。にセットします。

B
D

C

G

A
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アイテムのセット方向アイテムのセット方向
画面ナビゲーションキーを使用して郵便物アイコンツリー内のアイコンを
選択し、アイコンによって表されるアイテムに関する情報を表示します。
ほとんどの場合、画像は画面のステータス領域に表示され、アイテムをト
レイにセットするときに必要な方向を表します。 

図図 2.6：サンプル：サンプル - マテリアルの方向画像マテリアルの方向画像

ステータス域 ステータス域 
（続き）（続き）
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注：注：2 つの山形記号（>>）はオプションにサブメニューがあることを示します。 
1 つの山形記号（>）は、はい／いいえまたはオン／オフなどの 2 つの選択を切
り替えることを示します。

オプションオプション
ディスプレイ画面の右側には、現在表示されている画面で使用できるオプ
ションの一覧が表示されます。画面によって表示される機能のオプション
構成は違います。また、画面上で選択した条件によっても、オプション構
成は異なります。使用可能なオプションの選択は、この章の前半で説明し
た画面オプションキーを使用して行います。下の画面例を参照してくださ
い。

例：オプション表示例：オプション表示例：機能表示例：機能表示

A

D

B

C

ジョブ ジョブ：123

ジョブアイテム

A

D

B

C

現在のジョブを編集

現在のジョブを確認

現在のジョブを保存

新規ジョブの作成

保存済みジョブを削除

完了

ジョブの選択

A

D

B

C

封筒の編集 ジョブ：123

ジョブアイテム

A

D

B

C

名前：ENV1

サイズ：レター

ウィンドウ：○

タイプ：標準フラップ

封かん：オン

縦：自動計測

その他の設定

確定

フッターフッター
ホーム画面の一番下に表示されるデータは、ユーザーとアカウントを識別
するためのものです。

ステータス域 ステータス域 
（続き）（続き）
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システムでは、次の 2 種類のセキュリティーモードを使用できます。

•	 ［［Login Not Required Mode（ログイン不要モード）］（ログイン不要モード）］：スーパーバイ
ザーおよびマネージャー機能を実行するには 4 桁のアクセスコードが必
要です。

•	 ［［Login Required Mode（ログイン必須モード）］（ログイン必須モード）］：アクセスレベルを
設定します。システムオペレーター、スーパーバイザー、およびマネー
ジャーのすべての機能にユーザー ID およびパスワードが必要です。

システムには 3 種類のユーザーアクセスレベルがあり、1 つのレベルはサー
ビス担当者用です。3 種類のユーザーアクセスレベルは次のとおりです。

•	  オペレーター

•	  スーパーバイザー 
•	  マネージャー

セキュリティーモードによっては、スーパーバイザーおよびマネージャー
アクセスレベルでアクセスコードまたはユーザー ID とパスワードの入力が
必要になります。アクセスレベルはシステム管理者によって割り当てられ
ます。

オペレーターオペレーター：スーパーバイザーまたはマネージャー機能以外のすべての
機能にアクセスできます。セキュリティーモードがオンになっている場
合、システムオペレーターはシステムへのログインおよびログアウトが必
要になることがあります。

第 3 章では、アクセス制限のない機能の実行手順について説明します。

スーパーバイザー：スーパーバイザー：すべてのオペレーター機能にアクセスでき、アクセス
コードまたはユーザー ID とパスワードによってログイン後は次の機能にも
アクセスできます。

•	  ジョブの保存

•	  ジョブの削除

•	  アカウントの作成

•	  アカウントの削除

第 4 章では、これらのスーパーバイザーレベルの機能の実行手順について
説明します。

マネージャー：マネージャー：上記のすべての機能に加え、他のユーザーの管理（機能の
割り当ておよび制限、アカウントモードの選択など）を独占的に行う権限
があります。 
第 4 章では、ユーザー ID とパスワードの割り当ておよびアカウントモード
の選択について説明します。

アクセス権アクセス権
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［［Login Required Mode（ログイン必須モード）］（ログイン必須モード）］が有効な場合、シ
ステムにアクセスするにはユーザー ID とパスワードの入力が必要で
す。［［Login Not Required Mode（ログイン不要モード）］（ログイン不要モード）］が有効な場
合、限定機能にアクセスするにはアクセスコードの入力が必要です。

注：注：ユーザー ID とパスワードまたはアクセスコードは、マネージャーが割り当
てます。ユーザー ID には英数字を使用できますが、アクセスコードとパスワー
ドに使用できるのは数字のみです。 

アクセス権 アクセス権 
（続き）（続き）

2 のセキュリティーモードのいずれかがオンになっている場合、オペレー 
ター機能を実行するにはログインの必要があります。

1.	 ［Select User（ユーザーの選択）」画面が表示されます。適切なユー 
ザー ID を選択します。

注：注：必要に応じて、［Next（次へ）］を押してその他のユーザー ID を表示し
ます。

2.	 パスワードを入力します。

注：注：パスワードは 4 桁の数字からなるコードです。1、2、3、4、および 5 の
数字が最初の画面に表示されます。［Next（次へ）］を押すと、6、7、8、9、
および 0 の数字が表示されます。

3.	 パスワードを入力したら、［Accept（確定）］を押します。ホーム画面
が表示されます。

ログイン不要モードがオンで、ユーザー ID とパスワードがマネージャーに
よって設定されている場合、［log in（ログイン）］オプションがホーム画
面に表示されます。

ログインするログインする

ログアウトするログアウトする システムからログアウトするには、ホーム画面で［［Log Out（ログアウト）］（ログアウト）］
を選択します。

注：注：次のオペレーターがログインできるよう、必ずシステムからログアウトして
ください。
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システムのシステムの カカ
バーについてバーについて

下の図に示されているシステムの前面にある 3 つのカバーを開けると、用
紙解除つまみに手が届きます。

搬送デッキの上にあるカバーを開けると、メインの用紙経路にあるローラー
に手が届くようになります。

折り加工後アキュム折り加工後アキュム
レーターカバーレーターカバー

封入エリア封入エリア
カバーカバー

図図 2.7.2：上部カバー：上部カバー

折り加工前アキュム折り加工前アキュム
レーターカバーレーターカバー

紙折り機紙折り機
カバーカバー

図図 2.7.1：前面カバー：前面カバー

シーラー交換カバーシーラー交換カバー
（閉じた状態）（閉じた状態）

タワーベースカバータワーベースカバー
（閉じた状態（閉じた状態））

メインの搬送デッキメインの搬送デッキ
カバー（開ける）カバー（開ける）
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メイン搬送デッキカバーを開けるには、次の手順に従います。

1.	  カバーの上にあるスロットに指を入れます。

2.	  �慎重に引き下げます。カバーがはずれないよう、安全ひもによって固定
されています。

重要：重要：開いた状態のカバーに寄りかからないでください。

タワーベースカバーを開けるには、次の手順に従います。

1.	  メイン搬送デッキカバーを開けます。

2.	  タワーベースカバーのハンドルを引き下ろします。

タワーベースカバーは、メイン搬送デッキカバーと連結しています。つま
り、メイン搬送デッキカバーを先に開けないと、タワーベースカバーは開
きません。

カバーを開けるカバーを開ける

カバーを閉じるカバーを閉じる 下部タワーやメイン搬送デッキカバーを閉じるには、システムデッキに固
定されるまでカバーを押し上げます。

注意注意

可動構造が人身傷害を引き起こす可能性が可動構造が人身傷害を引き起こす可能性が
あります。あります。

手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサリー、手、長い頭髪、ネクタイ、アクセサリー、
ゆとりのある衣服は、可動部分から離すよゆとりのある衣服は、可動部分から離すよ
うにしてください。うにしてください。
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用紙解除用紙解除 つまみつまみ
およびレバーにおよびレバーに
ついてついて

システムの前面には 10 個の用紙解除つまみとレバーがあります。各つまみ
はローラーを回すためのもので、停滞したマテリアルをエリアから取り除
く場合に使用します。各用紙解除レバーでシステムのエリアを開けると、
停滞したマテリアルを取り除くことができます。

この図は、各つまみおよびレバーの場所と、つまみによってマテリアルが
移動する場所およびレバーによって開く部分を示しています。

用紙解除つまみおよびレバーの場所と関連エリア用紙解除つまみおよびレバーの場所と関連エリア

つまみつまみ 2 で制御で制御

アドオンモジューアドオンモジュー
ルについてルについて

システムには多数の追加モジュールを組み込むことができます。詳細は、
第 7 章を参照してください。
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電源の投入電源の投入

警告！警告！システムを電源に接続する前に第 1 章の安全性に関する情報
を読んでください。

システムを電源に接続するには、次の手順に従います。

1.	 電源コードをインサーターの裏側にあるソケットに接続します。

2.	 電源コードを適切なコンセントに差し込みます。コンセントがインサー
ターの近くにあり、簡単に手が届くことを確認してください。

次の操作方法について説明します。

•	  インサートシステムの正しい電源投入方法

•	  ジョブの選択

電源の接続電源の接続

コントロールパネルの下にあるオン／オフのスイッチを押して、電源を入
れます。

注：注：HCSF（大容量シートフィーダー）がある場合は、ベースの電源を投入する前
に HCSF の電源を投入してください。 

システムの操作上の整合性を確認するための多数の検査が自動的に行われ
ます。問題が検知されると、問題を解決するための解決策が表示されま
す。

注：注：システムに電源を投入するときに、オプションの追加機器にも電源が入って
いることを確認してください。 
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システムのスタートアッププロセスが終了すると、ホーム画面が表示されま
す。実行した最後のジョブはホーム画面に表示されます。ジョブに関する
情報は、別のジョブの選択、表示されたジョブの編集、SwiftStart™ 機能の使
用、および選択されたジョブの用紙の積載手順と一緒に表示されます。

ホーム画面ホーム画面

画面の輝度またはコントラストを調整する手順の詳細は、第 5 章を参照し
てください。

ホーム画面ホーム画面

ホーム ジョブ：ABC
封かん液を補充！封かん液を補充！

別のジョブを選択

SwiftStart

メニュー

用紙の積載手順/実行前
の調整

トライアルの実行トライアルの実行

ジョブアイテム

A

B

D

Pieces	 :1658
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ジョブの概要ジョブの概要 この章では、ジョブの実行、作成、または編集に必要な手順について説明
します。

ジョブの実行：ジョブの実行：ジョブの実行には、5 つの主要な手順があります。これらの
手順は、次に示す順に実行してください。

•	  ジョブの選択

•	  フィーダー設定およびマテリアルの積載

•	  実行前の調整（必要な場合）

•	  トライアルの実行

•	  ジョブの開始

この章では、これらの各手順の詳細について説明します。この章では、実
行するジョブがシステムの［［Saved Jobs（保存済みジョブ）］（保存済みジョブ）］リストに存
在することを想定しています。 

注：注： 
•	  �ジョブアイテムリストには、郵便物内のアイテムの順序が表示されます。ジ

ョブアイテムリストの外封筒の下にある最初のアイテムは、封筒から中身を
取り出すときに一番上にくるドキュメントです。 

•	  �ジョブアイテムリストのシートアイコンおよびインサートアイコンは、1 枚
のシートまたはインサートを表すものではなく、フィーダーにセットするマ
テリアルのスタックまたは束を表します。

•	 �ジョブを実行する前は毎回、用紙の積載手順を確認してください。フィーダー
割り当ておよびジョブ設定によっては、セットする方向が変わる場合がありま
す。たとえば、1 つのフィーダーでは用紙の一番下を最初にセットし、別のフ
ィーダーでは一番上を最初にセットすることがあります。

•	 �フィーダー割り当てはジョブを最適化するために機器によって判断されま
す。このため、フィーダーはジョブを選択後にのみ割り当てられます。ま
た、ジョブを編集すると、フィーダー割り当てが変わる場合があります。

•	 �ほとんどのマテリアルはシステムによって自動的に調整されます。ただし、外
封筒の開口部が著しく異なる場合は、手動による調整が必要になることがありま
す。また、幅または長さが異なるシートを HCSF（大容量シートフィーダー）か
らフィードする場合も調整が必要です。

ジョブの作成ジョブの作成：ジョブが存在しない場合、スーパーバイザーまたはマネー
ジャーが作成して保存する必要があります。詳細は、この章の「 ジョブの
作成」を参照してください。

ジョブの編集ジョブの編集：ジョブの変更が必要な場合、ジョブを編集して実行できま
すが、変更の保存はスーパーバイザーまたはマネージャーが実行する必要
があります。詳細は、この章の「ジョブの編集」を参照してください。
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2.	  �［Job Type（ジョブタイプ）］画面では、システム内のすべてのジョブ
にアクセスできます。この画面には、実行するジョブを検索するための 
3 つのカテゴリが表示されます。

•	 Saved Jobs （保存済みジョブ）］（保存済みジョブ）］には作成および保存したジョブ
のリストが表示されます。 

•	 �［［Recently Run Jobs（最近実行したジョブ）］（最近実行したジョブ）］には、システムで
実行した最後の 8 個のジョブのリストが表示されます。		 このリス
トには、各ジョブの名前と実行日時が表示されます。 

•	 �［Library Jobs（ライブラリジョブ）］には、システムに組み込まれ
ている定義済みジョブの名前が表示されます。

3.	 �該当するカテゴリを選択して、使用可能なジョブのリストを表示します。

4.	 �リストから該当するジョブを選択します。

•	 �最初のページにジョブが表示されない場合は、上下の矢印キーを使
用してリストをスクロールします。 

•	 �リスト内のジョブを選択すると、ジョブの郵便物アイコンツリーが
表示され、ジョブを識別できます。

ジョブの選択ジョブの選択 実行するジョブが現在ホーム画面に表示されている場合は、この章の「ト
ライアルの実行」セクションに進んでください。それ以外の場合は、次の
手順に従ってジョブを選択します。

1.	 ホーム画面から次のように操作します。

•	 �［［Select Another Job（別のジョブを選択）］（別のジョブを選択）］を選択すると、保存
済みジョブリストが表示されます。下の手順 $3 に進みます。 

または 
•	 �［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Jobs（ジョブ）］、［（ジョブ）］、［Select Job 

（ジョブの選択）］（ジョブの選択）］の順に選択します。［Select Job Type（ジョブタ
イプの選択）］画面が表示されます。

［［Select Job Type（ジョブタイプの選択）］画面（ジョブタイプの選択）］画面

ジョブタイプの選択

保存済みジョブ

最近実行したジョブ

ライブラリジョブ
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実行するジョブを選択したら、ジョブを実行するためにシステムを設定し
てください。システムを設定するには、次の手順に従います。

•	  �要求メッセージが表示されたら、フィーダータワーへのトレイの取り付
けを行います。

•	 �郵便物アイコンツリーに表示される積載手順および選択されたジョブの
手順の指示に従ってトレイにマテリアルをセット します。

•	 �必要な場合は、HCEF（大容量封筒フィーダー）へセットします。

後続のセクションでは、これらの作業の詳細について説明します。

注：注：HCSF（大容量シートフィーダー）がある場合は、マテリアルをこのフィーダ
ーにセットする必要があります。詳細は、第 7 章の「HCSF ガイドの調整」を参
照してください。

フィーダー設定フィーダー設定
およびマテリアおよびマテリア
ルの積載ルの積載

どちらのタイプのトレイについても、郵便物アイコンツリーに示された場
所にあるフィーダータワーへの設置手順および用紙の積載手順は基本的に
同じです。

注：注：トレイの取り付けや取りはずしは、両手で行ってください。

1.	 �トレイの後端をフィーダータワーのトレイマウントの位置に合わせます。

2.	 �（フィーダータワーの側面にある）セパレーターリフトレバーを押し上
げて、セパレーターを持ち上げます。

フィーダータワーフィーダータワー
へのトレイの取りへのトレイの取り
付け付け

図図 3.1.1：セパレーターを持ち上げてトレイをトレイ台に入れる：セパレーターを持ち上げてトレイをトレイ台に入れる

レバーを押し上げてセパレバーを押し上げてセパ
レーターを持ち上げるレーターを持ち上げる
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3.	 トレイ座部に固定されるまでトレイマウントにトレイをスライドします。

注：注：トレイ両側の下部にある切れ込みが各トレイマウントの溝にはまれば、
トレイが適切に固定されたことになります。

4.	 トレイをまっすぐに引き戻して、トレイが固定される角度でしっかりと
取り付けます。トレイが適切にしっかりと固定されるまで、この手順を
繰り返します。

図図 3.1.2：トレイのシートを確認す：トレイのシートを確認す
るる

図図 3.1.2：トレイマウントに適切に固定されたトレイ ：トレイマウントに適切に固定されたトレイ 
（下から見たところ）（下から見たところ）

トレイの切れ込みトレイの切れ込み

トレイ台の溝トレイ台の溝

フィーダータワーフィーダータワー
からのトレイの からのトレイの 
取り外し取り外し

シートトレイまたはインサートトレイを取りはずすには、次の手順に従い
ます。 
1.	 �トレイの端をつかんで持ち上げます。

2.	 �トレイマウントの溝から外れるまでトレイをスライドします。
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トレイ情報トレイ情報 
ホーム画面の郵便物アイコンツリーには、郵便物の各アイテムに関する情
報が表示されます。各アイコンは、現在のジョブのドキュメントを表しま
す。矢印キーを使用して、ドキュメントアイコンを選択します。アイコン
を選択すると、次の情報が表示されます。

•	 �ドキュメントおよびマテリアルタイプの画像

•	 �ドキュメントおよびマテリアルをセットするトレイのタイプ

•	 �トレイ内のドキュメントの方向

マテリアルをトレイに入れる前に、束になっているアイテムをパラパラと
めくって（風を入れる）さばいてください。以下の手順に従います。

1.	 �スタックの一方の端を片手で持ちます。

2.	 �スタックの反対側の端をもう一方の手でパラパラとめくります。

3.	 �反対側の端についても同じように繰り返します。

トレイへのマテリトレイへのマテリ
アルのセットアルのセット

図図 3.2：マテリアルをめくる（風を入れる）：マテリアルをめくる（風を入れる）
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注：注：サイドガイドを引っぱったり押したりして動かさないでください。サイドガ
イドを動かす場合は、必ずサイドガイドアジャスターを使用します。

トレイのトレイのサイドガイドの調整サイドガイドの調整

青色の溝付きサイドガイドアジャスターは、各トレイの端にあります。こ
のアジャスターはトレイのサイドガイドの開閉をコントロールします。

フィーダータワーのシートトレイおよびインサートトレイにあるサイドガ
イドを開閉するには、次の手順に従います。

1.	 �トレイの端にあるサイドガイドアジャスターに手のひらを置きます。

2.	 �手のひらでサイドガイドアジャスターを回します。

•	 �アジャスターを時計と反対方向に回転すると、サイドガイドはマテ
リアルの方に移動します。

•	 �アジャスターを時計回りに回転すると、サイドガイドはマテリアル
から離れます。

3.	 �サイドガイドがトレイ内のマテリアルに接触したら、アジャスターから
手を離します。ガイドはマテリアルから自動的にはね返り、封筒の厚
み 1.4 mm（1／16 インチ）ほどのすき間ができます。このすき間によっ
て、マテリアルを適切にフィードできます。

トレイへマテリアトレイへマテリア
ルをセットする ルをセットする 
（続き）（続き）

サイドガイドアジャスターサイドガイドアジャスター

図図 3.3：サイドガイドアジャスター：サイドガイドアジャスター
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3.	 サイドガイドアジャスターを使用して、サイドガイドがマテリアルの両
端に軽く触れるまでサイドガイドを動かします。 

	 調節から手を離すと、ガイドは自動的にはね返り、トレイ内のマテリア
ルをフィードするときに適当なすき間ができるよう配置されます。

注：注：サイドガイドは内側に動かした場合のみはね返ります。

4.	 セパレーターを持ち上げて、マテリアルをトレイに補充します。 

注：注：トレイのフィルラインより上にマテリアルを積まないでください。

サイドガイドアジャスターの詳細は、この章の「トレイのサイドガイドの
調整」を参照してください。

シートトレイへマテリアルをセットするシートトレイへマテリアルをセットする

注：注：シートトレイの積載、サイドガイドの調整に関して手順のデモを再生するに
は、ホーム画面にアクセスして［Loading Instructions and Pre-Run Adjustments 
（用紙の積載手順／実行前の調整）］を選択します。上下の矢印キーを使用して、
郵便物アイコンツリーからシート（フィーダータワーからフィードされます）を選
択し、次に［Feeders Setup Demo（フィーダー設定デモ）］を選択します。

シートトレイに媒体をセットするには、次の手順に従います。

1.	 �サイドガイドアジャスターを使用して、マテリアルの幅に充分なだけ
トレイの側面を広げます。

2.	 �マテリアルの小さなスタックをパラパラとめくってさばき、ホーム画面
に表示される積載手順で指定された方向に封入物をトレイに入れます。 

トレイへマテリアトレイへマテリア
ルをセットする ルをセットする 
（続き）（続き）

ホーム画面ホーム画面

ホーム ジョブ：ABC
封かん液を補充！封かん液を補充！

別のジョブを選択

SwiftStart

メニュー

用紙の積載手順/実行前
の調整

トライアルの実行トライアルの実行

ジョブアイテム

A

B

D

Pieces	 :1658
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インサートトレイへマテリアルをセットするインサートトレイへマテリアルをセットする

注：注：インサートトレイの積載、サイドガイドの調整に関して手順のデモを再生する
には、ホーム画面にアクセスして［Loading Instructions and Pre-Run Adjustments 
（用紙の積載手順／実行前の調整）］を選択します。上下の矢印キーを使用して、
郵便物アイコンツリーでインサートを選択し、次に［Feeders Setup Demo（フィーダ
ー設定デモ）］を選択します。

インサートトレイにマテリアルをセットするには、次の手順に従います。

1.	 �スレッドロッキングレバーを使用して、スレッドをトレイの端までスラ
イドします。スレッドは自動的に所定の位置に固定されます。

2.	 �サイドガイドアジャスターを使用して、マテリアルの幅よりも広めにト

レイを広げます。 
3.	 �郵便物アイコンツリーおよびホーム画面の積載手順に指定されている方

向にマテリアルのスタックをトレイの前面に対してまっすぐ立てます。

4.	 �サイドガイドアジャスターを使用して、トレイの側面をマテリアルに軽軽
くく触れさせ、アジャスターから手を離します。ガイドは自動的にはね返
り、トレイ内のマテリアルをフィードするときに適当なすき間ができる
よう配置されます。

注：注：サイドガイドは内側に動かした場合のみはね返ります。

サイドガイドアジャスターの詳細は、この章の「トレイのサイドガイドの
調整」を参照してください。

図図 3.4.1：封入物を立てる：封入物を立てる

トレイへマテリアトレイへマテリア
ルをセットする ルをセットする 
（続き）（続き）
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インサートトレイへマテリアルをセットする（続き）インサートトレイへマテリアルをセットする（続き）

5.	 �セットするインサートタイプに該当するトレイのフィルラインまでイン
サートをセットします。

6.	 �マテリアルをトレイの裏側に向かって若干傾けます。

7.	 �マテリアルを傾けたままスレッドロックリリースを軽く引き上げてロッ
クをはずします。スレッドが前方に移動します。

8.	 �一番下のマテリアルにスレッドが接触するまでスレッドをスライドし、
マテリアルから手を離します。

注：注：ディスプレイに表示される郵便物アイコンツリー内のアイテムは、選択
したジョブ内のマテリアルを表します。矢印キーを使用してアイコンを選択
し、トレイ内のマテリアルの方向の画像およびフィーダータワーのトレイの
指定場所を表示します。

トレイへマテリアトレイへマテリア
ルをセットする ルをセットする 
（続き）（続き）

スレッドスレッド

図図 3.4.2：封入物の最終位置：封入物の最終位置

サイドガイドサイドガイド
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HCEF は最大 500 枚の封筒を積載します。封筒サイズの範囲は、第 6 章 
「リファレンス」を参照してください。

HCEF に封筒をセットするには、サイドガイド、ウェッジ、およびセパレー
ターギャップを調整してください。調整を行う前に、封筒のスタックをパラ
パラとめくってさばき、入れ子になったり、丸まったり、破損したりしてい
る封筒を取り除きます。

注：注：ウェッジおよびセパレーターギャップの調整に関して手順のデモを再生する
には、ホーム画面にアクセスしてください。［Loading Instructions and Pre-Run 
Adjustments（用紙の積載手順／実行前の調整）］を選択しを選択し、上下の矢印キーを使
用して、HCEF からフィードされる封筒を選択し、次に［［Feeders Setup Demo/ 
（フィーダー設定デモ）］（フィーダー設定デモ）］を選択します。

HCEF サイドガイドの調整サイドガイドの調整

1.	 �サイドガイドの間に封筒を置きます。

2.	 �アジャスターノブを使用して、サイドガイドが封筒に軽く触れるように
します。

3.	 �ノブを放します。サイドガイドは正しい位置にはね返り、封筒がサイド
ガイドの間を自由にスライドできるようになります。

注：注：サイドガイドは内側に動かした場合のみはね返ります。

4.	 封筒を赤色のフィードベルトに平らに置いたときにサイドガイドの間を
自由にスライドすることを確認します。

HCEF（大容量封（大容量封
筒フィーダー）へ筒フィーダー）へ
封筒をセットする封筒をセットする

図図 3.6：：HCEF サイドガイドの調整サイドガイドの調整 

サイドガイドサイドガイド

アジャスターアジャスター 
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HCEF ウェッジのウェッジの調整調整

1.	 �封筒の下端がセンターガイドの 2 つのネジと並ぶよう HCEF に封筒をイ
ンサートします。封筒の上端（フラップの付いた端）がウェッジの方を
向くようにします。

注：注：封筒が斜めにならずまっすぐに積載されており、正しい位置に収まるよ
うにセンターガイドに接していることを確認します。封筒の位置が間違って
いると、セパレーターギャップの調整も正しく行われません。 

2.	 �青色のウェッジロッキングレバーを押し上げて手を離します。

3.	 �封筒の上端がウェッジの中央スロットに収まるまで、ウェッジを封筒の
方にスライドします。

HCEF へ封筒を へ封筒を 
セットする セットする 
（続き）（続き）

図図 3.7.1：ウェッジの位置の調整：ウェッジの位置の調整

ウェッジウェッジ
ロッキンロッキン
グレバーグレバー

ウェッジウェッジ

センターガイドセンターガイド
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HCEF へ封筒を へ封筒を 
セットする セットする 
（続き）（続き）

4.	 �ウェッジロッキングレバーを押し下げて、ウェッジを所定の位置に固定
し、封筒を取り除きます。

	 図図 3.7.2：中央スロット内の封筒の角：中央スロット内の封筒の角



3-16 SV63136-JA RevC  

3 • 基本的な操作基本的な操作 

HCEF へ封筒を へ封筒を 
セットする セットする 
（続き）（続き）

図図 3.8.1：セパレーターギャップレバーを押し上げる：セパレーターギャップレバーを押し上げる

図図 3.8.2：上げられたセパレーター：上げられたセパレーター

HCEF セパレーターギャップの調整セパレーターギャップの調整

注：注：セパレーターギャップを調整する前に、HCEF ウェッジを調整する必要があ
ります。詳細は、この章の「HCEF ウェッジの調整」を参照してください。

1.	 セパレーターギャップを調整する封筒を準備します。

a.	 封筒の内部に収まるように  80 gsm（20 ポンド）の紙片をカットし
ます。

b.	 紙片を封筒に入れます。

注：注：表面の硬い場所で封筒を軽くトントンとたたき、紙片が封筒の底に
届くようにします。

c.	 封筒フラップを閉じます。

2.	 セパレーターギャップレバーを押し上げて、セパレーターを持ち上げま
す。
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6.	 20～50 mm（0.7～2 インチ）の封筒スタックを重ね置きします。フラッ
プ面を下にして、封筒を HCEF に入れ、フラップ反対側エッジからフィ
ードします。

7.	 すべての封筒のスタック（最大 500 枚）をセットし、封筒がサイドガイ
ドの裏側に触れていることを確認します。残りの封筒を重ね置きする必
要はありません。

注：注： 
•	 �HCSF または接続されたプリンターがある場合、シートを正しくフィードで

きるように、状況によりガイドを調整する必要があります。詳細は、本書の
第 7 章「HCSF ガイドの調整」または「プリンターインターフェイススガイ
ドの調整」を参照してください。

•	 �スキャンを使用している場合、バーコードまたは OMR マークを読み取るた
めにスキャンヘッドの調整が必要になることがあります。詳細は、本書の第 
8 章「スキャンヘッドの調整」を参照してください。 

3.	 封筒の上端（フラップの折り目）がウ
ェッジのタブの端と並ぶよう、封筒の
下端を最初にセパレーターに入れま
す。

注：注：タブの端は 2 つの矢印で示され
ます。

4.	 セパレーターを完全に下げ、セパレー 
ターギャップレバーを押し下げて、セパ
レーターを所定の位置に固定します。

5.	 HCEF から封筒を引き出します。

図図 3.8.3：ウェッジのタブと並んだ封筒：ウェッジのタブと並んだ封筒

HCEF へ封筒を へ封筒を 
セットする セットする 
（続き）（続き）
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封入エリアの封筒オープナーは、封筒を開いて中身が入るようにします。
前のジョブと異なるサイズの封筒を使用する場合は、新しいジョブを実行
する前に封筒が封筒オープナーの適切な位置に置かれていることを確認し
てください。位置が間違っている場合は、封筒オープナーの位置を調整し
てください。このセクションの下記の手順に従って、封筒位置の確認と調
整を行います。

テスト封筒のフィードテスト封筒のフィード
1. 外封筒を封筒フィーダーにセットします。

2. ホーム画面の［［Loading Instructions（用紙の積載手順）］（用紙の積載手順）］を選択し、
次に［［Pre-Run Adjustments（実行前の調整）］（実行前の調整）］を選択し、最後に
［［Envelope Opener Settings（封筒オープナーの設定）］（封筒オープナーの設定）］を選択しま
す。

注：注：1 種類の外封筒のみを使用している場合、システムは自動的にフィーダー
を選択します。複数の外封筒を使用する場合は、封筒フィーダーの選択が必
要です。

3. ［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押して、1 枚の封筒を封入エリアにフ
ィードします。

4.	 封入エリアのカバーを開けて、封筒を確認します。調整が必要な場合
は、次に説明する手順に従って幅や長さを設定します。

実行前の調整実行前の調整 選択されたジョブのアイテムをセットしたら、ジョブを正確に実行するた
めに封筒オープナーの調整が必要になる場合があります。

封筒オープナーの封筒オープナーの
調整調整

図図 3.9.1：封入エリアカバー：封入エリアカバー

封入エリアカバーを開ける封入エリアカバーを開ける
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幅の調整（外封筒オープナー）幅の調整（外封筒オープナー）

1.	 外封筒オープナーの上にある蝶ネジをゆるめます。

封筒オープナー封筒オープナー
の調整（続き）の調整（続き）

図図 3.9.2：外封筒オープナーの位置：外封筒オープナーの位置

外封筒オー外封筒オー
プナーの蝶プナーの蝶
ねじねじ

2.	 必要に応じて封筒オープナーをスライドし、封筒オープナーのポイン 
ター部分を封筒の外端に合わせます。

•	 �蝶ネジを押し下げ、外封筒オープナーが封筒の位置に合うようにし
ます。

•	 �サイズの小さい封筒（幅が 194 mm（7.5 インチ）未満）を使用する
場合は、外封筒オープナーを外して、封筒の外端から離します。

•	 �窓付きの封筒を使用する場合は、外封筒オープナーが封筒窓の端に
触れないようにします。

3.	 外封筒オープナーの上にある蝶ネジを締めます。

ポインターを封筒の外端ポインターを封筒の外端
に合わせるに合わせる

図図 3.9.3：外封筒オープナーを合わせる：外封筒オープナーを合わせる
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長さの調整（内封筒オープナー）長さの調整（内封筒オープナー）

1.	 窓付きの封筒を使用する場合は、内封筒オープナーを固定している蝶ネ
ジを緩めます。

注：注：内封筒オープナーは 3 つあり、通常は長さの調整のみ必要です。ただ
し、必要な場合は（中央オープナーを除く）封筒オープナーを外側に移動す
ることもできます。 

封筒オープナー封筒オープナー
の調整（続き）の調整（続き）

図図 3.9.4：内封筒オープナーの位置：内封筒オープナーの位置

  

内封筒オープ 内封筒オープ 
ナーの蝶ねじナーの蝶ねじ

a.	 内封筒オープナーが封筒窓の端に触れないように位置を調整しま
す。縦型の窓が付いた封筒などの特別な場合は、封筒オープナーが
封筒窓の端に引っかからないように封筒オープナーを封筒窓の上に
置きます。

b.	 調整した封筒オープナーの蝶ねじを締めます。

2.	 フレームの上にあるノブを下に押して引っ張り、内封筒オープナーの封
入端と封筒との間隔を調整します。

3.	 必要に応じて、内封筒オープナーの封入端のノブをゆるめ、先端が封筒
の上部に 5 mm 以上入るようにします。
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4.	 調整した封入端の固定つまみを締めます。

5.	 他の 2 つの封入端についても、手順 2～4 を繰り返します。

設定の確認設定の確認

封筒オープナーの必要な調整が完了したら、封入エリアカバーを閉じ、以
下を実行して設定を確認します。

1.	 �［［CLEAR DECK（デッキクリア）］（デッキクリア）］を押します。

2.	 �［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押します。

•	 �封筒オープナーが正しい位置に設定されている（封筒を開けるため
に正しく位置調整されている）場合は、［［OK］］を選択します。

•	 �さらに調整が必要な場合は、位置調整が適切に行われるまで上記の
手順を繰り返します。

注：注：［Trial Piece（トライアル）］を押すたびに、トライアルが作成されます。 

封筒オープナーの封筒オープナーの
調整（続き）調整（続き）

図図 3.9.5：封筒に挿入された内封筒オープナー：封筒に挿入された内封筒オープナー

内封筒オープナーの内封筒オープナーの
封入端封入端

硬い媒体モード用の手差しレバーの調整（硬い媒体モード用の手差しレバーの調整（Relay 8000 のみ）のみ）

硬いインサートが入っている郵便物は、フラット出口から排出されます。
硬い媒体機能には、フラット出口を開いておくため、センサー付き手差し
レバーが必要です。このハードウェアは Relay 8000 インサーターに含まれて
います。

1 つまたは複数のインサートを「硬い」に指定した場合、そのジョブには長
さ 152 mm（6 インチ）～178 mm（7 インチ）の封筒が必要であり、手差し
レバーを定形外封筒の位置にする必要があります。

•	 �封筒はフィーダータワーからフィードします。HCEF は使用できません。

•	 �郵便物の各マテリアルが封筒に入っていない場合、フラット出口から
排出するには長さが足りない場合があるため、硬い媒体モードでは
［［CLEAR DECK（デッキクリア）］（デッキクリア）］が機能しません。そのため、手動
でインサーターをクリアする必要があります。

硬い媒体モード用の手差しレバーを調整するには、次の手順に従います。

1.	 �シーラーのカバーを開きます。

2.	 �レバーを硬い媒体モード用の位置に調整します。

3.	 �シーラーのカバーを閉じます。
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ジョブの設定が完了したら、トライアルをランして、システムが機能する
ことを確認し、郵便物の完成品が正確であることを確認してください。ト
ライアルをランするには、次の手順に従います。

1.	 フィーダートレイをフィーダータワーに取り付けます。手順の詳細は、
この章の前のセクションを参照してください。 

注：注：ホーム画面の郵便物アイコンツリーを選択して、使用するトレイタイ
プ、トレイ内のマテリアルの方向、およびフィーダータワーのトレイの位置
を表示します。

2.	 郵便物の各マテリアルをフィーダートレイにセットします。 
3.	 ［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押します。郵便物のすべての中身がジ

ョブの条件に従って丁合されます。完成した郵便物は検査用に上部排
除エリアにフィードされます。この郵便物はシーラーには送られませ
ん。［Trial Piece Complete（トライアル完了）］画面が表示されます。

4.	 郵便物を検査します。

a.	 �外封筒から中身を取り出します。

b.	 �アイテムが指定の順番に丁合されていることを確認し、窓付き封筒
を使用する場合は送り先アドレスが正しく表示されることを確認し
ます。

c.	 �アイテムが重複していないかチェックします。 

トライアルの トライアルの 
実行実行
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トライアルの トライアルの 
実行（続き）実行（続き）

•	  �上下の矢印キーを使用してアドレスの位置を変え、［Finished 
（完了）］を選択します。ホーム画面に戻ります。

c.	 別の調整を行う場合は、［［Edit Job（ジョブの編集）］（ジョブの編集）］を選択しま
す。郵便物の構成要素の追加、削除、または移動、および郵便物内
のドキュメントの条件を変更できるようになります。

注：注：
•	 �追加、削除、移動、および編集機能の詳細手順については、この章の

後続のセクションで説明します。
•	 �郵便物の順序、アドレスの位置、または郵便物内のドキュメントを変

更した場合は、トライアルを再度実行して機器の動作および郵便物の
内容を確認します。

•	 �編集内容は、スーパーバイザーまたはマネージャーが保存しないと保
存されません。

d.	 ジョブ設定の確認が必要な場合は、［Review Job（ジョブの確認）］
画面を表示します（［［HOME（ホーム）］、［（ホーム）］、［Menu（メニュー）（メニュー）
］、［］、［Job（ジョブ）］の順に選択して、最後に［（ジョブ）］の順に選択して、最後に［Review Job（ジ（ジ
ョブの確認）］を選択しますョブの確認）］を選択します）。

5.	 トライアルの結果に従って、［Trial Piece（トライアル）］画面で次の
オプションのうち 1 つを選択します。 
a.	 �トライアルの郵便物が検査に合格した場合は、［［Trial Piece OK（ト（ト

ライアルは問題ありません）］ライアルは問題ありません）］を選択します。ホーム画面に戻るか、
または［［START（スタート）］（スタート）］を押してジョブを開始します。

b.	 �（窓付き封筒を使用する場合に）アドレスを上下に移動する必要が
ある場合は、［［Adjust Address（アドレスの調整）］（アドレスの調整）］を選択しま
す。次の画面が表示されます。

［［Adjust Address（アドレスの調整）］画面（アドレスの調整）］画面

 を押して調整します。

3 mm
A

B

C

ABC Company 
36 Waterview Dr. 
Derby, CT 12345

確定
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ジョブ設定の確認ジョブ設定の確認 ジョブの実行を開始する前にジョブ設定を確認できます。［Review Job 
（ジョブの確認）］画面には、郵便物の各構成要素の条件設定と一般のジ
ョブ設定の一覧が表示されます。この画面を使用すると、ジョブの選択内
容を短時間で効率的に確認できます。

［Review Job（ジョブの確認）］画面にアクセスするには、次の手順に従い
ます。

1.	 �ホーム画面の［［Menu（メニュー）］（メニュー）］を選択します。

2.	 �［Menu（メニュー）］画面から、［［Job（ジョブ）］、［（ジョブ）］、［Review 
Current Job（現在のジョブを確認）］の順に（現在のジョブを確認）］の順に選択します。

3.	 �矢印キーを使用して、ジョブの設定、各選択項目をスクロールで移動し
ます。

•	 �［［Edit Job（ジョブの編集）］（ジョブの編集）］を選択して、変更作業を行う画面を
表示します。

•	 �［［Finished（完了）］（完了）］を選択すると、［Menu（メニュー）］画面に
戻ります。

•	 �［［HOME（ホーム）］（ホーム）］を押してホーム画面に戻ります。

注：注：郵便物のマテリアルがマテリアルの仕様に適合していることを確認しま
す。仕様については、第 6 章を参照してください。

［［Review Job（ジョブの確認）］画面（ジョブの確認）］画面

ジョブの確認 ジョブ：123
 を押してその他のジョブアイテムを確認します。

ジョブアイテム ジョブ設定

ジョブタイプ

バッチモード

バッチカウント

前回実行

ジョブコメント

最大カウント数設定

カスタムジョブ

オン

100
排除

3 月 6 日 14:56

このフィールドに
は、最大 120 文字
の入力域がありま
す。 

ジョブの編集

完了

郵便料金計器の使用 ×
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SwiftStart™  
ジョブジョブ

SwiftStart™ モードでは、設定情報を入力せずに簡単なジョブを実行できま
す。SwiftStart™ モードの場合、システムはマテリアルを自動的に検知して、
ジョブの実行に必要な条件を設定します。SwiftStart™ ジョブは設定を保存せ
ずに実行できますが、後で再使用できるようスーパーバイザーまたはマネ
ージャーがジョブに名前を付けて保存することもできます。

SwiftStart™ は、郵便物を構成するシートがすべて同じサイズで数量が少な
く、紙折りできる場合に使用します。

•	 1 枚のシートおよび 1 枚のインサートがセットされた各フィーダーか
ら取り出されます。郵便物の内容の最大数量は、シート 4 枚、インサ
ート 3 枚（Relay 50000/6000）、シート 4 枚、インサート 4 枚（Relay 
7000/8000）です。紙折りはシートの長さと封筒の深さによって決まりま
す。

注：注：最大数量をセットできるのは、2 つの HCSF（大容量シートフィーダー）
がある場合にのみです。

•	 �最大シート長は 297 mm（11.69 インチ）です。

•	 �封筒の深さは、109 mm、111 mm、114 mm、121 mm、および 162 
mm（4.25～6.38 インチ）のみを選択できます。

•	 �紙折りのみまたはインサートのみの実行には使用できません。

•	 �このモードでは、リンクフィーダーは使用できません。

•	 �封かん機能は常にオンです（ただし、トライアルの場合を除く）。

•	 �バッチカウントは常にオフです。

•	 �このモードはスキャンでは使用できません。

•	 �アドレスはシートの上端に印刷してください。

ジョブの開始ジョブの開始 トライアル結果を確認したら、ジョブの実行を開始できます。以下の手順
に従います。

1.	 �ホーム画面が表示されていることを確認します。

2.	 �［［START（スタート）］（スタート）］を押します。ジョブの実行が開始します。
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ジョブの作成ジョブの作成

SwiftStart™ のの
使用使用 

SwiftStart™ を使用するには、次の手順に従います。

1.	 ホーム画面で、［［SwiftStart］］を選択します。

2.	 フィーダートレイを取り付けてマテリアルをセットします。

a.	 封筒をインサートトレイ（A）または HCEF（システムに設置されて
いる場合は、トレイ G）にセットします。 

b.	 左下の奥にあるフィーダーから始めて、シートのセットとインサー
トを行います。

c.	 残りのシートまたはインサートを最初のアイテムの右側に時計回り
にセットします。

3.	 ［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押します。インサートトレイまたは 
HCEF（設置されている場合）から 1 枚の封筒をフィードし、長さを測
ります。次に、シートトレイから 1 枚のシートをフィードし、長さを測
ります。これらの計測値を使って内部計算が行われ、その結果に基づい
てコントロールドキュメントの折りタイプが決定されます。

	 各シートおよびインサートについても計測と紙折りタイプの決定処理を
繰り返し、ジョブを表す郵便物アイコンツリーを作成します。

	 マテリアルがセットされたトレイおよびフィーダーからすべてのアイテ
ムがフィードされると、サンプルの郵便物が作成されます。

4.	 トライアル結果をチェックして、必要な調整を行います。郵便物が仕様
に合ったものになるまで、トライアルの実行を繰り返します。

5.	 ［［START（スタート）］（スタート）］を押して、ジョブを実行します。

6.	 ジョブを保存する場合は、［Save Job（ジョブの保存）］画面で名前を
入力するためのスーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権が必
要です。

新規ジョブを作成する場合は、新しい郵便物の内容を定義します。また、今
後の使用のためにジョブを保存することも可能です。このプロセスでは、郵
便物の各アイテムの確認およびジョブ設定の選択を行います。アイテムを追
加すると、郵便物アイコンツリーが画面上に自動的に作成されます。

［Create New Job（新規ジョブの作成）］画面にアクセスするには、次の手
順に従います。

1.	 ホーム画面で、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Jobs（ジョブ）］、（ジョブ）］、
［［Create New Job（新規ジョブの作成）］（新規ジョブの作成）］の順に選択します。［Create 
Job（ジョブの作成）］画面が表示されます。

2.	 英数字マトリックスを使用して、ジョブ名を入力します。 
a.	 �上下および左右の矢印キーを使用して、文字を選択します。

b.	 �［［OK］］を押して、ジョブ名に文字を追加します。

c.	 �矢印を選択して［［OK］］を押し、ジョブ名にカーソルを移動します。

d.	 �終了したら、［［Accept Name（ジョブ名の確定）］（ジョブ名の確定）］を選択します。 
3.	 スキャン機能がある場合は、［Create - Job Type（作成 - ジョブタイプ）

］画面が表示されます。 
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ジョブの作成ジョブの作成 
（続き）

•	 �新しいジョブにスキャン機能が必要ない場合は、［［Normal Type 
（標準）］（標準）］を選択します。 

•	 �スキャンが必要なジョブの場合は、［［Scanning Job（スキャンジ（スキャンジ
ョブ）］ョブ）］を選択します。

4.	 ［Create Outer Envelope（外封筒の作成）］画面が表示されます。

•	 外封筒を使用しないジョブの場合は、［［No（いいえ）］（いいえ）］を選択しま
す。

•	 外封筒を使用するジョブの場合は、［［Yes（はい）］（はい）］を選択しま
す。 
-	 ジョブに適切な外封筒オプションを選択します。関連する各メ

ニューオプションの詳細は、この章の「封筒オプション」の一
覧表を参照してください。

-	 終了したら、［［Accept（確定）］（確定）］を押します。

-	 ジョブがスキャンジョブの場合は、［Create - Only One 
Envelope（作成 - 単一封筒）］画面が表示されます。1 枚の封筒
のみ使用するジョブの場合は、［［Yes（はい）］（はい）］を選択して手順 
5 に進みます。 

	 複数の封筒を使用するジョブの場合は、［［No, Two Outer 
Envelopes（いいえ（（いいえ（2 つの外封筒を使用））］つの外封筒を使用））］を選択します。
使用可能なオプションを有効化し、終了したら［［Accept（確（確
定）］定）］を押します。

注：注：スキャンジョブでダイナミック封筒選択を行う場合は、［No, 
Two Outer Envelopes（いいえ（2 つの外封筒を使用））］を選択する
必要があります。

5.	 ［Create - Select Next Item（作成 – 次のアイテムの選択）］画面が表示さ
れます。該当するオプションを選択します。

メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

返信カード返信カード

返信用封筒返信用封筒

折り済みインサート折り済みインサート

小さいブックレット小さいブックレット

スリップスリップ

一般インサート一般インサート

大きいブックレット大きいブックレット

硬い硬い*

a.	 スキャンジョブの場合は、次の手順に従います。それ以外の
場合は、手順 b に進みます。

•	 ［Scan Type（スキャンタイプ）］画面が表示されます。
該当するスキャンタイプ（OMR コード、Code 3 of 9、ま
たは Interleaved 2 of 5）を選択します。

•	 ［Scan Configuration（スキャン設定）］画面が表示されま
す。該当するスキャン設定を選択します。

•	 ［Content in Line with Marks（マークに沿ったコンテン
ツ）］画面が表示されます。スキャンマークに沿ってコ
ンテンツがある場合は［Yes（はい）］を選択します。ス
キャンマークに沿ってコンテンツがない場合は［No（い
いえ）］を選択します。

b.	 インサートに適切なオプションを選択します。終了したら
［Accept（確定）］を押します。

関連する各メニューオプションの詳細は、この章の「インサート
オプション」の一覧表を参照してください。

*この選択項目には Relay 8000 が必要です。
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ジョブの作成ジョブの作成 
（続き）

メニューオメニューオ
プションプション

関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

シートシート a.	 該当する次の手順に従います。

•	 これがジョブに追加する最初のシートであり、接続されたプリン 
ターが存在していない場合、適切な固有情報オプションを選択しま
す。［Create - Verify Sheet（作成 - シートの確認）］画面が表示され
ます。 

•	 これがジョブに追加する 2 番目のシートの場合、［Same Set (Fold with 
previous sheet)（同一セット（前のシートと共に折りたたむ））］ また
は［New Set (Fold separately)（新規セット（別に折りたたむ））］を選択
します。このシートが新規セットの一部である場合、適切な固有情報
オプションを選択します。

•	 これがジョブに追加する最初のシートであり、接続されたプリン 
ターが存在している場合、適切なプリンターオプションを選択しま
す。［Sheet - Personalized Create 
（シート - 固有情報の作成）］画面が表示されます。該当する固有
情報オプションを選択します。［Create - Verify Sheet（作成 - シート
の確認）］画面が表示されます。 

b.	 スキャンジョブの場合は、次の手順に従います。それ以外の場合は、手
順 c に進みます。

•	 ［Scan Type（スキャンタイプ）］画面が表示されます。該当するス
キャンタイプ（OMR コード、Code 3 of 9、または Interleaved 2 of 5）
を選択します。

•	 ［Scan Configuration（スキャン設定）］画面が表示されます。該当
するスキャン設定を選択します。

•	 ［Content in Line with Marks（マークに沿ったコンテンツ）］画面
が表示されます。スキャンマークに沿ってコンテンツがある場合は
［Yes（はい）］を選択します。スキャンマークに沿ってコンテン
ツがない場合は［No（いいえ）］を選択します。

•	 ［Yes（はい）］を選択すると、［Mark Locations Settings（マーク位
置設定）］画面が表示されます。マークに関連するさまざまな寸法
を入力するには、以下の手順に従います。

-	 オプションを選択し、上下の矢印キーを使用して該当の計測値
をミリメートルで入力します。 

-	 計測値の入力が終了したら、［Accept（確定）］を押します。 
-	 すべての計測値を入力したら、［Accept（確定）］を選択します。

c.	 ジョブに適切なシートオプションを選択します。［Accept（確定）］を
押します。

	 注：注：スキャンジョブの場合は、［Select Feed（フィード選択）］設定を
指定します。

	 関連する各メニューオプションの詳細は、この章の「シートオプショ
ン」の一覧表を参照してください。

d.	 ジョブに適切な紙折りオプションを選択します。［Accept（確定）］を
押します。

	 関連する各メニューオプションの詳細は、この章の「紙折りオプショ
ン」の一覧表を参照してください。

6.	 シートまたはインサートの追加が完了すると、［Add New Item（新規ア
イテムの追加）］画面が表示されます。 
•	 ［Yes（はい）］を選択して、追加アイテムをジョブに追加します。

必要に応じて手順 4 を繰り返します。

•	 アイテムがすでにジョブに追加されている場合は、［No（いいえ）］
を選択します。 

7.	 ［Create - Edit Job Settings（作成 - ジョブの設定の編集）］画面が表示さ
れます。次のオプションから該当するものを選択します。
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ジョブの作成ジョブの作成 
（続き）

メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

ジョブコメントジョブコメント 英数字マトリックスを使用して、ジョブに関連する詳細情報を入
力します。スーパーバイザーまたはマネージャーがジョブを保存
する場合、ジョブコメントフィールドにジョブの説明を入力して
おくと、オペレーターはジョブを簡単に識別または選択できるよ
うになります。

注：注：ジョブコメントには最大 120 文字までを入力できます。

バッチモードバッチモード 以下を切り替えます。

•	 ［Off（オフ）］にすると、ジョブに対するバッチ機能は無効
になります。 

•	 ［On（オン）］にすると、この機能が有効になります。

注：注：バッチモードは、スキャンジョブでは使用できません。

バッチカウントバッチカウント 数字表を使用して、バッチカウント値を入力します。

注：注：バッチカウントには最大 4 桁までの数字を入力できます。最
小値は 5 で最大値は 9999 です。

オーバーカウントのオーバーカウントの
設定設定

超過セット数を超えたセットに対して実行する処理です。選択オ
プションには、［Divert（ダイバート）］および［Stop（停止）］
があります。

郵便料金計器の使用郵便料金計器の使用 メールマシンインターフェイス（MMI）を使用する場合は、こ
のオプションを選択します。このインターフェイスを使用する
と、USB 接続を経由して、インサートシステムと Connect+ メーリ
ングシステムの間で通信できます。

システムは開始および停止信号をメーリングシステムに送信し、
メーリングシステムはエラーメッセージをインサーターに送り返
してフィードを停止します。 
以下を切り替えます。

•	 ［Off（オフ）］にすると、ジョブに対するバッチ機能は無効
になります。 

•	 ［On（オン）］にすると、この機能が有効になります。

注：注：MMI は別売りの排出オプションです。このインターフェイス
では、レターサイズ封筒のみ使用できます。

MMI の詳細は、第 7 章「「「Connect++ MMI」」」を参照してください。

詳細設定詳細設定 ジョブの詳細設定にアクセスできます。

重要：重要：指示があるまでジョブの詳細設定は変更しないでくださ
い。設定の変更は機器の稼動に影響する場合があります。

通数カウントの 通数カウントの 
マークマーク

フラットシーラーを装備し、封筒端マーカーを使用して n 枚目
ごとに封筒にマークを付ける場合は、このオプションを選択しま
す。数値は、数字表を使用して入力します。

注：フラットシーラーは別売りの排出オプションです。封
筒端マーカーは、レターサイズ封筒にのみ使用できます。
フラットシーラーの詳細は、第 7 章を参照してください。

8.	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。 
9.	 ［Create - Saved Created Job（作成 - 作成済みジョブの保存）］画面が表

示されます。

•	 ［Yes, Save（はい、今すぐ保存）］を選択して、ジョブを保存します
（オプション）。ジョブを保存するには、スーパーバイザーまたは
マネージャーのアクセス権が必要です。

•	 スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権がない場合は、
［No, Save Later（いいえ、後で保存）］を選択します。 



3-30 SV63136-JA RevC  

3 • 基本的な操作基本的な操作 

ジョブの ジョブの 
オプションオプション

封筒オプション封筒オプション

このセクションでは、ジョブの作成または編集時に追加または変更できる
各種オプションについて説明します。

メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

名前名前 英数字マトリックスを使用して、封筒名を入力します。

サイズサイズ：郵便
物の完成品を
入れる外封筒
の大きさを指
します。

以下を切り替えます。

•	 ［Letter（定形）］は一般に深さが小さく、折られたシートを入れま
す。 

•	 ［Flat（定形外）］は標準封筒よりサイズが大きく、通常は紙折りさ
れていないシートを入れます。ジョブに大きいブックレットが含ま
れる場合は、この封筒サイズを選択する必要があります。 

封筒の仕様については、第 6 章の「封筒」を参照してください。

封筒窓封筒窓：窓付
き封筒また
は窓なし封筒
を使用できま
す。

以下を切り替えます。

•	 窓付き封筒を使用する場合は、［Yes（はい）］を指定します。 
•	 窓なし封筒を使用する場合は、［No（いいえ）］を指定します。

タイプタイプ：窓付
き封筒のタイ
プを指定しま
す。

•	 通常の封筒の場合は、［Standard Flap（スタンダード）］を指定し
ます。

•	 封筒窓とフラップが同じ側にある場合は、［Forward Flap 
（フォワード）］を指定します。

•	 フラップが封筒の下にある場合は、［Bottom Flap（ボトム）］を指
定します。

封かん封かん：モイ
ストナーで 
封筒を閉じ 
ます。

•	 封筒を閉じない場合は、［Off（オフ）］を指定します。 
•	 封筒を閉じて封かんする場合は、［On（オン）］を指定します。

•	 封筒を閉じて封かんする場合は、［Safe Seal（安全な封かん）］を
指定します。ただし、しっかりと封かんするために、封筒がシステム
を通過する速度が遅くなります。このオプションは、システムにフ
ラットシーラーを装備している場合に、フラット封筒でのみ使用で
きます。

注：注：封入システムでメーリングマシンを使用する場合は、システムで封
かん設定を行う必要があります。 

深さ深さ：封筒フ
ラップの端か
ら反対側の端
までの距離で
表す封筒の寸
法です。

•	 自動計測：封筒をフィードするときに深さを自動的に計測します。

•	 カスタム長：封筒の深さを入力します。 
•	 定形封筒オプション：105mm、165mm、162mm、114mm。定形外

封筒オプション：317mm、229mm。
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封筒オプション 封筒オプション 
（続き）

メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

その他の設定その他の設定 二重検知二重検知：誤って複数枚の封筒がフィードされた場合、システムがそれ
を検知します。 

注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、このメニューオ
プションは使用できません。
•	 ［Double Detect Feature（二重検知機能）］では、以下の切り替え

を行えます。

-	 ［Off（オフ）］にすると、この項目に対してこの機能が働かな
くなります。 

-	 ［On（オン）］にすると、この機能が有効になります。

•	 ［Location（場所）］では、以下の切り替えを行えます。

-	 ［Default（デフォルト）］ 

-	 ［Custom（カスタム）］

•	 ［Custom Location for Top Edge（先端からのカスタム距離）］を選
択すると、二重検知の対象となる場所に特定の計測値（フィーダー
に最初にフィードする端からの距離）を入力できます。このオプシ
ョンは、［Location（場所）］を［Custom（カスタム）］に設定した
場合に設定します。

-	 上下矢印キーを使って、値を調整します（mm 単位）。 

-	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

	 注：注：二重検知の領域には、封筒の前端または後端から 25 mm（1 イ
ンチ）以内を設定することはできません。 

	 封筒を HCEF からフィードしている場合は、封筒の下端からの計測
値を入力します。 

	 封筒をフィーダータワーからフィードしている場合は、封筒の上端か
らの計測値を入力してください。カスタム設定の位置は、封筒窓（あ
る場合）の端およびフラップの端から少なくとも 5mm（2 インチ）
離れた位置で、シームの部分と重ならないように設定してください。 

	 最高の結果を得るには、封筒窓、フラップ、シームと重なる領域を
指定しないようにします。

•	 ［Action On Double（二重検知時のアクション）］では、二重を検知
したときにその項目をどこに送るかを選択できます。

フィーダータイプフィーダータイプ：特殊なマテリアルの場合、フィーダー設定を変更で
きます。

•	 ［Normal（標準）］はほとんどの項目に使用されます。

•	 ［SP］は特殊なマテリアルを適切に処理できます。

注：注：特殊フィーダーは別売りのオプションです。可能であれば、特殊フ
ィーダーをフィーダータワーの左上または右上に設置します。1 つまたは
複数のフィーダータワーに特殊フィーダーを使用すると、すでに折られ
たアイテムや薄手のカバー付きブックレットがフィードしやすくなりま
す。このようなアイテムをフィードするときに、折り目が開いたり、カ
バーが外れたりすることを防ぐことができます。フィーダータイプに特
殊フィーダーを設定した場合、ジョブを実行するには［SP］レバーを押
す必要があります。

フィーダーリンクフィーダーリンク：複数フィーダーから同じ封筒をフィードできます。

•	 ［None（なし）］を選択すると、フィーダートレイはリンクされま
せん。

•	 ［Two Feeders（2 つのフィーダー）］を選択すると、2 つのフィー
ダートレイがリンクされ、同じマテリアルがフィードされます。

注：注：リンクするフィーダーはタワーの同じ側にある同じモジュールに設
置してください。スキャンしたアイテムでは、丁合の区切りに、リンク
したフィーダーを必ずセットします。
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メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

折りタイプ折りタイプ：タイプ
に応じて、封筒の窓
あき部分からの見せ
方、シートを開いた
ときの見せ方を設定
できます。

•	 C 折り

•	 Z 折り

•	 1 つ折り

•	 2 つ折り

•	 折りなし

自動折りの長さ自動折りの長さ：折
りタイプをシステム
が自動的に選択しま
す。

以下を切り替えます。

•	 ［Yes（はい）］を選択すると、システムが折りの長さを計算
します。 

•	 ［No（いいえ）］を選択すると、折りの長さを指定できま
す。

折り折り 1 のの長さ長さ

折り折り 2 の長さの長さ

折りの長さ折りの長さ：折りタイプとアドレスの組み合わせごとにディスプ
レイ画面に表示されます。

•	 上下の矢印キーを使用して、長さを選択します。

•	 終了したら、［Accept（確定）］を押します。

紙折りオプション紙折りオプション

封筒オプション 封筒オプション 
（続き）

メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

その他の設定その他の設定
（続き）（続き）

封筒選択フィード封筒選択フィード：封筒を使用するタイミングを指定します。

以下を切り替えます。

•	 メイン

•	 代替

注：注：このオプションは、スキャン機能が有効で、ジョブに 2 つの外封筒
が定義されており、さらに次のいずれかが該当する場合のみ有効になり
ます。

•	 ジョブのコントロールドキュメントで［Item Over Count Action（アイ
テム数超過時のアクション）］が［Use Alternate Envelope（代替封筒
の使用）］に設定されている。

•	 封筒選択マークが、ジョブのコントロールドキュメントに関連付け
られているスキャン設定ファイルに含まれている。
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シートオプションシートオプション
メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

名前名前 英数字マトリックスを使用して、ジョブ名を入力します。

コントロールコントロールドキュドキュ
メントメント：郵便物アイ
コンツリーの一番上
のシートです。この
フィールドは読み取
り専用です。

読み取り専用フィールド

•	 Yes（はい） 
•	 No（いいえ）

タイプタイプ：ジョブの
印刷ソースを特定
します。

•	 別々に印刷：シートが、取り付けられたプリンターで印刷されません。

•	 取り付けプリンターで印刷：シートが、取り付けられたプリンター
で印刷されます。

注：注：構成に接続されたプリンターが含まれている場合に限り、このメニ
ューオプションを使用できます。プリンターが取り付けられていない場
合は、［Printed Separately（別々に印刷）］がデフォルト設定となり、こ
のオプションは読み取り専用フィールドとして表示されます。

パーソナライズパーソナライズ：
封筒窓に表示する
アドレスが記載され
た一番上にあるシー
ト、または特定の受
領者向けにカスタマ
イズされた固有の情
報が記載されたシー
トを表します。

•	 トップアドレス

•	 センターアドレス

•	 ボトムアドレス

•	 パーソナライズなし

•	 パーソナライズ：アドレス表示なし

数量数量：各郵便物に
含めるシートの
数量。

•	 1、2、3、4、5、6
•	 Custom Quantity（カスタムの数量）

	 -	 上下の矢印キーを使用して数字を選択します。

	 -	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

注：スキャンジョブでは、数量は常に［変数（n）］に設定されます。

ページ順ページ順：複数枚
の異なったシート
のフィード順を指
定します。

順方向：ページ 1 が先頭ページになり、その後にページ 2、3、4 が続
きます。

逆方向：最後のページ（例えば、ページ 4）が先頭ページになり、そ
の後にページ 3、2、1 が続きます。

注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、このメニューオプシ
ョンは読み取り専用フィールドとして表示されます。フィード順は、
カスタムフィーダーにより設定されます。

長さ長さ：フィード方
向に応じたシート
の寸法です。

•	 ［Auto measure（自動計測）］：推奨される長さが自動的に計測
されます。

	 注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、このメニューオ
プションは読み取り専用フィールドとして表示されます。

•	 ［Custom Length（カスタム長）］：シートの長さを調節できます。

	 -	 上下の矢印キーを使用して数字を選択します。

 	 -	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合は、［Custom Length（
カスタム長）］オプションを使用して、シートの長さを入力する
必要があります。シートの長さを入力しない場合、ジョブは有効
になりません。

•	 その他のオプションには、［Letter（レターサイズ） - 279 mm］、
［Legal（リーガルサイズ） - 356 mm］、および［A4（A4 サイズ） 
- 297 mm］があります。

	 注：注：取り付けたプリンターでシートを印刷する場合、［Legal 
（リーガル）］オプションは使用できません。リーガルサイズの
ドキュメントは、大容量シートフィーダーからフィードできませ
ん。このようなドキュメントは、大容量シートフィーダーが使用
できる場合でもタワーフィーダーに割り当てられます。
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シートオプションシートオプション
（続き）

メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

その他の設定その他の設定 二重検知二重検知：複数のシートが誤ってフィードされた場合に、システム
がそれを検知します。 
注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、このメニューオプ
ションは使用できません。

•	 ［Double Detect Feature（二重検知機能）］では、以下の切り
替えを行えます。

-	 ［Off（オフ）］にすると、この項目に対してこの機能が
働かなくなります。 

-	 ［On（オン）］にすると、この機能が有効になります。

•	 ［Location（場所）］では、以下の切り替えを行えます。

-	 ［Default（デフォルト）］ 
-	 ［Custom（カスタム）］

•	 ［Custom Location for Top Edge（先端からのカスタム距離）］を
選択すると、二重検知の対象となる場所に特定の計測値（フィー
ダーに最初にフィードする端からの距離）を入力できます。 

	 注：注：このオプションは、［Location（場所）］を［Custom 
（カスタム）］に設定した場合に設定します。二重検知の領域に
は、シートの前端または後端から 25 mm（1 インチ）以内を設
定することはできません。 
-	 上下矢印キーを使って、値を調整します（mm 単位）。 
-	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

•	 ［Action On Double（二重検知時のアクション）］では、二重
を検知したときにその項目をどこに送るかを選択できます。

フィーダータイプフィーダータイプ：特殊なマテリアルの場合にフィーダー設定を変
更するか、ジョブにカスタムフィーダーが必要であることを指定で
きます。

注：注：ジョブに取り付けプリンターが必要な場合、このメニューオプ
ションは使用できません。

•	 ［Normal（標準）］はほとんどの項目に使用されます。

•	 ［Manual Feed（手動フィード）］は、アイテムをシステムに
手で挿入する場合に使用します。詳細は、第 2 章「手動フィ
ーダー」を参照してください。

•	 ［Custom Feeder（カスタムフィーダー）］は、アイテムをシス
テムにカスタムフィーダーでフィードする場合に使用します。

フィーダーリンクフィーダーリンク：複数のフィーダーから同じマテリアルをフィー
ドできます。

注：注：ジョブにカスタムフィーダーまたは取り付けプリンターが必要
な場合、このメニューオプションは使用できません。

•	 ［None（なし）］を選択すると、フィーダートレイはリンク
されません。

•	 ［Two Feeders（2 つのフィーダー）］を選択すると、2 つの
フィーダートレイがリンクされ、同じマテリアルがフィードさ
れます。

注：注：スキャンしたシートは大容量シートフィーダーおよびフィー 
ダータワーの両方で縦方向にリンクできます。

スキャンアイテム：スキャンアイテム：アイテムをスキャンするかどうかを指定します。

以下を切り替えます。

•	 ［Yes（はい）］を選択すると、スキャン機能が有効になりま
す。 

•	 ［No（いいえ）］にすると、アイテムに対するスキャン機能
は無効になります。
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シートオプションシートオプション
（続き）

メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

その他の設定 その他の設定 
（続き）（続き）

スキャン設定スキャン設定 
注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、［Content in Line 
with Marks（マークに沿ったコンテンツ）］、［Marks On（マーク
あり）］、［Marks on First Page Only（最初のページのみマークあ
り）］、および［Mark Locations Settings（マーク位置設定）］の各
オプションは使用できません。

•	 ［Scan Configuration（スキャン設定）］では、スキャンマー
クを読み取るための保存済みスキャン設定を選択できます。

•	 ［Content in Line with Marks（マークに沿ったコンテンツ）］
は、フィード方向を制御するスキャンマークに沿ったコンテン
ツがあることを示します。 

•	 ［Marks On（マークあり）］は、マークがページの表または
裏にあることを示します。

•	 ［Marks on First Page Only（最初のページのみマークあり）］は、
複数シートの最初のページにのみマークがあることを示します。 

•	 ［Mark Locations Settings（マーク位置設定）］では、マーク
に関連した各種の計測値を設定できます。

-	 ［Top of Page to First Mark（ページの前端から最初のマー
クまで）］は、ページの一番上から最初のマークまでの距
離を表します。

-	 ［Total Length of Marks（マーク全体の長さ）］は、最初
のマークの一番上から最後のマークの一番下までの長さを
表します。

-	 ［Top of Page to Clear Zone（ページの前端からクリア 
ゾーンまで）］は、ページの一番上からクリアゾーンの先
頭までの距離を表します。

-	 ［Length of Clear Zone（クリアゾーンの長さ）］は、ス
キャンマークの合計の長さにスキャンマーク前後のクリア
ゾーンを加えたものです。

	 クリアゾーンおよびマーク位置設定の詳細は、第 8 章「OMR 
の仕様」を参照してください。

•	 ［Item Over Count Quantity（超過アイテム数）］は、システ
ムが代替アクションを開始するまで許容できる累積のシート数
です。

•	 ［Item Over Count Action（アイテム数超過時のアクション）］
は、超過アイテム数を超えたアイテムに対して実行する処理を
示します。選択肢は以下のとおりです。

-	 ［Divert（ダイバート）］：スキャン設定にシート排除
（DVS）スキャンマークの指定がない場合、超過アイテム
数を超えたときにアイテムを排除するには、このオプショ
ンを選択します。

-	 ［Stop（停止）］：超過アイテム数を超えたときにアイテ
ムの処理を停止する場合は、このオプションを選択します。

-	 ［Use Alternate Envelope（代替封筒の使用）］：スキャ
ン設定に封筒選択（ES）スキャンマークの指定がない場
合、超過アイテム数を超えたアイテムに代替封筒を使用す
るには、このオプションを選択します。

	 ダイナミック封筒選択およびシート排除機能の詳細は、第 8 章
「スキャン機能」を参照してください。

フィード選択（フィード選択（SF）設定）設定：フィーダーを 9 つのフィード選択スキャ
ンマークのいずれかに割り当てることができます。

注：注：接続されたプリンターまたはカスタムフィーダーがアイテムに
必要な場合（大容量シートフィーダーが構成に組み込まれている場
合）、このメニューオプションは使用できません。
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メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

名前名前 英数字マトリックスを使用して、ジョブ名を入力します。

インサートインサートタイプタイプ：
折り不要または、す
でに折られたすべて
のアイテムを含みま
す。

•	 返信用封筒：郵便物のその他の内容物と一緒に封筒に封入す
る 1 枚の封筒です。

•	 返信カード：1 枚の厚いスリップです。

•	 折り済みインサート：すでに折られているシートまたはシー
トセットです。

•	 Small Booklet（小さいブックレット）：通常は端が綴じられ
ていたり、ホチキスで留められているタイプのインサートで
す。

•	 スリップ：折らずに外封筒に収まる一重の紙片です。

•	 一般：SwiftStart™ ジョブで使用する定義されていないタイプの
インサートです。 

•	 Large Booklet（大きいブックレット）：通常は端が綴じられて
いたり、ホチキスで留められているタイプのインサートです。

注：注：このアイテムをフィードするには、カスタムフィーダーが必
要です。

•	 硬い媒体：曲がらないタイプのインサートです。

注：注：このアイテムをフィードするには、Relay 8000 が必要です。1 
枚（または複数枚）の硬い媒体のインサートを選択した場
合、ジョブでは外封筒の長さが 152～178 mm （6～7 インチ）
必要になります。また、このジョブを実行するには、硬い媒
体用の手差しレバーを定形外封筒の位置にする必要がありま
す。詳細は「実行前の調整」を参照してください。

パーソナライズパーソナライズ：特
定の受領者に対して
カスタマイズされた
情報が含まれたイン
サートです。

注：注：このオプショ
ンは、インサートに
［Large Booklet（大き
いブックレット）］
を選択している場合
は、使用できません。

［Yes（はい）］を選択すると、インサートに固有情報が
含まれます。 
［No（いいえ）］を選択すると、インサートに固有情報が
含まれません。

数量数量：各郵便物に含
める特定のインサー
トの数量です。

注：注：このオプショ
ンは、インサートに
［Large Booklet（大き
いブックレット）］
を選択している場合
は、使用できません。

•	 1、2、3、4、5、6
• 	 Custom Quantity（カスタムの数量）

	 -	 上下の矢印キーを使用して数字を選択します。

	 -	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

•	 変数：スキャン制御のジョブで使用します。

注：注：この時点では、インサートを 1 つだけ各郵便物に追加できま
す。定形外封筒を使用する場合、インサートを返信用封筒にする
必要があります。

ページ順ページ順：複数枚の
異なったインサート
のフィード順を指定
します。

注：注：このオプショ
ンは、インサートに
［Large Booklet（大き
いブックレット）］
を選択している場合
は、使用できません。

［Forward（順方向）］：ページ 1 が先頭ページになり、その後に
ページ 2、3、4 が続きます。

［Reverse（逆方向）］：最後のページ（例えば、ページ 4）が先
頭ページになり、その後にページ 3、2、1 が続きます。

インサートオプ インサートオプ 
ションション
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インサートオプ インサートオプ 
ションション（続き）

長さ：長さ：フィード方向
に応じたインサート
の寸法です。

•	 ［Auto measure（自動計測）］：推奨される長さが自動的に
計測されます。

	 注：注：自動計測は、インサートに［Large Booklet（大きいブック
レット）］を選択している場合、またはジョブにカスタムフ
ィーダーが必要な場合は、使用できません。

•	 ［Custom Length（カスタム長）］：インサートの長さを調節
できます。

	 -	 上下の矢印キーを使用して数字を選択します。

 	 -	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

	 注：注：ジョブに大きいブックレットが必要な場合は、［Custom 
Length（カスタム長）］オプションを使用して、シートの長
さを入力する必要があります。ブックレットの長さを入力し

ないと、ジョブは有効になりません。

•	 ［Custom Length (Large Booklet Only)（カスタム長（大きい
ブックレットのみ））］：大きいブックレットのサイズを選
択できます。216 mm x 279 mm（8.5 インチ x 11 インチ）、ま
たは 140 mm x 216 mm（5.5 インチ x 8.5 インチ）。

	 注：注：ジョブに大きいブックレットが必要な場合は、［Custom 
Length（カスタム長）］オプションを使用して、シートの長
さを入力する必要があります。ブックレットの長さを入力し
ないと、ジョブは有効になりません。
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インサートオプ インサートオプ 
ションション（続き）

メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

その他の設定その他の設定 二重検知二重検知：誤って複数枚のインサートがフィードされた場合、シス
テムがそれを検知します。

注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、このメニューオプ
ションは使用できません。

•	 ［Double Detect Feature（二重検知機能）］では、以下の切り
替えを行えます。

-	 ［Off（オフ）］にすると、この項目に対してこの機能が
働かなくなります。 

-	 ［On（オン）］にすると、この機能が有効になります。

•	 ［Location（場所）］では、以下の切り替えを行えます。

-	 ［Default（デフォルト）］ 
-	 ［Custom（カスタム）］

•	 ［Custom Location for Top Edge（先端からのカスタム距離）］を
選択すると、二重検知の対象となる場所に特定の計測値（フィー
ダーに最初にフィードする端からの距離）を入力できます。 

	 注：注：このオプションは、［Location（場所）］を［Custom 
（カスタム）］に設定した場合に設定します。二重検知の領域
には、インサートの前端または後端から 25mm（1 インチ）以
内を設定することはできません。

-	 上下矢印キーを使って、値を調整します（mm 単位）。 
-	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

•	 ［Action On Double（二重検知時のアクション）］では、二重
を検知したときにその項目をどこに送るかを選択できます。

フィーダータイプフィーダータイプ：特殊なマテリアルの場合にフィーダー設定を変
更するか、ジョブにカスタムフィーダーが必要であることを指定で
きます。

注：注：ジョブに取り付けプリンターが必要な場合、このメニューオプ
ションは使用できません。インサートに［Large Booklet（大きいブ
ックレット）］を選択している場合、カスタムフィーダーが自動的
に選択されます。

•	 ［Normal（標準）］はほとんどの項目に使用されます。

•	 ［Manual Feed（手動フィード）］は、アイテムをシステムに
手で挿入する場合に使用します。詳細は、第 2 章「手動フィー
ダー」を参照してください。

•	 ［Custom Feeder（カスタムフィーダー）］は、アイテムをシス
テムにカスタムフィーダーでフィードする場合に使用します。

フィーダーリンクフィーダーリンク：複数のフィーダーから同じマテリアルをフィー
ドできます。

注：注：	 ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、このメニュー
オプションは使用できません。

•	 ［None（なし）］を選択すると、フィーダートレイはリンク
されません。

•	 ［Two Feeders（2 つのフィーダー）］を選択すると、2 つの
フィーダートレイがリンクされ、同じマテリアルがフィードさ
れます。

注：注：リンクするフィーダーはタワーの同じ側にある同じモジュール
に設置してください。スキャンしたアイテムでは、丁合の区切り
に、リンクしたフィーダーを必ずセットします。

スキャンアイテムスキャンアイテム：アイテムをスキャンするかどうかを指定します。

以下を切り替えます。

•	 ［Yes（はい）］を選択すると、スキャン機能が有効になります。 
•	 ［No（いいえ）］にすると、アイテムに対するスキャン機能

は無効になります。
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メニュー項目メニュー項目 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

その他の設定 その他の設定 
（続き）（続き）

スキャン設定スキャン設定 
注：注：ジョブにカスタムフィーダーが必要な場合、［Content in Line 
with Marks（マークに沿ったコンテンツ）］、［Marks On（マーク
あり）］、［Marks on First Page Only（最初のページのみマークあ
り）］、および［Mark Locations Settings（マーク位置設定）］の各
オプションは使用できません。

•	 ［Scan Configuration（スキャン設定）］では、スキャンマー
クを読み取るための保存済みスキャン設定を選択できます。

•	 ［Content in Line with Marks（マークに沿ったコンテンツ）］
は、フィード方向を制御するスキャンマークに沿ったコンテン
ツがあることを示します。

•	 ［Marks On（マークあり）］は、マークがページの表または
裏にあることを示します。

•	 ［Marks on First Page Only（最初のページのみマークあり）］
は、複数シートの最初のページにのみマークがあることを示し
ます。

•	 ［Mark Locations Settings（マーク位置設定）］では、マーク
に関連した各種の計測値を設定できます。

-	 ［Top of Page to First Mark（ページの前端から最初の 
マークまで）］は、ページの一番上から最初のマークま
での距離を表します。

-	 ［Total Length of Marks（マーク全体の長さ）］は、最初
のマークの一番上から最後のマークの一番下までの長さ
を表します。

-	 ［Top of Page to Clear Zone（ページの前端からクリア 
ゾーンまで）］は、ページの一番上からクリアゾーンの
先頭までの距離を表します。 

-	 ［Length of Clear Zone（クリアゾーンの長さ）］は、クリア
ゾーンの一番上から最初のマークまでの距離を表します。

	 クリアゾーンおよびマーク位置設定の詳細は、第 8 章「OMR 
の仕様」を参照してください。

•	 ［Item Over Count Quantity（超過アイテム数）］は、正常に
処理できないインサートの数量です。

	 注：注：この時点では、インサートを 1 つだけ各郵便物に追加で
きます。定形外封筒を使用する場合、インサートを返信用封
筒にする必要があります。

•	 ［Item Over Count Action（アイテム数超過時のアクション）］
は、超過アイテム数を超えたアイテムに対して実行する処理を
示します。選択肢は以下のとおりです。

-	 ［Divert（ダイバート）］：スキャン設定にシート排除
（DVS）スキャンマークの指定がない場合、超過アイテ
ム数を超えたときにアイテムを排除するには、このオプ
ションを選択します。

-	 ［Stop（停止）］：超過アイテム数を超えたときにアイ
テムの処理を停止する場合は、このオプションを選択し
ます。

	 シート排除機能の詳細は、第 8 章「スキャン機能」を参照し
てください。

フィード選択（フィード選択（SF）設定）設定：フィーダーを 9 つのフィード選択スキ
ャンマークのいずれかに割り当てることができます。

注：注：アイテムにカスタムフィーダーが必要で、大容量シートフ 
ィーダーが構成に組み込まれている場合、このオプションは使用
できません。

インサートオプ インサートオプ 
ションション（続き）
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ジョブの編集ジョブの編集 ジョブの編集には、次の処理が含まれます。

•	 �選択されたアイテムの特性を変更する

•	 �アイテムを郵便物に追加する

•	 �アイテムを郵便物から削除する

•	 �アイテムを郵便物丁合内の別の位置に移動する

•	 �ジョブの設定を編集する

注：注：［Edit Job（ジョブの編集）］画面で使用可能なオプションは、選択されたア
イテムおよびフィーダータワーで使用可能なトレイ数によって異なります。

［［Edit Job（ジョブの編集）］画面（ジョブの編集）］画面

ジョブの編集 ジョブ：123

A

B

C

D

 を押して編集するアイテムをハイライトします。

ジョブアイテム
ジョブの設定の編集

選択されたアイテムの編集

選択されたアイテムの移動

選択されたアイテムの削除

新規アイテムの追加

完了
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以下で説明する手順を使用して、ジョブの設定を変更できます。

1.	 �ホーム画面で［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Jobs（ジョブ）］、［（ジョブ）］、［Edit 
Current Job（現在のジョブを編集）］（現在のジョブを編集）］を順に選択します。

2.	 �［［Edit Job Settings（ジョブ設定の編集）］（ジョブ設定の編集）］を選択します。

3.	 �［Job Comments（ジョブコメント）］画面が表示されます。ジョブコメ
ントの追加、バッチモードのオン／オフの切り替え、バッチカウントの
調整、オーバーカウント設定の調整、郵便料金計器の使用機能の有効化
などを行うことができます。

注：注：これらのオプションの詳細は、この章の「ジョブ設定」の一覧表を参照
してください。

4.	 �これらのオプションを変更したら［［Accept（確定）］（確定）］を選択します。

5.	 �ジョブの変更内容を保持するには、［Edit Job（ジョブの編集）］画面
で［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。ジョブの変更を完全に保存す
るには、［Job（ジョブ）］画面で［［Save Current Job（現在のジョブ（現在のジョブ
を保存）］を保存）］を選択します。ジョブを保存するには、スーパーバイザーま
たはマネージャーのアクセス権が必要です。

ジョブの設定の ジョブの設定の 
変更変更

アイテムの編集アイテムの編集 下で説明する手順に従って、郵便物に対してアイテムを 1 つずつ編集でき
ます。

郵便物のアイテムを編集するには：

1.	 �ホーム画面で［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Jobs（ジョブ）］、［（ジョブ）］、［Edit 
Current Job（現在のジョブを編集）］（現在のジョブを編集）］を順に選択します。 
［Edit Job（ジョブの編集）］画面が表示されます。

2.	 �上下の矢印キーを使用して、アイテムを選択します。選択した項目がハ
イライトされます。

3.	 �［［Edit Highlighted Item（選択されたアイテムの編集）］（選択されたアイテムの編集）］を選択しま
す。

4.	 �表示される次の画面は、郵便物アイコンツリーで選択したアイテム（外
封筒、シート、インサート、紙折り、またはブックレット）によって異
なります。各メニューで該当する画面オプションを押し、使用可能な条
件を選択します。

注：注：郵便物アイコンツリー内の各アイテムに使用可能なメニューアイテムお
よび関連オプションや操作については、この章の「ジョブオプション」セク
ションの一覧を参照してください。

5.	 �これらのオプションを変更したら［［Accept（確定）］（確定）］を選択します。

6.	 �ジョブの変更内容を保持するには、［Edit Job（ジョブの編集）］画面
で［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。ジョブの変更を完全に保存す
るには、［Job（ジョブ）］画面で［［Save Current Job（現在のジョブ（現在のジョブ
を保存）］を保存）］を選択します。ジョブを保存するには、スーパーバイザーま
たはマネージャーのアクセス権が必要です。



3-42 SV63136-JA RevC  

3 • 基本的な操作基本的な操作 

下で説明する手順に従って、アイテムを 1 つずつ郵便物に追加できます。

アイテムを郵便物に追加するには：

1.	 �ホーム画面で［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Jobs（ジョブ）］、［（ジョブ）］、［Edit 
Current Job（現在のジョブを編集）］（現在のジョブを編集）］を順に選択します。 
［Edit Job（ジョブの編集）］画面が表示されます。

2.	 �［［Add Item（アイテムの追加）］（アイテムの追加）］を選択します。

3.	 �該当するオプションを選択します。［［Add Outer Envelope（外封筒の（外封筒の
追加）］追加）］、［［Add Sheet（シートの追加）］（シートの追加）］、［［Add Insert（インサー（インサー
トの追加）］、トの追加）］、または［［Add Large Booklet（大きいブックレットの追（大きいブックレットの追
加）］加）］。

注：注：HCEF を使用したジョブのみ、2 枚の外封筒をフィードできます。

4.	 �［［Add Outer Envelope（外封筒の追加）］、（外封筒の追加）］、［［Add Sheet（シートの（シートの
追加）］、追加）］、［［Add Insert（インサートの追加）］（インサートの追加）］、または［［Add Large 
Booklet（大きいブックレットの追加）］（大きいブックレットの追加）］ を選択した場合、［Add Item 
Location （アイテムの場所の追加）］画面が表示されます。 

アイテムの追加アイテムの追加

a.	 �上下の矢印キーを使用して、新規アイテムを挿入する郵便物アイコ
ンツリー（郵便物丁合）の位置を指定します。インサートマーカー
によって選択された領域が強調表示されます。 

b.	 �処理が終了したら、［［Accept Highlighted Location（選択された（選択された
場所の確定）］場所の確定）］を押します。

［［Add Item Location（アイテムの場所の追加）］画面（アイテムの場所の追加）］画面

 を押して位置を選択します。
アイテムの場所の追加 ジョブ：123

選択された場所の確定

A

B

C

D
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アイテムの追加 アイテムの追加 
（続き）（続き）

c.	 �選択したアイテムによっては、［Add Sheet（シートの追加）］、
［Add Insert（インサートの追加）］、［Add Booklet（ブックレット
の追加）］画面が表示されます。画面オプションキーを使用して、
新しいアイテムの条件を定義します。

d.	 �該当するアイテム特性を選択します。

e.	 �終了したら［［Accept（確定）］（確定）］を押します。  

5.	 �［［Add Outer Envelope（外封筒の追加）］（外封筒の追加）］を選択すると、［Add En-
velope（封筒の追加）］画面が表示されます。 
a.	 �画面オプションキーを使用して、新規封筒の条件を定義します。

b.	 �該当するアイテム特性を選択します。

c.	 �終了したら［［Accept（確定）］（確定）］を押します。

6.	 さらにアイテムを追加する場合は、必要に応じて各新規アイテムに対し
て手順 1～5 を繰り返します。

注：注：変更を取り消す場合は、［［Cancel（キャンセル）］（キャンセル）］を押します。キャ
ンセルの確認メッセージが表示されます。［Don't Keep Changes（変更を保存
しない）］を押して、新規エントリーを廃棄します。［Edit Job（ジョブの編
集）］画面に戻ります。

7.	 ジョブの変更内容を保持するには、［Edit Job（ジョブの編集）］画面
で［［Accept（確定）］（確定）］を選択します。

8.	 ジョブの変更を完全に保存するには、［Menu（メニュー）］画面で
［［Save Job（ジョブの保存）］（ジョブの保存）］を選択します。（ジョブを保存するに
は、スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権が必要です。）

注：注：郵便物アイコンツリーを再確認してください。アイテムを移動すると、
フィーダー割り当てが変わります。その場合は、指定の項目を正しいフィー
ダーに入れます。
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アイテムの移動アイテムの移動 郵便物丁合順の中でアイテムを移動するには、次の手順に従います。

1.	 �ホーム画面で［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Jobs（ジョブ）］、［（ジョブ）］、［Edit 
Current Job（現在のジョブを編集）］（現在のジョブを編集）］を順に選択します。 
［Edit Job（ジョブの編集）］画面が表示されます。

2.	 �上下の矢印キーを使用して、アイテムを選択します。選択した項目がハ
イライトされます。

3.	 �［［Move Highlighted Item（選択されたアイテムの移動）］（選択されたアイテムの移動）］を選択しま
す。［Move Item Location（アイテムの場所の移動）］画面が表示されま
す。

4.	 上下の矢印キーを使用して、赤色のインサートマーカーをアイテムを再
配置する丁合内の場所に移動します。 

5.	 ［［Accept Highlighted Location（選択された場所の確定）］（選択された場所の確定）］を選択し
ます。［Edit Job（ジョブの編集）］画面に戻ります。

注：注：郵便物アイコンツリーを再確認してください。アイテムを移動すると、
フィーダー割り当てが変わります。その場合は、指定の項目を正しいフィー
ダーに入れます。

［［Move Item Location（アイテムの場所の移動）］画面（アイテムの場所の移動）］画面

 を押して位置を選択します。
アイテムの場所の移動 ジョブ：123

選択された場所の確定

A

B

C

D
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アイテムの削除アイテムの削除 郵便物丁合からアイテムを削除するには、次の手順に従います。

1.	 �ホーム画面で［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Jobs（ジョブ）］、［（ジョブ）］、［Edit 
Current Job（現在のジョブを編集）］（現在のジョブを編集）］を順に選択します。 
［Edit Job（ジョブの編集）］画面が表示されます。

2.	 �上下の矢印キーを使用して、削除するアイテムを選択します。選択した
項目がハイライトされます。

3.	 �［［Delete Highlighted Item（選択されたアイテムの削除）］（選択されたアイテムの削除）］を選択しま
す。

4.	 �［［Yes, Delete Item（はい（アイテムを削除する））］（はい（アイテムを削除する））］を選択します。
［Edit Job（ジョブの編集）］画面に戻ります。

注：注：郵便物アイコンツリーを再確認してください。アイテムを削除すると、
フィーダー割り当てが変わります。その場合は、指定の項目を正しいフィー
ダーに入れます。
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この章では、英数字マトリックスの使用およびシステムオペレーターレベ
ルのアクセス権より上位レベルのシステム使用について説明します。この
章では、次の機能について説明します。

•	 �英数字マトリックスの使用

•	 �ジョブの保存

•	 �ジョブの削除

•	 �ユーザー ID とパスワードの割り当て（マネージャーレベルのみ）

•	 �大容量シートフィーダー（HCSF）の有効化と無効化

注：注：これらの機能を使用するには、スーパーバイザーやマネージャーによるアク
セスコードまたはパスワードの入力が必要です。2 つのセキュリティーモードを
使用したログインの詳細は、第 2 章「アクセス権」を参照してください。

概要概要

アイテム名やジョブ名の入力、ジョブコメントの入力、およびシステムへ
のログインやログアウトには、英数字マトリックスを使用します。

英数字マトリッ英数字マトリッ
クスの使用クスの使用

1.	 上下および左右の画面ナビゲーションキーを使用して、次のうちのいず
れかを選択します。

•	 �目的の文字

•	 �［［Job Name（ジョブ名）］（ジョブ名）］や［［Job Name（ジョブコメント）］（ジョブコメント）］に
空白スペースを追加する

•	 �選択されている文字のすぐ左にある文字を Backspace キーで削除す
る

•	 �マトリックス内の左右の矢印キーでテキスト内を移動する

2.	 ［［OK］］を押して選択した文字を画面の選択されている領域に表示する
か、左右に移動するか、ハイライトされている文字のすぐ左にある文字
を削除します。

英数字マトリックス英数字マトリックス

A B C D E F G H
I J K L

1 2 3 4 5
6 7 8 9 0

M N O P
Q R S T U V W X
Y Z . / - @ ' "
^ Esc

スペース

Backspace すべてクリア
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ジョブの保存ジョブの保存 ジョブを保存するには、スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス
権が必要です。

新規ジョブを保存するには、次の手順に従います。新規ジョブを保存するには、次の手順に従います。

1.	 �［Create – Save Created Job（作成 – 作成済みジョブの保存）］画面
で［［Yes, Save（はい、今すぐ保存）］（はい、今すぐ保存）］を選択します。（詳細は、本書
の第 3 章「ジョブの作成」を参照してください）。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

2.	 �［Save Job（ジョブの保存）］画面が表示されます。英数字マトリック
スを使用して、ジョブの名前を入力します。ジョブ名には最大 15 文字
までを入力できます。

3.	 �選択したら［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。

既存のジョブに対する既存のジョブに対する編集や更新を保存するには、次の手順に従います。編集や更新を保存するには、次の手順に従います。 
1.	 �［Job（ジョブ）］画面で［［Save Current Job（現在のジョブの保存）］（現在のジョブの保存）］

を選択します。（詳細は、本書の第 3 章「ジョブの編集」を参照してく
ださい）。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

2.	 �［Save Job（ジョブの保存）］画面が表示されます。［［Finished（完（完
了）］了）］を選択して、現在のジョブに対する編集および更新を保存しま
す。 

現在のジョブを別のジョブ（新規ジョブまたは既存のジョブ）として現在のジョブを別のジョブ（新規ジョブまたは既存のジョブ）として保存保存
するには、次の手順に従います。するには、次の手順に従います。 
1.	 �［Job（ジョブ）］画面で［［Save Current Job（現在のジョブの保存）］（現在のジョブの保存）］

を選択します。（詳細は、本書の第 3 章「ジョブの編集」を参照してく
ださい）。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

2.	 �［Save Job（ジョブの保存）］画面が表示されます。英数字マトリック
スを使用して、ジョブ名を編集します。ジョブ名には最大 15 文字まで
を入力できます。

3.	 �選択したら［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。
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ジョブの削除ジョブの削除 保存済みジョブリストに表示されるジョブのみ削除できます。 

注：注：ライブラリジョブは、システムメモリに常駐します。削除削除機能はライブラリ
ジョブに対しては、無効化されています。に対しては、無効化されています。

保存済みジョブリストからジョブを削除するには、次の手順に従います。保存済みジョブリストからジョブを削除するには、次の手順に従います。

1.	 �ホーム画面の［［Menu（メニュー）］（メニュー）］を選択します。

2.	 �［［Jobs（ジョブ）］（ジョブ）］を選択します。

3.	 �［［Delete Saved Job（保存済みジョブの削除）］（保存済みジョブの削除）］を選択します。保存
されたジョブのリストが表示されます。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

4.	 �削除するジョブの名前を選択します。

5.	 �［［Delete Job（ジョブの削除）］（ジョブの削除）］を選択して、削除コマンドを確認しま
す。

注：［注：［Delete（削除）］（削除）］を選択すると、ジョブはシステムメモリから永久に
削除されます。ただし、現在のジョブはシステムの「作業用」メモリにある
ため、ホーム画面にジョブ名が表示されます。また、最近実行したジョブリ
ストにジョブ名が表示される場合は、削除したジョブのコピーを実行するこ
とができます。 

ジョブの削除

［［Delete Job（ジョブの削除）］画面（ジョブの削除）］画面

 を押してスクロールします。 
  を押して強調表示を移動します。

A

B

C

D

INVOICE 1

INVOICE 2

INVOICE 3

INVOICE 4

INVOICE 5

INVOICE 6

INVOICE 7

次へ

ジョブ：INVOICE 1
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ユーザーユーザー ID とと
パスワードのパスワードの
割り当て割り当て

ユーザー ID とパスワードを割り当てるには、マネージャーレベルのアクセ
ス権が必要です。

1.	 �ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 �［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Security Level（セキ（セキ
ュリティーレベル）］ュリティーレベル）］の順に選択します。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 �［Security（セキュリティー）］画面が表示されます。 
［［User ID Setup（ユーザー（ユーザー ID の設定）］の設定）］を選択します。

4.	 �［［Add New User（新規ユーザーの追加）］（新規ユーザーの追加）］を選択します。

5.	 �［Enter User Name（ユーザー名の入力）］画面が表示されます。

a.	 �英数字マトリックスを使用して、ユーザー ID を入力します。 
b.	 �選択したら［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。

6.	 ［Select User Level（ユーザーレベルの選択）］画面が表示されます。

a.	 �上下の矢印キーを使用して、該当するアクセスレベル（オペレー 
ター、スーパーバイザー、またはマネージャー）を選択します。

注：注：詳細は、本書の第 2 章「アクセス権」を参照してください。

b.	 終了したら、［［Accept User Level（ユーザーレベルの確定）］（ユーザーレベルの確定）］を
選択します。

7.	 ［Enter Password（パスワードの入力）］画面が表示されます。

a.	 �パスワードを入力します。

注：注：パスワードは 4 桁の数字からなるコードです。1、2、3、4、および 
5 の数字が最初の画面に表示されます。［Next（次へ）］を押すと、 
6、7、8、9、および 0 の数字が表示されます。

b.	 選択したら［Finished（完了）］を選択します。

大容量シート大容量シート
フィーダーフィーダー
（（HCSF）の ）の 
有効化と無効化有効化と無効化

以下の手順に従って、HCSF を有効または無効にします。

1.	 �コントロールパネルで、上下のフィーダートレイ、またはそのいずれか
を有効にします。

2.	 �ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］、（ツール）］、
［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

3.	 �目的のフィーダーに対して、［［Enable（有効化）］（有効化）］または［［Disable 
（無効化）］（無効化）］を選択します。

4.	 �［［Accept（確定）］（確定）］を選択してから、［［HOME（ホーム）］（ホーム）］を押しま
す。
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画面の輝度 画面の輝度 
およびコントラおよびコントラ
ストの調整ストの調整

以下の手順に従って、ディスプレイ画面のコントラストや輝度を調整しま
す。

1.	 ホーム画面の［Menu（メニュー）］を選択します。

2.	 ［Menu（メニュー）］画面から［Tools（ツール）］を選択します。

3.	 ［Tools（ツール）］画面から［Configure System（システムの設定）］
を選択します。

4.	 ［Configure System（システムの設定）］画面から［Set Brightness/
Contrast（輝度／コントラストの設定）］を選択します。

5.	 ［Set Brightness/Contrast（輝度／コントラストの設定）］画面で以下
の操作を行います。

•	 上下の矢印キーを押して、画面の輝度を増減します。

•	 左右の矢印キーを押して、画面のコントラストを増減します。

•	 デフォルト設定に戻すには、［Restore Defaults（デフォルトの設定
に戻す）］を選択します。

6.	 終了したら、次のことを行います。

•	 ［Finished（完了）］を押して、システムの設定画面からホーム画
面に戻ります。設定が保存されます。

	 または

•	 ［HOME（ホーム）］を押して、調整内容を保存し、直接ホーム画
面に戻ります。

画面の輝度およびコントラストの設定画面の輝度およびコントラストの設定

輝度／コントラストの設定 ジョブ：123
輝度は、  を押して調整します。 
コントラストは、   を押して調整します。

100%

0%

100%0%

デフォルトの設定に戻す

完了
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時刻や日付の 時刻や日付の 
設定設定

以下の手順に従って、システム内部の時刻や日付を調整します。

1.	 ホーム画面の［Menu（メニュー）］を選択します。

2.	 ［Menu（メニュー）］画面から［Tools（ツール）］を選択します。

3.	 ［Tools（ツール）］画面から［Configure System（システムの設定）］
を選択します。

4.	 ［Configure System（システムの設定）］画面から［Set Time/Date 
（日付／時刻の設定）］を選択します。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

5.	 左右の矢印キーを押して、変更する項目（月、日、年、時、分など）を
選択します。左右の矢印キーを押すと、項目が順番に強調表示されま
す。

6.	 上下の矢印キーを押して、必要な数字を選択します。

7.	 終了したら、次のことを行います。

•	 ［Finished（完了）］を押して、システムの設定画面からホーム画
面に戻ります。設定が保存されます。

	 または

•	 ［HOME（ホーム）］を押して、調整内容を保存し、直接ホーム画
面に戻ります。

［［Set Time/Date（日付／時刻の設定）］画面（日付／時刻の設定）］画面

  を押して選択します。 
 を押して調整します。

7 22 2006 23 54

完了

日付／時刻の設定

月 日 年 時 分
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言語の変更言語の変更 ディスプレイ画面で使用する言語を変更するには、以下の手順に従いま
す。

1.	 ホーム画面の［Menu（メニュー）］を選択します。

2.	 ［Menu（メニュー）］画面から［Change Language（言語の変更）］
を選択します。

3.	 ［Change Language（言語の変更）］画面に使用可能な言語のリストが
表示されます。必要に応じて、［Next（次へ）］および［Previous（前
へ）］を使用してリスト内の他の言語を表示し、適切な言語を選択しま
す。

4.	 選択したら［Finished（完了）］を選択します。

5.	 ［HOME（ホーム）］を押すと、ホーム画面に直接戻ります。

［［Change Language（言語の変更）］画面（言語の変更）］画面

言語の変更

英語（国際）

英語（北米）

フランス語（カナダ）

ドイツ語

スペイン語

フランス語

イタリア語

次へ
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封かん液の補充封かん液の補充 シーラーボトルに封かん液を補充してくださいという警告メッセージが 
ディスプレイ画面に表示されたら、以下の操作を行います。

ボトルに液を補充するには、以下の手順に従います。

1.	 シーラーボトルのカバーを開け、システムのホルダーから容器を取り外
して平らな面に置きます。

2.	 感圧性のフタのネジをはずして、ボトルから取り外します。

3.	 封かん液を、フィルラインに届くまでボトルに注ぎます。

注：注：シーラーに入れる液体には水道水を使用してもかまいませんが、おすす
めはしません。水道水を使用すると細菌が繁殖して、シーラーの性能が低下
する可能性があります。 

4.	 感圧性のフタのネジを締めて、しっかりとボトルに固定します。

5.	 封かん液がこぼれている場合は拭き取ります。

6.	 ボトルをホルダーに戻し、シーラーのカバーを閉じます。

注：注：芯が乾燥した状況と同様、封かんシステムを最初に使用するときも、芯
が濡れるまで少し待つ必要があります。

マテリアルが マテリアルが 
停止した場合の停止した場合の
対処対処

封入物が停止した場合、システムは即座に運転を停止してエラーメッセー
ジを表示します。ディスプレイ画面の指示に従って、システムを再起動し
てください。 
停止の原因となったマテリアルの除去、再起動、アウトソート処理に関す
る手順については、次で説明します。

障害物を除去する手順は、停止が発生した場所によって異なります。一般
的に、障害物を除去する手順は以下のとおりです。

1.	 ディスプレイ画面のエラーメッセージ情報から、問題が発生している場
所を探します。

2.	 必要に応じて、障害物のある場所にアクセスするためのカバーを開きま
す。メッセージで示された部分のみをクリアします。デッキをクリアし
てくださいというメッセージが表示されたら、［CLEAR DECK（デッ
キクリア）］を押します。

	 障害物の取り出し、障害物を取り除くためのカバーの取り外し、用紙解
除つまみの使用などでお困りの場合は、第 2 章を参照してください。 

3.	 ディスプレイ画面の指示に従って、障害物を除去します。 
4.	 障害物が除去されたら、開いているすべてのカバーを閉じます。エラー

メッセージが消え、ホーム画面が表示されます。

障害物の除去障害物の除去
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ジョブの再開ジョブの再開 障害物を除去した後にジョブを再開するには、以下の手順に従います。

1.	 画面にエラーメッセージが表示されておらず、すべてのシステムカバー
が閉じていることを確認します。

2.	 ［START（スタート）］を押します。 
•	 画面のエラーメッセージで、新しい丁合を開始するためにトレイ内

のマテリアルを取り除くように指示された場合は、［START（スタ
ート）］を押すと新しい丁合を開始します。それ以外の場合は、 

•	 最後に作成した郵便物からジョブを再開します。 

紙詰まりやその他の機械の停止から復旧する場合、システムはインサー 
ターが完了できないマテリアルを搬送デッキから自動的に取り除きます。 
システムは正常に完了したすべての郵便物をカウントしますが（トライア
ルも含めて）、部分的に組み合わされた郵便物はカウントされず、上部排
除エリアに搬送されます。ユーザーには 2 つの選択肢があります。システ
ムは、次のいずれかの方法でアウトソートを制御します。

•	 アイテムを破棄する。

•	 手作業で郵便物を作成する。

アウトソートしたアウトソートした
マテリアルの処理マテリアルの処理
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表表 5-1 起動時のトラブル起動時のトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

システムの電源が入らない。 システムの電源コードがコンセントに
接続されていません。 

電源コードをコンセントに接続します。

コンセントに電源が来ていません。 コンセントをチェックします。コンセントに
電源が来ていることを確認します。

電源回路、回路基盤の配線または電源
スイッチが故障しています。

販売元にご連絡ください。

表表 5-2 コントロールパネルのトラブルコントロールパネルのトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

•	 システムの電源はオンに
なっているのにパネルが表
示されない（コントロール
パネル右上隅の LED がオ
レンジまたは緑になってい
る）。

•	 ディスプレイで表示がロ
ックされている。

•	 画面オプションキーが機
能しない。

•	 本機の動作キーが機能し
ない。

回路基盤や電源回路が故障している、
配線がゆるんでいる、または接続が誤
っています。

電源ボタンを押してシステムを再起動しま
す。それでも問題が解決されない場合は、販
売元にご連絡ください。

ディスプレイがタイムアウトになる。 OK キーを押してディスプレイの電源を入れ
ます。

画面が明るすぎる、または暗
すぎる（コントラストや可読
性の問題）。

コントラスト／輝度の調整が誤って
います。

コントラストや輝度の設定を調整します。本
章の「画面の輝度およびコントラストの調
整」を参照してください。

問題が発生すると、システムでエラーメッセージが生成されます。このメ
ッセージによりエラーを識別します。多くの場合は原因も識別できます。
問題を解決するためのアドバイスも表示されます。これらのメッセージの
ほかに、以下の情報を使用して問題を解決してください。

•	 問題および解決法を知るには、本書に記載されている表を参照してくだ
さい。

•	 システムの機能および操作手順に関する情報を見るには、［HELP（ヘ
ルプ）］を押して［Control Panel（コントロールパネル）］からアクセ
スできるヘルプを参照してください。

これらの自助支援ツールを使用しても問題が解決しない場合は、販売元に
ご連絡ください。

トラブルシュートラブルシュー
ティング一覧表ティング一覧表
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表表 5-3 タワーフィーダーのトラブルタワーフィーダーのトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

フィードできない。 マテリアルが仕様外。 すべてのマテリアルが公開された仕様に準拠
していることを確認します。詳細は、本書の
第 6 章「フィーダータワーのマテリアル仕
様」を参照してください。

•	 丸まっているマテリアルや反ったマテリ
アルを取り除きます。

•	 正しく保管されたマテリアルのみを使用
します。 

注：注：湿度が高いと、用紙がふやけてカールの
原因になることがあります。また、リサイク
ルされたマテリアルを使用すると問題が発生
する可能性もあります。

マテリアルが正しくセットされてい
ません。

•	 セットする前に、かならずマテリアルを
パラパラとめくってさばきます。

•	 必ず画面に表示される積載手順に従って
操作してください。

•	 サイドガイドを確認します。

	 注：注：ガイドをスタックにきっちり合わせ
ると、マテリアルのフィードが狂ったり
妨げられたりする場合があります。

•	 マテリアルが正しいフィーダーに正しい
方向でセットされていることを確認しま
す。

トレイやローラー、タワーの搬送経
路に紙片やゴミが付いています。

フィードローラーと搬送経路を調べます。紙
片を取り除いてから、デッキクリアを実行し
ます。

2 枚以上の封入物がフィードさ
れる、または用紙が重なってフ
ィードされる。

マテリアルが仕様外。 すべてのマテリアルが公開された仕様に準拠
していることを確認します。詳細は、本書の
第 6 章「フィーダータワーのマテリアル仕
様」を参照してください。

注：注：光沢のあるマテリアルに汚れが付いてい
ると、フィードローラーが詰まったり、スト
リームフィードやダブルフィードの原因にな
ることがあります。

マテリアルが正しくセットされてい
ません。

特に印刷されたばかりのマテリアルについて
は、セットする前によくさばいてください。

注：注：湿度が低いと、セットされた用紙間で静
電気が発生して密着することがあります。

フィードローラーが汚れているか、
磨耗しています。またはローラーの
速度が落ちています。

ローラーを掃除または交換します。販売元に
ご連絡ください。
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表表 5-3 タワーフィーダーのトラブル（続き）タワーフィーダーのトラブル（続き）

問題問題 原因原因 アクションアクション

システムが誤ってダブルフィー
ドを検知する。

二重検知機能が、封筒のフラップや
シームをダブルフィードとして検知
しています。

•	 封筒のフラップ、シーム、窓なし領域に
二重検知のカスタム設定をします。 

	 またはまたは

•	 二重検知機能をオフにします。

詳細は、本書の第 3 章「インサートオプショ
ン」を参照してください。

シートまたはインサートに以下が印
刷されています。

•	 濃い黒のテキスト

•	 画像

•	 濃い両面印刷

濃い印刷が施されていない領域に二重検知の
カスタムウィンドウを設定し、トライアルを
再度実行します。 
詳細は、第 3 章「シートオプション」、「イ
ンサートオプション」、および「トライアル
の実行」を参照してください。

問題が解決されない場合は、二重検知をオフ
にします。

トレイから異なる厚さのシートがフ
ィードされています（80 gsm（20 
ポンド） と 96 gsm（24 ポンド））
のシートが混在しているなど）。

•	 マテリアルの重さが一貫している場合 
（例えば、プリンターが最初に 80 
gsm（20 ポンド）の用紙をセットし、そ
の後、間違って 90 gsm（24 ポンド）の
用紙をセットしてしまった場合）、トラ
イアルを再実行します。 

	 詳細は、第 3 章「トライアルの実行」を
参照してください。

	 またはまたは

•	 二重検知機能をオフにします。

	 詳細は、第 3 章「シートオプション」を
参照してください。

トライアル後の最初の 1 枚目が
誤って二重検知される。

最初のトライアルでダブルフィード
された可能性があります。

トライアルを再度実行します。 
詳細は、第 3 章「トライアルの実行」を参照
してください。
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表表 5-4 タワー部のトラブルタワー部のトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

タワー部でマテリアルが停止
する。

マテリアルが仕様に適合し
ていないためにゆがみが生
じています。

すべてのマテリアルが公開された仕様に準拠している
ことを確認します。詳細は、本書の第 6 章「フィー 
ダータワーのマテリアル仕様」を参照してください。

•	 丸まっているマテリアルや反ったマテリアルを取
り除きます。

•	 正しく保管されたマテリアルのみを使用します。 
	 注：注：湿度が高いと、用紙がふやけてカールの原因

になることがあります。また、リサイクルされた
マテリアルを使用すると問題が発生する可能性も
あります。

セットされたマテリアルを
確認してください。タワー
フィーダーによってマテリ
アルのゆがみが生じていま
す。

トレイのサイドガイドの調整を確認します。タワー部
で発生する問題の一般的な原因はマテリアルのゆがみ
です。手順については、本書の第 3 章「トレイのサイ
ドガイドの調整」を参照してください。

搬送中に用紙詰まりやその
他の障害が発生していま
す。

検査します。クリーニングします。

タワー部の弾性プラスチッ
クマテリアル材ガイドが壊
れているか、外れていま
す。

タワーのカバーを開けて調べます。交換が必要な場合
は、販売元にご連絡ください。

弾性プラスチ弾性プラスチ
ックマテリアックマテリア
ル材ガイドル材ガイド

表表 5-5 紙折り機またはインバーターのトラブル紙折り機またはインバーターのトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

紙折り機で用紙が停止する。 用紙が詰まっています。 •	 紙折り機を開けて障害があるかどうかを調べま
す。

•	 紙片やゴミを取り除きます。

インバーターが停止する。 マテリアルが仕様外。 マテリアルの素材が仕様に適合していることを確認し
てください。

注：注：インバーターを使用するセットは、幅が 225 
mm（9 インチ）以下になるようにします。
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表表 5-6 封入エリアまたは封筒フラッパーエリアのトラブル封入エリアまたは封筒フラッパーエリアのトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

封入エリアまたはフラッパーエ
リアが停止したり、インサート
に失敗したりする。

封筒がゆがんでいます。 サイドガイドを確認します。調整が誤っ
ていると、ゆがみが発生することがあり
ます。 
手順については、本書の第 3 章「トレイ
のサイドガイドの調整」を参照してくだ
さい。

封筒オープナーの調整が誤っています。 セットアップの調整を行います。手順 
については、本書の第 3 章「封筒オープ
ナーの調整」を参照してください。

標準の封入フィンガーの構成は、5 本で
す（内封筒オープナー 3 本、外封筒オー
プナー 2 本）。代替構成は 3 本です（内
封筒オープナー 3 本）。

代替構成を設定するには、フィンガーを
封筒の外側にスライドします。封筒の幅
が広すぎてフィンガーを封筒の外側まで
完全にスライドできない場合は、外側の
フィンガーの下部を取り外します。

封筒サイズ封筒サイズ フルサイズ フルサイズ 
ブックレットブックレット

シートシート インサート／小さいインサート／小さい
ブックレットブックレット

推奨フィンガー推奨フィンガー
設定設定

定形外 × ○ ○ 3
○ ○ × 3
○ ○ ○ 3
○ × × 3
○ × ○ 3
× ○ × 5

定形、DL、 
6 インチ x  
9 インチおよ
び C5

該当なし ○ × 5
該当なし ○ ○ 5*

*丁合いの厚さが 4 mm を超える場合は、フィンガー 3 本 

内封筒オープナー
内封筒オープナー

推奨 3 フィンガー設定 推奨 5 フィンガー設定
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表表 5-6 封入エリアまたは封筒フラッパーエリアのトラブル封入エリアまたは封筒フラッパーエリアのトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

封入エリアまたはフ
ラッパーエリアが停
止したり、インサー
トに失敗したりす
る。（続き）

封筒オープナーの調整が誤
っています。（続き）

大きいブックレット：大きいブックレット：フィード方向に平行に綴じる必要があります。ほとんどの場合、シート
全判のサイズに近い定形外封筒にインサートするブックレットが該当します。

フィード方向に平行に綴じるフィード方向に平行に綴じる

小さいブックレット：小さいブックレット：フィード方向に垂直に綴じる必要があります。ほとんどの場合、C5 封
筒または 6 インチ x 9 インチ封筒にインサートするブックレットが該当します。

フィード方向に垂直に綴じるフィード方向に垂直に綴じる

セットアップの調整については、第 3 章「封筒オープナーの調整」を参照してください。

エッジのすき間が不十分で
す。 

すき間を確認します。封筒幅は、インサートの最大幅にイン 
サートの束の厚みを足した寸法よりも 13mm（5 インチ）以上
広くなくてはなりません。

注：注：特例として、標準的な封筒に 1 枚だけシートを入れる場合
は、9 mm のすき間があれば十分です。

封入パックまたは封筒が中
央に配置されていません。

サイドガイドが正しく設定されていることを確認します。サイ
ドガイドとマテリアル間のすき間が大きすぎると、機器内でマ
テリアルがゆがむ可能性があります。

手順については、本書の第 3 章「トレイのサイドガイドの調
整」を参照してください。

15mm 
（（5 イイ
ンチ）ンチ）
からから 

25mm 
（（1 イイ
ンチ）ンチ）

推奨される距離：推奨される距離：外部フィン
ガーの先端から封筒の端まで 
15～25 mm（0.5 インチ～ 
1 インチ）
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図図 5-6 封入エリアまたは封筒フラッパーエリアのトラブル封入エリアまたは封筒フラッパーエリアのトラブル（続き） 

問題問題 原因原因 アクションアクション

•	 封入パックの中身が、
封筒内のサイドシーム
に当たっています。 

•	 封入パックが厚すぎ
て、サイズの小さい封
筒に入りません。

以下の方法で、アライナーのカスタム設定を調整します。

注：注：封入パックが厚すぎて、サイズの小さい封筒に入らない
場合は、［Envelope Width（封筒幅）］と［Widest Enclosure 
Width（封入物の最大幅）］に封入パックの正確な寸法を設定
してください。

1.	 ホーム画面から、［Menu（メニュー）］を選択し、次に
［Job（ジョブ）］を選択します。 

2.	 ［Edit Current Job（現在のジョブを編集）］、［ジョブ設
定の編集］、［Advanced（詳細設定）］の順に選択しま
す。

3.	 ［アライナー］を選択し、［On with Custom Settings（カ
スタム設定でオン）］を選択します。［Customer Aligner 
Settings（カスタムアライナー設定）］画面が表示されま
す。

4.	 ［Envelope Width（封筒幅）］を選択します。必要に応じ
て上下矢印キーを使って、値を増減させます。終了したら
［Accept（適用）］を選択します。

5.	 ［Widest Enclosure Width（封入物の最大幅）］を選択し
ます。必要に応じて上下矢印キーを使って、値を増減させ
ます。終了したら［Accept（適用）］を選択します。

6.	 必要な調整を行ったら、［Customer Aligner Settings（カ
スタムアライナー設定）］画面で［Accept（確定）］を選
択します。
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表表 5-7 モイストナーまたは郵便物の排出口のトラブルモイストナーまたは郵便物の排出口のトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

封かんされない、 
封かんに失敗する、 
封かんが不完全。

ジョブ設定で封かんがオフになっ
ています。

•	 ジョブ定義を確認します。 
•	 シーラーがオンになっていることを確認します。 

封かん液が少なくなっています。 封かん液を足します。 

質の悪い封筒を使用しています。 封筒を調べます。糊しろのラインを調べます。

モイスナーのブラシが磨耗して
います。

検査します。必要に応じて交換します。手順については、
「モイストナーのブラシの交換」を参照してください。

モイストナーウィックが磨耗して
います。

検査します。必要に応じて交換します。手順については、
「モイストナーウィックの交換」を参照してください。

ハイシール：フラップ
が、折り目の上で折ら
れて封かんされる。

外封筒または内容物がゆがんで
います。

•	 サイドガイド調整をチェックしてください。
•	 トレイ内のマテリアルが正しくセットされていること

を確認します。

•	 封入パックの中身が、封筒内
のサイドシームに当たってい
ます。 

•	 封入パックが厚すぎて、サイ
ズの小さい封筒に入りませ
ん。

以下の方法で、アライナーのカスタム設定を調整します。

注：注：封入パックが厚すぎて、サイズの小さい封筒に入ら
ない場合は、［Envelope Width（封筒幅）］と［Widest 
Enclosure Width（封入物の最大幅）］に封入パックの正
確な寸法を設定してください。

1.	 ホーム画面から、［Menu（メニュー）］を選択し、
次に［Job（ジョブ）］を選択します。 

2.	 ［Edit Current Job（現在のジョブを編集）］、［Edit 
Job Settings（ジョブ設定の編集）］、［Advanced 
（詳細設定）］の順に選択します。

3.	 ［アライナー］を選択し、［On with Custom 
Settings（カスタム設定でオン）］を選択します。
［Customer Aligner Settings（カスタムアライナー設
定）］画面が表示されます。

4.	 ［Envelope Width（封筒幅）］を選択します。必要
に応じて上下矢印キーを使って、値を増減させます。
［Accept（確定）］を選択します。

5.	 ［Widest Enclosure Width（封入物の最大幅）］を選択し
ます。必要に応じて上下矢印キーを使って、値を増減さ
せます。終了したら［Accept（適用）］を選択します。

6.	 必要な調整を行ったら、［Customer Aligner 
Settings（カスタムアライナー設定）］画面で
［Accept（確定）］を選択します。

質の悪い封筒を使用しています。 封筒の内側が過度にべたついていないか確認します。封筒
の内側に糊がはみ出していると、封筒が簡単に開ききらな
い可能性があります。

封筒出口部で封筒が停
止する。

搬送経路が糊で汚れているか、ゴ
ミが付いています。

搬送経路を調べて掃除します。

ボックスシール：マテ
リアルによって封筒の
紙折りが妨げられ、折
り目の部分が平らに
なる。

マテリアルが封筒の奥までしっか
りと封入されていません。

封筒の折り目を上部に調整して、マテリアルが封筒の奥ま
でしっかり封入されるようにします。

1.	 ホーム画面で、［Menu（メニュー）］、［Tools 
（ツール）］、［Configure System（システムの
設定）］の順に選択し、最後に［Set Envelope 
Crease（封筒の折り目設定）］を選択します。

2.	 封筒の適切な位置を選択します。

3.	 ［Finished（完了）］を 3 回押して、ホーム画面に戻
ります。 

重要：重要：これはシステム設定であり、機器上のすべてのア
プリケーションに対して有効になります。
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表表 5-8 大容量封筒フィーダーのトラブル大容量封筒フィーダーのトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

フィードできない。

またはまたは

封筒がゆがむ。

封筒が後尾部支えに沿って下りてい
ません。

封筒のスタックの下部を押すか軽く叩いて、後尾部支え
に沿って下りるようにします。 

•	 セパレーターギャップが狭すぎま
す。 

•	 サイドガイドが広すぎるか、狭す
ぎます。

•	 後尾部支えの位置が誤っています。

［Separator Gap（セパレーターギャップ）］、［Side 
Guide（サイドガイド）］、および［Tail Prop（後尾部支
え）］の設定を確認します。各設定の調整の手順につい
ては、本書の第 3 章「HCEF へ封筒をセットする」を参
照してください。

HCEF の下に紙片があります。 紙片を取り除きます。

ダブルフィード（封筒が 
1 枚ずつに分かれない）
やストリームフィードが
発生する。

セパレーターギャップの調整で幅が広
すぎます。

セパレーターギャップの調整を行います。本書の第 3 章
「HCEF セパレーターギャップの調整」を参照してくだ
さい。

後尾部支えの位置が誤っています。 後尾部支えの調整を行います。本書の第 3 章「HCEF 後
尾部支えの調整」を参照してください。

封筒が入れ子になっているか、互いに
くっついている、または貼り付いて
います。

不具合のある封筒を取り除きます。

システムが誤ってダブル
フィードを検知する。

二重検知機能が、封筒のフラップや 
シームをダブルフィードとして検知し
ています。

•	 封筒のフラップ、シーム、窓なし領域に二重検知の
カスタム設定をします。 

	 またはまたは

•	 二重検知機能をオフにします。

第 3 章「インサートオプション」を参照してください。

トライアル後の最初の 1 
枚目が誤って二重検知さ
れる。

最初のトライアルでダブルフィードさ
れた可能性があります。

トライアルを再度実行します。 
第 3 章「トライアルの実行」を参照してください。

封筒がフラッパーエリア
内で停止する。

またはまたは

封筒が搬送中にフラッ 
パーエリアの先で停止し、
フラップが開かないか、途
中までしか開かない。

封筒の積載手順が間違っています。 表示画面の積載手順に従って、封筒が正しい向きにセッ
トされていることを確認します。

封筒が互いにくっついているか、また
は貼り付いています。

封筒フラップが封筒の本体に糊付けされていないことを
確認します。不具合のある封筒を取り除きます。

サイドガイドが広すぎるか、狭すぎ
ます。

サイドガイドの調整を行います。手順については、本書
の第 3 章「HCEF サイドガイドの調整」を参照してくだ
さい。

問題問題 原因原因 アクションアクション

定形封筒経路から封筒 
が一定に排出されず、封
筒が破損する。

丁合が硬すぎて、定形封筒出口経路を
通過できません。

封筒の長さが 152 mm（6 インチ）を超える場合は、定形
外封筒出口経路で処理します。

1.	 ホーム画面で、［Menu（メニュー）］、［Job 
（ジョブ）］の順に選択します。

2.	 ［Edit Current Job（現在のジョブを編集）］、
［Choose the Item to modify（変更するアイテムの選
択）］、［Edit Highlighted Item（選択されたアイテ
ムの編集）］の順に選択します。

3.	 ［Additional Settings（詳細設定）］、［Additional 
Settings（詳細設定）］の順に選択して、［硬い媒
体］を選択します。

4.	 ［Yes（はい）］を選択します。

注：注：
• 	 ［Stiff media（硬い媒体）］オプションを使用できな

い場合（淡色表示になっている場合）、システム設
定でこのオプションを有効にします。

•	 封筒が定形外封筒でない場合は、機器に HCEF が取り付
けられていてもタワーフィーダーに割り当てられます。
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表表 5-9 郵便物のトラブル郵便物のトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

折りタイプが間違っている。 ジョブの設定が正しくあり
ません。

ジョブ定義を確認し、ジョブの仕様に合わせて適切な
調整を行います。

紙折りの面の長さが間違って
いる。

ジョブの設定が正しくあり
ません。

自動計測を選択するか、ジョブの仕様に合わせて手動
で調整を行い、その後トライアルを再実行します。

封筒の窓からアドレスが見え
ない。

•	 アイテムが正しくセッ
トされていません。

•	 前端が先頭になってい
ません。

•	 アイテムをセットし直します。詳細は、本書の第 
3 章「トレイへの積載」を参照してください。

•	 表示画面で示される積載手順に従って、前端が正
しい位置になっていることを確認します。

•	 ［Trial Piece Complete（トライアルの完了）］画
面が表示されたら、［Adjust Address（アドレス
の調整）］を押し、表示される手順に従って操作
します。

ジョブの設定が正しくあり
ません。

アドレスが印刷されているアイテムが固有情報形式に
なっていて、アドレスの位置が正しく選択されている
ことを確認します。また、選択した封筒の種類が「
窓付き」で、フラップの向きが正しいことを確認しま
す。必要に応じて、本書の第 3 章「ジョブの編集」を
参照してください。

表表 5-10 スキャナーのトラブルスキャナーのトラブル

問題問題 原因原因 アクションアクション

1 枚の封筒に同じ丁合が 2 組以
上封入される。

またはまたは

1 組の丁合が 2 つに分かれて 2 
枚の封筒に封入される。

またはまたは

システムが停止してエラーが表
示される。

注：注：推奨される OMR の厚さは 
0.33 mm（0.012 インチ）～ 
12 mm（0.49 インチ）です。 
スキャンに関する一般的な情報
については、第 8 章を参照して
ください。

スキャナーのヘッド位置調
整が誤っています。

スキャナーヘッドの位置調整を確認します。手順につ
いては第 8 章を参照してください。

選択したスキャン定義がジ
ョブに適合していません。

正しいスキャン定義を選択します。

スキャン定義の設定が間違
っています。

［Control Panel（コントロールパネル）］のスキャ
ン設定オプションを使用して、スキャン設定を確認し
ます。

マテリアルのセットされた
順序が正しくありません。

マテリアルを正しい順序でセットします。

用紙の方向が逆です。これ
は、用紙の向きが誤っている
ために読み違いが起こってい
ることを表しています。こう
いった読み誤りには用紙のゆ
がみやずれ、搬送経路の一方
への片寄りなどがあります。

マテリアルが正しくセットされていることを確認しま
す。特に、フィーダーのサイドガイドに注意して確認
します。搬送経路に障害物がないことを確認します。

OMR やバーコード印刷の
質が悪い。この問題には、
コントラスト不足や質の悪
い印刷（欠けや不明瞭な印
刷）、クリアゾーンの不足
などが含まれます。

マークの規格をチェックして、OMR やバーコード 
が完全に規格に準拠していることを確認します。レー
ザープリンターやドットプリンターのトナーが少なく
なっていたり、ざらざらした用紙を使用していると、
問題が発生することがあります。一部の印刷方法（イ
オンデポジションプリンターなど）でも、印刷の問題
が発生する場合があります。

スキャナーが動作していま
せん。

販売元にご連絡ください。
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定期的な定期的なメンテメンテ
ナンスナンス

注：注：機械が 250,000 回転すると、モイストナーウィックとブラシが消耗して、封
かんの品質が低下し始めます。モイストナーウィックとブラシはこのタイミング
で交換することをおすすめします。消耗品のご注文については、販売元にお問い
合わせください。詳細については、本書の冒頭にある「連絡先情報リスト」を参
照してください。

モイストナーウィックが乾燥している場合は交換してください。以下の手
順に従います。

1.	 封入エリアカバーを開ける

2.	 容器の左側にあるシーラーのデッキに、ペーパータオルを何枚か置きま
す。このタオルで、ウィックカートリッジから垂れる水を吸い取りま
す。

このセクションでは、システムで実行可能なメンテナンス作業について簡
単に説明します。販売元とご相談の上、定期的にメンテナンスサービスを
受けるようにしてください。

•	 機器の各モジュールの上または周辺にたまった紙のホコリを取り除き
ます。

•	 濡れた布切れでカバーについた汚れをふき取ります。

•	 機器の誤動作や部品の著しい磨耗について管理者に報告します。

毎日の作業毎日の作業

モイストナー モイストナー 
ウィックの交換ウィックの交換

シーラーのデッキにペーパー シーラーのデッキにペーパー 
タオルを置きます。タオルを置きます。

モイスナー モイスナー 
ウィックのカーウィックのカー
トリッジトリッジ

図図 5.1：ウィックカートリッジを取り外す準備：ウィックカートリッジを取り外す準備
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3.	 プラスチックのラッチ（容器の両側に 1 つずつある）を外します。

a.	 機器の背面にあるラッチ（自分からもっとも遠いところにあるラッ
チ）に片手の親指をかけます。 

モイストナー モイストナー 
ウィックの交換 ウィックの交換 
（続き）（続き）

b.	 もう片手の人差し指をもう一方のラッチ（自分に近い方のラッチ）
にかけます。

c.	 両方のラッチが下のウィックカートリッジから放れるまで、ラッチ
を外側にスライドさせます。

4.	 古いウィックカートリッジを真上に引き上げて容器から出し、ペーパー
タオルの上に置きます。

図図 5.2：背面ラッチの解除：背面ラッチの解除

図図 5.3：古いウィックカートリッジの取り外し：古いウィックカートリッジの取り外し
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5.	 ペーパータオルで古いウィックカートリッジを包んで廃棄します。 
6.	 新しいウィックカートリッジを容器に差し込みます。カートリッジの開

いている側を機器の出口側（背面）に向けて挿入します。

7.	 カートリッジの両端を押し下げて、カートリッジのでこぼこ面が容器の
上端よりも下に来るようにします。 

8.	 プラスチックのラッチを新しいウィックカートリッジの上で、両方のラ
ッチがカチッと収まるまで内向きにスライドさせます。

9.	 封入エリアのカバーを閉じます。

モイスナーのブラモイスナーのブラ
シの交換シの交換

モイスナーのブラシに磨耗が見られる場合は交換します。以下の手順に従
います。

図図 5.4：モイスナーのブラシの位置：モイスナーのブラシの位置

モイスナーモイスナー
のブラシのブラシ
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1.	 封入エリアカバーを開ける

2.	 古いブラシを取り外します。

a.	 青いブラシホルダーを片手で動かないように押さえながら、もう片
手で古いブラシのはけを押して完全にホルダーから外します。 

注：注：はけを自分の側に押します。

b.	 同様に 3 本のブラシをすべて外して廃棄します。

3. 	以下の手順で新しいブラシを取り付けます。

注：注：ブラシのはけを曲げたりゆがめたりしないようにしてください。はけが
ゆがんだままになると、封筒が正しく封かんされなくなります。

a.	 青いブラシホルダーを片手で動かないように押さえます。

b.	 新しいブラシの、金属がついている側の端を、ブラシホルダー前面
の開いている溝に挿し込みます。 

c.	 ブラシホルダーの溝にブラシを軽く押し込むと、ブラシが入ってい
きます。

d.	 新しいブラシがホルダーの奥に突き当たるまで、はけの部分を押し
て完全にスライドさせます。 

注：注：ブラシホルダー前面からブラシの金属の端がはみ出して見えなくな
れば、ブラシは完全に挿入されています。

e.	 他の 2 本のブラシについてもこの操作を繰り返します。

モイスナーのブラモイスナーのブラ
シの交換（続き）シの交換（続き）
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概要概要

寸法寸法

すべての寸法はおおよその数字です。 

全体の長さ、高さ全体の長さ、高さ 梱包なし重量梱包なし重量

Relay 5000 2261 mm（89 インチ）、 
787 mm（31 インチ）

148 kg（327 ポンド）

Relay 8000 2261 mm（89 インチ） 
851 mm（33.5 インチ）

158 kg（350 ポンド）

大容量シートフィーダー大容量シートフィーダー
（（HCSF））

1105 mm（43.5 インチ）、 
726 mm（28.6 インチ）

68 kg（150 ポンド）

縦型パワースタッカー縦型パワースタッカー
432 mm（17 インチ）、 
610 mm（24 インチ）

18.6 kg（21 ポンド）

出口搬送出口搬送
508 mm（20 インチ）、 
406 mm（16 インチ）

24 kg（52 ポンド）

フラットシーラーフラットシーラー
317mm（12.5 インチ）、 
406 mm（16 インチ）

180.4 kg（82 ポンド）

環境の制限環境の制限

気温気温 華氏（摂氏）華氏（摂氏） 湿度（湿度（%）） 湿球温度華氏湿球温度華氏
（摂氏）（摂氏）

最小最小 最大最大 最小最小 最大最大 最大最大

通常の操作状況通常の操作状況 60（16） 75（24） 30 60 該当なし

ピーク時の操作状況ピーク時の操作状況 50（10） 95（35） 08 85 85（29）

保管時保管時 15（-09） 120（49） 05 95 85（29）

輸送時輸送時 -40（-40） 140（60） 05 100 85（29）

このセクションでは、システム、ハードウェアコンポーネント、システム
と互換性があるマテリアルの仕様を示します。

システムのシステムの仕様仕様
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図図 5.1：立面図：立面図

254 
mm

（（10 イイ
ンチ）ンチ）

356 mm
（（14 インイン

チ）チ）
（ドロッ（ドロッ
プスタップスタッ
カー）カー）

851 mm
（（33.5 インチ）インチ）

368 mm
（（14.5 インチ）インチ）

2261 mm LOA
（（89 インチ）インチ）

984 mm
（（38.75 インチ）インチ）

787 mm
（（31 インチ）インチ）

254 
mm

（（10 イイ
ンチ）ンチ）

737 mm
（（29 インチ）インチ）

2997 mm LOA
（（118 インチ）インチ）

368 mm
（（14.5 インチ）インチ）

726 mm
（（28.6 インチ）インチ）

356 mm
（（14 イイ
ンチ）ンチ）
（ドロッ（ドロッ
プスタップスタッ
カー）カー）

851 mm
（（33.5 インチ）インチ）

787 mm
（（31 インチ）インチ）

注：システムの奥行きは 579 mm（22.8 インチ）です。図面の縮尺は原寸とは異なります。すべての寸法
はおおよその数字です。Relay 5000/6000 には、大容量封筒フィーダーが含まれません。

1537 mm
（（60.5 インチ）インチ）

1537 mm
（（60.5 インチ）インチ）
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容量容量

シート／インサーシート／インサー
ト／封筒対応のタト／封筒対応のタ
ワーフィーダーワーフィーダー

•	 80 gsm（20 ポンド）で インサートカード 350 枚、封筒 250 枚
に対応できます。 

•	 フィーダーは多目的仕様になっており、シート、カード、スリッ
プ、封筒を処理できます。 

•	 フィーダー（封筒フィーダーを含む）をリンクすることによっ
て、処理時間を短縮できます。 

•	 フィーダーは 2 点 1 組で使用します（最大 4 点）。

紙折り機紙折り機 80 gsm（20 ポンド）の シート 8 枚まで対応。 

アキュムレーターアキュムレーター 丁合の厚みは最大 6 mm（1／4 インチ）。

大容量シートフ 大容量シートフ 
ィーダー（ィーダー（HCSF））

2 点 1 組で使用。容量は 1 点あたり 2,000 シート。 

ドロップスタッドロップスタッ
カーカー

定形郵便で 130 通、定形外郵便で 25 通。

縦型縦型パワースタッパワースタッ
カーカー

定形郵便で 250 通（インサートを 1 枚と仮定）。

ハイキャパシティハイキャパシティ
パワースタッカーパワースタッカー

完成封筒の高さ約 61 cm。

モイストナー／ モイストナー／ 
クローザー／ クローザー／ 
シーラーシーラー

8,000 通分。

コンポーネントコンポーネント
の仕様の仕様

紙折り機紙折り機

折りタイプ折りタイプ トップアドレスドキ
ュメント

C 折り、Z 折り、 
1 つ折り、2 つ折り

丁合あたり最大シー 
ト数8（20 ポンド 
［80 gsm］）

ボトムアドレスドキ
ュメント  
（下記の注を参照し
てください）

C 折り、Z 折り、 
1 つ折り

ミドルアドレスドキ
ュメント  
（下記の注を参照し
てください）

C 折り

機器の調整機器の調整 なし

紙折りなし 紙折りなし 
（バイパス）（バイパス） 

あり

注注 •	 ボトムアドレスドキュメントでは、インバーターキットが必要
になる場合があります。

•	 シートの中央に住所があるドキュメントには、常にインバータ
ーキットが必要になります。

•	 詳細については、この章の［Available Fold Type/Address 
Location/Envelope Type Combinations（有効な折りタイプ、住
所位置、封筒の種類の組み合わせ）］の一覧表を参照してくだ
さい。
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大容量封筒フィーダー（大容量封筒フィーダー（HCEF））

HCEF は、Relay 7000/8000 プロフェッショナルシリーズで標準搭載になっています

が、Relay 5000/6000 シリーズでは使用できません。 

マテリアルマテリアル 定形サイズ封筒

マテリアルの寸法マテリアルの寸法
縦：89 mm（3.5 インチ）から 165 mm（6.5 インチ）

幅：216 mm（8.5 インチ）から 266 mm（10.5 インチ）

容量容量 重量 90 gsm（24 ポンド）の 定形サイズ用紙 500枚。

コンポーネントコンポーネント
の仕様の仕様（続き）

スキャン機能（オプション）スキャン機能（オプション）

システムのタワーフィーダーと HCSF には、ラダー OMR およびバーコードマークを読み
取るためのオプションのスキャン機能があります。HCSF には、ピケットフォーマットの
バーコードまたは 2D データマトリックスバーコードを読み取るオプションのスキャン機
能があります。スキャナーキットはフィールドで取り付けを行います。 

対応対応 OMR コードコード
5 シリーズ、3 シリーズ、SECAP™ 2600、Pitney Bowes® 
Console。

対応対応 OMR 機能機能
さまざまな用紙を含むドキュメント、選択フィード、フィーダー間
のマッチング、シート排除機能、特殊な処理のためのマークなど。

対応バーコード 対応バーコード 
フォーマットフォーマット

Code 39™（3 of 9）、Interleaved 2 of 5、2D Datamatrix バーコー
ド。

注注 スキャナーの水平位置は、手動で調整できます。いずれのフィー 
ダーから送られたドキュメントもスキャンできます。 
ドキュメントをスキャンする場合は、レーザープリンターで印刷す
る必要があります。コピーしたドキュメントやインクジェットプリ
ンターに印刷するドキュメントでは、バーコードを適切にスキャン
できるように、バーコードのサイズを大きくしなければならない場
合があります。すべての 2D バーコードは、等級 A のバーコードに
する必要があります。

有効な折りタイプ、住所位置、封筒の種類の組み合わせ有効な折りタイプ、住所位置、封筒の種類の組み合わせ

折りタイプ折りタイプ アドレス配置アドレス配置 封筒タイプ封筒タイプ

C 折り折り 上段 標準フラップ

中段 フォワード

下段 ボトムフラップ

中段* 標準フラップ*

Z 折り折り 上段 標準フラップ

下段 ボトムフラップ

下段* 標準フラップ*

1 つ折りつ折り 上段 標準フラップ

上段 ボトムフラップ

下段 ボトムフラップ

下段 標準フラップ

2 つ折りつ折り 上段 標準フラップ

トップから 3 番目の面** 標準フラップ*

*この組み合わせを使用するには、インバーターが必要です。この組み合わせを使用するには、インバーターが必要です。
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フィーダータワーフィーダータワー
およびベースのおよびベースの  
マテリアル仕様マテリアル仕様

定形郵便のマテリアルは、半径 38 mm（1.5 インチ）で 1／4 回転しても変
形したままになったり穴が開いたりせず、その他のいかなる損傷も受けず
に搬送可能である必要があります。 
色の制限：印刷済みのマテリアルについては、制限はありません。

用紙不透明度の最低値：60 gsm コピー用紙（16 ポンド）で 95% です。

用紙不透明度の最大値（二重検知が必要な場合）は、通常のページ全体で 
10 ポイント印刷で、90 gsm コピー用紙（24 ポンド）で 95% です。

注：素材の取扱を向上させるために加える物質（粉など）が、シートの硬い面の
端を指先で叩いても目に見える量で落ちないようにしてください。

封筒の仕様封筒の仕様
•	 �封筒は、標準サイドシーム、洋形サイドシーム、センターシーム、また

は高級である必要があります。これらは打ち抜き、ウェブ切り、窓付
き、窓なしに対応しています。 

注：注：窓にフィルムがついていない外封筒は使用できません。 

•	 �窓の貼り付けでは、グラシン紙またはポリスチレンの素材を使用して、
波ができないようにフラットにする必要があります。貼り付け部は、貼
り付ける素材の上端から窓の切り抜きまで、1.6 mm（0.06 インチ）以
内で糊付けする必要があります。

•	 �封筒のマテリアルは、新しい用紙またはリサイクルの白い網目漉き紙、
マニラ紙および平板紙である必要があります。網目漉きでない用紙を使
用した封筒、人工素材（Tyvek®など）の封筒、または外に留め具がつい
ている封筒は使用できません。

•	 �封筒フラップには、でんぷん（デキストリン）、樹脂（熱帯性植物塗
料）、またはその 2 つの組み合わせで作られた、再加湿が可能な接着剤
を使用できます。

•	 �セルフシール式や両面テープ式、圧着式の外封筒は使用できません。 
•	 �糊しろのラインから封筒ボトムフラップの端までの距離は、2 

mm（0.08 インチ）以下にします。

封入エリアを使用する場合の封筒サイズ封入エリアを使用する場合の封筒サイズ
•	 �封筒幅は、インサートの束の最大幅と厚みの合計より最低 13 mm（0.5 

インチ）広くなくてはなりません。

•	 �また、封筒の深さは封入物の深さより最低 6 mm（0.25 インチ）長くす
る必要があります。

•	 �アライナーを使用している場合、9 号（C5）封筒に 3 枚 を超えて定形
サイズのシートをインサートすることはできません。 

外封筒外封筒

信頼性の高い操作を行うため、すべてのマテリアルは公開されている仕様
に適合している必要があります。フィードに問題が発生したり、紙詰まり
が頻繁に発生する場合、規格を満たしていないマテリアルを使用したこと
が原因となっている場合が多くあります。

一般情報一般情報
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範囲範囲 値値 説明説明

A 41 mm 
（1.6 インチ）

開口部の最大の深さは、エグゼクティブスタイル封筒のセンターラインで計測しま
す。

B 38 mm 
（1.4 インチ）

開口部の最大の深さは、センターラインを中心として 135 mm（5.3 インチ）の距離
で計測します。

C 6 mm 
（0.25 インチ）

開口部の最小の深さは、センターラインを中心として 100 mm（4 インチ）の領域
内になります。

D 2 mm 
（0.08 インチ）

窓の上端から封筒ノドまでの最小の距離は、センターラインを中心として  
135 mm（5.3 インチ）の距離で計測します。

A

C

135 mm（（5.3 インチ）インチ）
センターラインで中央に配置

セ
ン
タ
ー
ラ

セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン

イ
ン

BD

100 mm（（4 インチ）インチ）
センターラインで中央に配置

封筒ノドの定義封筒ノドの定義

注：これは仕様を図式化したものであり、実物大ではありません。

外封筒外封筒（続き）
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外封筒（続き）外封筒（続き） 封筒のカールやゆがみ封筒のカールやゆがみ

•	 �封筒に何も入れない状態で、フラップのある側を上向きにして平らな面
の上に置いたときに、いずれの角も平面から 13 mm（0.5 インチ）以上
浮いてはなりません。

•	 �封筒フラップのカールやゆがみは、平らな面でフラップの折り目を抑え
たときに 3 mm を超えてはなりません。

定形サイズ封筒の仕様定形サイズ封筒の仕様

パラメーターパラメーター 最小値最小値 最大値最大値

幅幅 フィーダータワー： 
162 mm（6.37 インチ）

HCEF：225 mm（8.9 インチ）

フィーダータワー： 
266 mm（10.5 インチ）

HCEF：264 mm（10.4 インチ）

深さ深さ フィーダータワー： 
89 mm（3.5 インチ）

HCEF：98 mm（3.9 インチ）

165 mm（6.5 インチ）

開口部の深さ*開口部の深さ* 6.35 mm（0.25 インチ） 38 mm（1.49 インチ）、高級封
筒 41 mm（1.61 インチ）

用紙重量用紙重量 70 gsm（18 ポンド） 90 gsm（24 ポンド）

フラップの深さフラップの深さ 30 mm（1.2 インチ） センターの内側 63 mm 
（2.5 インチ） ＋／- 35 mm 
（1.4 インチ）、センターの外側 
47 mm（1.85 インチ） 
＋／- 35 mm（1.4 インチ）

*詳細は、この章の「封筒ノドの定義」を参照してください。

フィーダータワーフィーダータワー - 定形外サイズ封筒の仕様定形外サイズ封筒の仕様

パラメーターパラメーター 最小値最小値 最大値最大値

幅幅 162 mm（6.37 インチ） 266 mm（10.5 インチ）

深さ深さ 165 mm（6.5 インチ） 330 mm（13 インチ）

開口部の深さ開口部の深さ 6.35 mm（0.25 インチ） 38 mm（1.49 インチ）

用紙重量用紙重量 80 gsm（20 ポンド） 90 gsm（24 ポンド）

フラップの深さフラップの深さ 30 mm（1.2 インチ） 63 mm（2.5 インチ） 
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「インサート」は、定形サイズ封筒に封入する前に折りたたむ必要のない
（あらかじめ折りたたんでおくことは可能）マテリアルと定義されます。
また、個々のシート、綴じられていない複数枚のシートセット、C 折りま
たは 1 つ折り、製本したブックレット（ローラーを傷つけないよう留め具
が露出していない）なども、「インサート」と定義されます。 
定形外封筒に封入する返信用封筒も「インサート」と呼ばれます。

マテリアルの特性マテリアルの特性
使用可能な用紙の種類には、新しい用紙やリサイクル紙の上質紙、テキス
ト専用紙、レーザー専用紙およびオフセット用紙などがあります。オフセ
ットコーティングには、マット、半光沢および光沢があります。

注：光沢のあるマテリアルを使用すると、システムの性能に影響する場合があり
ます。

紙目紙目
縦目または横目のマテリアルを使用できます。 

印刷印刷
片面印刷および両面印刷の両方が可能です。色の制限もありません。

コーティングコーティング
シートに上塗りを施してコーティングすることができます。

フィーダータワーフィーダータワー - インサートのインサートの仕様仕様

パラメーターパラメーター 最小値最小値 最大値最大値

幅幅 127 mm（5 インチ） 250 mm（9.84 インチ）

長さ長さ 72 mm（2.83 インチ） 153 mm（6 インチ）

厚み厚み 0.076 mm（0.003 インチ） 2.54 mm（0.1 インチ）

用紙重量用紙重量 60 gsm（16 ポンド） 175 gsm（44 ポンド）

インサートインサート
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シートシート シートとは、定形サイズ封筒に封入する前に折リたたむ必要のあるマテリ
アルを示します。特例として、定形外封筒に封入する場合はシートを折る
必要はありません。このシートのセットを、丁合と呼びます。 

マテリアルの特性マテリアルの特性
使用可能な用紙の種類には、新しい用紙やリサイクル紙の上質紙、テキス
ト専用紙、レーザー専用紙およびオフセット用紙などがあります。オフセ
ット用紙のコーティングには、マット、半光沢および光沢があります。

注：光沢のあるマテリアルを使用すると、システムの性能に影響する場合があり
ます。

紙目紙目
縦目または横目のマテリアルを使用できます。

印刷印刷
片面印刷および両面印刷の両方が可能です。色の制限もありません。

コーティングコーティング
シートに上塗りを施してコーティングすることができます。

レーザー印刷されたマテリアルレーザー印刷されたマテリアル
カールの基準を満たしていれば、レーザー印刷したばかりのマテリアルも
処理できます。

フィーダータワーフィーダータワー - シートの仕様シートの仕様

パラメーターパラメーター 最小値最小値 最大値最大値

幅幅 127 mm（5 インチ） 250 mm（9.84 インチ）

長さ長さ 135 mm（5.31 インチ） 356 mm（14 インチ）

厚み厚み 0.076 mm（0.003 インチ） 0.305 mm（0.012 インチ）

用紙重量用紙重量 60 gsm（16 ポンド） 175 gsm（44 ポンド）
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大容量シート大容量シート
フィーダーフィーダー
（（HCSF）の素材）の素材
の仕様の仕様

シートとは、定形サイズ封筒に封入する前に折リたたむ必要のあるマテリ
アルを示します。特例として、定形外封筒に封入する場合はシートを折る
必要がない場合もあります。このシートのセットを、丁合と呼びます。

マテリアルの特性マテリアルの特性
使用可能な用紙の種類には、新しい紙やリサイクル紙の上質紙、テキスト
専用紙、レーザー専用紙、オフセット用紙および NCR 紙などがあります。
オフセット用紙のコーティングには、マット、半光沢および光沢がありま
す。 

注：光沢のあるマテリアルを使用すると、システムの性能に影響する場合があり
ます。

紙目紙目
縦目または横目のマテリアルを使用できます。 

印刷印刷
片面印刷および両面印刷の両方が可能です。色の制限もありません。 

コーティングコーティング
用紙に上塗りを施してコーティングすることができます。 

レーザー印刷されたマテリアルレーザー印刷されたマテリアル
カールの基準を満たしていれば、レーザー印刷したばかりのマテリアルも
処理できます。 

信頼性の高い操作を行うため、すべてのマテリアルは公開されている仕様
に適合している必要があります。フィードに問題が発生したり、紙詰まり
が頻繁に発生する場合、規格を満たしていないマテリアルを使用したこと
が原因となっている場合が多くあります。

一般情報一般情報 定形郵便の郵便物は、半径 38 mm（1.5 インチ）で 1／4 回転しても変形し
たままになったり穴が開いたりせず、その他のいかなる損傷も受けずに搬
送可能である必要があります。

印刷済みのマテリアルに色の制限はありません。

シートシート
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HCSF - シートの仕様シートの仕様

パラメーターパラメーター 最小値最小値 最大値最大値

幅幅 203 mm（7.99 インチ） 216 mm（8.5 インチ）

長さ長さ 232mm（9.15 インチ） 297 mm（11.69 インチ）

基本重量基本重量 80 gsm（20 ポンド） 90 gsm（24 ポンド）

注：注： 
•	 丁合内のシートはすべて、それぞれの長さの相違が 10 mm（0.37 インチ）

以内である必要があります。
•	 フィーダーに対するマテリアルの厚さの最大値：スキャンの場合、0.18 mm 

（0.007 インチ）、それ以外の場合、 0.25 mm（0.009 インチ）。

 

汚れ汚れ
マテリアルに粉、インク、上塗りなどが施してあり、台の上にぶら下げて
木製のルーラーで激しく叩いたときに、それらが落ちてしまう場合は、そ
のようなマテリアルは使用しないでください。

特殊マテリアル特殊マテリアル
•	 �温度に敏感なマテリアル（感熱紙など）は使用しないでください。

•	 �負の磁場に敏感なマテリアルは使用しないでください。

•	 �圧力に弱いマテリアルは使用しないでください。

使用できないマテ使用できないマテ
リアルリアル
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本システムでは、性能を最大限に活用するためのモジュールをいくつか使
用することができます。これらには、以下のようなものがあります。

•	 大容量シートフィーダー

•	 フラットシーラー

•	 折り済みインサートフィーダー

•	 パワースタッカー

アドオンアドオン
モジュールにモジュールに
ついてついて

HCSF アドオンモジュールはシステムのフィードタワー側の端に取り付け
て、大容量の給紙を行うことができます。HCSF にはフィーダートレイが 2 
つあり、用紙を水平搬送します。各フィーダートレイには、80 gsm（20 ポ
ンド）の用紙が 1000 枚まで入ります。

シートはあらかじめ決まった順序でフィーダーから移動し、垂直になって
いる用紙経路を通って水平搬送エリアへと送られます。ジョブ設定によっ
ては、シートが 1 枚ずつメインユニットへ直接搬送される場合と、水平
搬送エリアに累積してあらかじめ決まった束になってからメインユニット
へ搬送される場合があります。フィーダーリンクが有効になっている場合
は、実行中のジョブを中断することなく、アクティブでないフィーダート
レイ（現在シートをフィードしていないトレイ）に用紙をセットしなおし
たり、トレイを空にしたりすることができます。

システムでは、大容量シートフィーダーを 2 台まで装着できます。2 つの
HCSF を取り付けることによって、用紙が一方から他方へ送られ、最終的
にメインシステムへと続く流れを作ります。

大容量シート大容量シート
フィーダーフィーダー
（（HCSF））

図図 7.1：システムに取り付けられた：システムに取り付けられた HCSF
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HCSF の各フィーダーには、80 gsm（20 ポンド）のシートが 1000 枚ま 
で入ります。マテリアルの他の種類や重量に関する推奨される仕様について
は、第 6 章を参照してください。

HCSF にシートをセットするには、以下の手順に従います。

1.	 シートの束をよくさばいてから、HCSF のトレイのサイドガイドアジャ
スターを左回り（）に回し、シートの束が入る広さにトレイを開きま
す。

注：注：サイドガイドアジャスターは、トレイ割り当て文字の下にあります。

HCSF へ用紙を へ用紙を 
セットするセットする

2.	 2.5 cm（1 インチ）ほどの厚みの用紙を、ホーム画面の積載手順で示さ
れたとおりの方向でトレイにセットします。HCSF 前面パネルの緑色の
ライトが点灯すれば、用紙がセットされて HCSF が操作可能になって
います。

3.	 フィーダートレイのサイドガイドアジャスターを、サイドガイドが用紙
に触れるまで右回り（）に回し、少し戻します。

ヒント：ヒント： 
•	 20～25 の郵便物で丁合を行う場合、サイドガイドアジャスターを完全に 

1 回転、反転させます（約 2.5 mm／0.1 インチ）。
•	 右に回すと内へ、左に回すと外へ動きます。 

図図 7.2：：HSCF サイドガイドアジャスターサイドガイドアジャスター

HCSF サイドガイサイドガイ
ドアジャスタードアジャスター

トレイ割り当トレイ割り当
て文字て文字
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HCSF へ封筒をへ封筒を
セットする（続き）セットする（続き）

図図 7.4：：HCSF フィード可能フィード可能

4.	 残りの用紙を、フィルラインまでセットします。

5.	 他の HCSF トレイについては、手順 2～5 を繰り返します。

6. HCSF の前面にあるボタンを、トレイごとに押します。セットされたト
レイが、フィードの位置へ移動します。

図図 7.3：マテリアルがセットされた：マテリアルがセットされた HCSF

最大積載ライン最大積載ライン
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シートの幅が前のジョブで使用したシートの幅と異なる場合は、新しい
ジョブに合わせて HCSF ガイドを調整してください。

重要：重要：この調整を行う前に、大容量シートフィーダートレイを有効にしたことを
確認してください。詳細は、第 4 章「大容量シートフィーダー（HCSF）の有効
化と無効化」を参照してください。

1.	 ホーム画面の［Loading Instructions（用紙の積載手順）］を選択し、次
に［Pre-Run Adjustments（実行前の調整）］を選択し、最後に［HCSF 
Guide Settings（HCSF ガイド設定）］を選択します。

2.	 設定を行うフィーダーを選択します。

3.	 ［Trial Piece（トライアル）］を押します。

4.	 使用可能な HCSF アキュムレーターエリアの前面および上部カバーを
開きます。

 HCSF ガイドのガイドの
調整調整

図図 7.6：：HCSF の前面および上部カバーを開いた状態の前面および上部カバーを開いた状態

図図 7.5：：HCSF 前面および上部カバー前面および上部カバー

HCSF の上部カバーの上部カバー

HCSF の前面カバーの前面カバー
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5.	 以下の手順で長さガイドを設定します。

a.	 長さノブ（ノブ 12）をまっすぐに引き出します。

b.	 ノブを回して、長さガイドバーの黄色のラインをシートの終端に合
わせます。

HCSF ガイドの ガイドの 
調整（続き）調整（続き）

長さガイドバー長さガイドバー
の黄色のラインの黄色のライン

図図 7.7：長さガイドバー：長さガイドバー

c.	 長さガイドを適切に配置したら、長さノブを放します。

6.	 以下の手順で幅ガイドを設定します。

a.	 シート搬送エリアの右側にあるノブを回して、幅ガイドを動かしま
す。

b.	 シートの端に幅ガイドがちょうど当たるまで動かし、少しだけ（1
／3 周ほど）戻します。シートは平らに寝かせ、曲がらないように
してください。

7.	 使用可能な HCSF アキュムレーターエリアの前面および上部カバーを
閉じます。

8.	 ［CLEAR DECK（デッキクリア）］を押して、用紙経路にある用紙を
取り除きます。

9.	 シートがきちんと揃うまで、手順 3～8 を繰り返して長さガイドと幅ガ
イドを調整します。

10.	システムに取り付けられている追加の HCSF それぞれについて、この
手順を最初から繰り返します。 
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フラットシーフラットシー
ラーラー

フラットシーラーのアドオンモジュールをベースモジュールの出口側に取
り付けて、定形外封筒の封かんができるようにします。フラットシーラー
は、最大 6.5 mm（0.25 インチ）の厚さで定形外封筒を封かんできます。

モイストナー、クローザー、シーラーモジュールでは、ブラシが定形外封
筒のフラップの上を移動して、糊しろを濡らします。フラットシーラー
は、フラップを閉じて封筒を封かんし、次のモジュールダウンストリーム
に封筒を搬送します。フラットシーラーは、定形外封筒の封かんに特化し
て設計されていますが、モイストナー、シーラー、クローザーモジュール
から排出される封かん済み定形封筒に対応する出口経路も備えています。

フラットシーラーのダウンストリームの取り付けフラットシーラーのダウンストリームの取り付け

定形封筒の出口経路定形封筒の出口経路 •	 ドロップスタッカー（定形郵便）

•	 縦型パワースタッカー

•	 ベルトスタッカー

•	 出口搬送／メールマシンインターフェイス／メーリングマシ
ン

定形外封筒の出口経路定形外封筒の出口経路 •	 ドロップスタッカー（定形外郵便）

•	 ベルトスタッカー

•	 出口搬送

図図 7.8 7.8：フラットシーラーモジュール（：フラットシーラーモジュール（HCEF HCEF を使用する場合）を使用する場合）

フラットシーラーカバーフラットシーラーカバー
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またフラットシーラーには、封筒端マーカーもあります。封筒端マーカー
は、オペレーターに面している封筒の端に沿って 12.5 mm（0.5 インチ）以
上の長さでマークを適用します。 
端マークは、トレイの不具合、郵便番号の不具合、50 枚目の封筒などを示
すため、あるいは高い値のチェックのために利用できます。 

注：注：封筒端マークは、定形郵便の出口経路を経由した封筒のみに適用されます。

封筒端マーカー 封筒端マーカー 
ローラーの交換ローラーの交換

封筒端マーカーローラーの取り外しと交換は、以下の手順に従って行いま
す。

注：注：インクが付着しているため、インクローラーには触れないでください。

1.	 フラットシーラーのカバーを開きます。

2.	 取り外すには、古いインクローラーの一番上にあるつまみをつかんで持
ち上げます。

3.	 新しいインクローラーの一番上にあるつまみをつかんで、スライドして
スピンドルに差し込みます。

4.	 インクローラーが所定の位置にしっかりと収まったら、つまみを放しま
す。

5.	 フラットシーラーのカバーを閉じます。

図図 7.9：フラットシーラーカバーを開いた状態：フラットシーラーカバーを開いた状態

封筒端マーカーローラー封筒端マーカーローラー

定形外封筒の出口定形外封筒の出口

定形封筒の出口定形封筒の出口
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郵便物の搬送処理システムの整合性は、顧客である会社が意図した内容物
のみをインサートしてお客様に封筒を確実に発送する能力で評価されま
す。

ファイルベースの処理ソフトウェアを搭載した Relay システムは、郵便物
に関して高度の運用性と整合性を備えた郵便物処理ソリューションです。
ファイルベースのソフトウェアは、Relay インサーターと連携して動作し、
すべての郵便物に正しい内容物が確実にインサートされるようになってい
ます。

このソフトウェアには、集中的な制御機能が備わっており、ファイルベー
スのソフトウェア PC でインサーターの稼働領域を制御できます。ソフト
ウェアは、インサーターの問題を検知できます。マテリアルが詰まった場
合、インサーターの問題が発生した場合、ソフトウェアがただちに原因を
特定して機械のダウンタイムを最小限にします。

このソリューションでは、バーコードを記載したドキュメントを使用して
おり、処理中でも専用コンピューターで郵便物を追跡して、各郵便物を特
定の形式に仕上げる方法をインサーターに命令できるようになっていま
す。これはファイルベースの処理と呼ばれ、郵便物の処理で整合性を高め
ることができます。インサーターとファイルベースのソフトウェアで処理
するドキュメントを作成するために、このソリューションでは、強力なド
キュメント作成機能とワークフロー管理機能を備えたソフトウェアスイー
ト Planet Press を採用しています。

ファイルベースのファイルベースの
処理処理

システムの排出部には、以下のようなさまざまなオプションを取り付ける
ことができます。定形郵便と定形外郵便のドロップスタッカーはすべての
システムの標準オプションです。 

排出オプション排出オプション
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Connect++ MMI メールマシンインターフェイス（MMI）を使用すると、USB 接続を経由し
て、インサーターと Connect+ メーリングシステムの間で通信できます。

インサーターは開始および停止信号をメーリングシステムに送信し、メー
リングシステムはエラーメッセージをインサーターに送り返してフィード
を停止します。 
•	 �インサーターがメーリングシステムを起動するとき、インサーターは 

シーラーを「オフ」に切り替えて、タイムアウトの制御を取得します。

•	 �郵便物の過剰な負荷がメーリングシステムにかからないように、イン 
サーターは Connect+ から排出される郵便物の通数を監視します。 

•	 �メーリングシステムで郵便物の負荷が大きくなり過ぎた場合、インサー
ターは処理を停止し、メーリングシステムが郵便物を処理できるように
なってから処理を再開します。 

•	 �メーリングシステムがメンテナンスモードになっている場合、メンテナ
ンスが完了するまで、インサーターは処理を停止します。

•	 �インサーターを停止しても（インサーター制御なしで） Connect+ を
正常に操作することで、インサーターなしでメーリングマシンを操
作できます。メーリングマシンが郵便物を処理中で、インサーター
に組み込まれた MMI ジョブがある場合、UIM には［Postage Meter 
Not Available（郵便料金計器が使用できません）］と表示されま
す。Connect+ が［Run Mail（メール実行）］画面に戻り、実行され
ているジョブがない場合、インサーターには［Ready To Run（実行可
能）］と表示されます。

注：注：スタンドアロンモードで郵便物の処理が完了したら、［［Stop（停止）］（停止）］
キーを押します。MMI インターフェイスの使用を再開するには、インサー 
ターを起動します。

メールマシンインターフェイスの実行メールマシンインターフェイスの実行
以下の手順に従って、MMI を使用して郵便物を処理します。

1.	 �インサートシステムの電源を投入します。

2.	 �メーリングシステムの電源を入れます。

3.	 �ジョブのためにインサートシステムが設定されていることを確認します。

•	 �ジョブをロードする必要があります。

注：注：MMI が正常に機能するように、ジョブでは［Use Postage Meter（郵
便料金計器の使用）］オプションを［On（オン）］に設定する必要があ
ります。詳細は、第 3 章「ジョブの作成」を参照してください。

•	 �マテリアルをロードする必要があります。

•	 �トライアルを正常に実行する必要があります。

4.	 郵便物を処理するようにメーリングシステムを設定したことを確認しま
す。

•	 �クラスを設定する必要があります。

•	 �料金／重量を設定する必要があります。

•	 �モードを設定する必要があります（該当する場合）。

•	 �アカウントを選択します（該当する場合）。
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図図 7.15：：Connect++ サイドガイド（サイドガイド（MMI を使用しない場合）を使用しない場合）

注：注：郵便物の処理については、メーリングシステムの取扱説明書を参照して
ください。

5.	 使用する封筒の幅に合わせてサイドガイドを調整します。Connect+ の
要件については、以下の図を参照してください。

注：注：MMI は定形外をサポートしません。

図図 7.16：封筒とサイドガイドの間の距離：封筒とサイドガイドの間の距離

封筒とサイドガイド封筒とサイドガイド
の間の距離はの間の距離は 3.175
～～6.35 mm（（0.125
～～0.25 インチ）インチ）
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6.	 以下の状態を確認します。

•	 �メーリングシステムにジョブのためのリソースが十分にある。

•	 MMI が機能している。

•	 �メーリングシステムで正しいモードになっている。

7.	 インサートシステムで［［START（スタート）］（スタート）］ボタンを押します。 
	 インサートシステムが郵便物の組み合わせを開始して、次にメーリング

システムが郵便物を受け取って処理を行います。メーリングシステム
は、郵便物を排出するたびにインサートシステムにメッセージを送信し
ます。

紙詰まりの除去紙詰まりの除去

MMI で郵便物を処理しているときに、メーリングシステムで紙詰まりが発
生した場合、Connect+ には紙詰まりの場所とともに解決方法が表示されま
す。 
画面の手順に従って、紙詰まりを解決してください。
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ベルトスタッカーベルトスタッカー – 定形または定形外の郵便物定形または定形外の郵便物

水平ベルトスタッカーは、Relay インサーターに直角に配置しても、直列に
配置しても使用できます。

直列に並べて操作する場合は、2 とおりの設定があります。ひとつは「定
形」（10 号／DL／C5 など）サイズの封筒用、もうひとつは「定形外」 
（9 号／C4 など）サイズの封筒用の設定です。「定形外」封筒を使用する
場合は、かならず直列形式にしてください。

タンデムベルトスタッカータンデムベルトスタッカー - 定形または定形外郵便定形または定形外郵便

Relay インサーターでは、特有のスタッカー構成を使用できます。これに
より、定形封筒と定形外封筒を同時に自動でスタックできるようになりま
す。スタッカーは、 2 つのスタッカーユニットからなり、インサーターか
ら排出される定形封筒と定形外封筒を受けるための調整可能な脚部または
適切な高さの台に設置されます。

ベルトスタッカーとタンデムベルトスタッカーの詳細は、『Horizontal Belt 
Stacker Operator Guide（水平ベルトスタッカー取扱説明書）』（SV40231）
を参照してください。

水平ベルトスタッ水平ベルトスタッ
カーカー

縦型パワースタッ縦型パワースタッ
カーカー 

縦型パワースタッカーは、ピツニーボウズの書類封入システム（Relay イン
サーターなど）の出口に取り付ける強力な小型の下部フィードスタッカー
です。インサーターからフィードされた郵便物を整然と積み重ね、積載時
と同じ順序に保ちます。フィードされる郵便物はスタッカーのセンサーに
より監視されており、郵便物が詰まった場合やスタッカーが満杯になった
場合には、インサーターが自動的に停止します。

このスタッカーは、最大の効率を維持するために、流れてくる郵便物をい
つでも取り出せるように設計されています。郵便物の流れを止めずに取り
出せるため、作業を中断することはありません。

縦型パワースタッカーの詳細は、『Vertical Power Stacker Operator 
Guide（縦型パワースタッカー取扱説明書）』（SV61322）を参照してくだ
さい。

出口搬送出口搬送 出口搬送は、下部の定形外スタックに必要な距離を超えて定形封筒の出口
経路を組み立て式に拡張します。出口搬送をインサーターに取り付ける
と、定形外封筒の機能を維持したままで、他のアウトプット装置に搭載す
ることができます。

また出口搬送は、特定の構成で大容量封筒フィーダー（HCEF）への最適な
オペレーターアクセスを提供します。
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スキャンの概要スキャンの概要 システムには以下の 2 種類のスキャン方式があります。いずれの種類にも
オプション機能があります。

•	 �光学式マーク読み取り（OMR）

•	 �バーコード認識（BCR）

OMR OMR スキャンの目的は、郵便物として封入される用紙セットが、用紙経路
を通って封筒に封入されるまで、きちんと 1 つにまとまっているかを確認
することです。OMR 機能を利用する利点として、郵便物の整合性を飛躍的
に向上できること、誤った用紙が封筒に封入される可能性を大幅に軽減で
きることなどが挙げられます。 
OMR マークの条件は以下のとおりです。

•	 �通常、（郵便物を作成するための紙折りおよび封筒へのインサート作業
前の）白または明るい色のシートに印刷された濃い色の実線である。 

•	 �用紙が搬送される向きと直角に線が印刷されている。 
•	 �システム上の OMR スキャナーを通したときにスキャナーが正しく作動

できるだけの十分な太さと濃さの線である。 
•	 OMR マークは、「ラダー」の方向で生成される。

例：「ラダー」（例：「ラダー」（OMR およびおよび BCR マーク）マーク）

BCR バーコードは垂直のバーと空白が並んだもので、連続した数字または英数字
を表します。このシステムで使用可能なバーコードは、Code 3 of 9、 
Interleaved 2 of 5、および 2D Datamatrix です。

バーコードは、「ラダー」または「ピケット」方向で生成されます。 

フィード方向：フィード方向： または
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注：「ピケット」方向のバーコードをスキャンするには、HCSF が取り付けられ
ている必要があります。「ピケット」方向バーコードのスキャンでは、ムービン
グビームスキャナーを使用します。1 台の HCSF につき 1 台のムービングビー
ムスキャナーを取り付けることができます。2D は HCSF から読み取ることがで
き、1 台のムービングビームスキャナーという制約が解消されています。

Code 3 of 9 バーコードバーコード

Code 3 of 9 は、英数字バーコードです。各英数字を 5 本のバーと 4 つのス
ペース（合計で 9 つの要素）で表しています。この 9 つの要素のうち、3 
つは幅が広く、6 つは幅が狭くなっています。キャラクタの間の空白を、
キャラクタ間ギャップと呼びます。データが開始および終了する位置を示
すスタートコードおよびストップコードとして、アスタリスクを使用しま
す。スタートコードおよびストップコードにより、シンボルを前後に読み
取ることができるようになります。 
PB FIRST™ では、Code 3 of 9 バーコードのみを使用します。

Interleaved 2 of 5 バーコードバーコード

Interleaved 2 of 5（I2of5 または ITF とも呼ばれます）は、数字で構成される
バーコードです。開始と停止のキャラクタは必要がありません。インター 
リーブすることにより、キャラクタが重なった場合にも対処でき、Code 3 
of 9 よりも密度の高いバーコードの作成が可能となります。バーが 1 番目の
キャラクタを、その後の空白が 2 番目のキャラクタを表します。各キャラク
タは、幅の広い 2 つの要素と幅の狭い 3 つの要素で構成されています。

Interleaved 2 of 5 では、5 つのバーまたは空白のうち 2 つを使用してキャ
ラクタを作成します。バーと空白にエンコードされている奇数または偶数
の番号がついたキャラクタは、パズルのように互いに組み合わさっていま
す。バーと空白をインターリーブまたはインターレースすることにより、
密度の高いコンパクトなコードに対処できます。UPC は、特殊なタイプの 
Interleaved 2 of 5 バーコードです。

2D データマトリックスバーコードデータマトリックスバーコード

バーコードの物理的なサイズを最小限にして、バーコードがドキュメン
トに簡単に収まるようにするために、データマトリックス 2D バーコード
は、コンパクトなバーコードオプションになっています。

標準的な一次元バーコード（Code 3 または 9 など）と比較した場合のデー
タマトリックスバーコードの主な利点は、データマトリックスバーコード
では小さいサイズのバーコードに大量のデータを格納できることです。

例：「ピケット」（例：「ピケット」（BCR マークのみ）マークのみ）

フィード方向：フィード方向： またはBCR（続き）（続き）
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データマトリックスバーコードの容量は、主に以下の 2 つの要因によって
決まります。

•	 �モジュール数で計測されるバーコードの寸法。モジュールは黒または白
の正方形です。

•	 �バーコードの生成時に使用するデータエンコーディング方法。最も一般
的なデータエンコーディングの種類には次の 3 つがあります。

- 数字（数字のみ。最高のデータ濃度）

- 英数字（数字と文字）

- バイナリ（数字の 0 と 1 のみ）

BCR（続き）（続き）

モジュール
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2D データ データ 
マトリックス マトリックス 
バーコードの バーコードの 
物理的な仕様物理的な仕様

HCSF でサポートされるデータマトリックスバーコードの物理的な寸法を次に示します。

寸法寸法

項目 最小値 最大値

文字数 1 32*
記号の幅 3.3 mm（1／8 インチ） 15.875 mm（5／8 インチ）

記号の長さ 3.3 mm（1／8 インチ） 19.05 mm（3／4 インチ）

モジュールサイズ 0.330 mm（0.013 インチ） 0.635 mm（0.025 インチ）

モジュール数（正方形） 10x10 24x24
モジュール数（長方形） 8x18 16x48
*ソフトウェアでは 32 文字目より後ろのデータは無視されます。

2D データマトリックスバーコードの印刷の仕様データマトリックスバーコードの印刷の仕様
•	 �コードは、白い背景に黒いインクで印刷する必要があります（コントラ

ストは 75% 超にする必要があります）。

•	 �コードをテキストまたは画像に重ねて印刷することはできません。

•	 �コードとミシン目が交差しないようにしてください。

•	 �プリンターは 600 DPI 以上で印刷するように設定します。

•	 �コードはバーコード品質等級 A にする必要があります（ISO15415 規格
のバーコード評価で）。

サポートされる サポートされる 
正方形と長方形の正方形と長方形の
形式形式

次に HCSF でサポートされる正方形のデータマトリックス形式と、それぞ
れのデータ容量を示します。

サポートされる正方形コードの形式サポートされる正方形コードの形式

サイズサイズ 最大数字最大数字
容量容量

最大英数最大英数
字容量字容量

最大バ最大バ
イナリイナリ
容量容量

サポートさサポートさ
れる最小モれる最小モ
ジュールサジュールサ
イズ（イズ（mm））

サポートさ サポートさ 
れる最大モ れる最大モ 
ジュールサ ジュールサ 
イズ（イズ（mm））

10 x 10 6 3 1 0.33 0.635
12 x 12 10 6 3 0.33 0.635
14 x 14 16 10 6 0.33 0.635
16 x 16 24 16 10 0.33 0.635
18 x 18 36* 25 16 0.33 0.635
20 x 20 44* 31 20 0.33 0.635
22 x 22 60* 43* 28 0.33 0.635
24 x 24 72* 52* 34* 0.33 0.635
26 x 26 88* 64* 42* 0.33 0.584
32 x 32 124* 91* 60* 0.33 0.483
*読み取りはできますが、ソフトウェアでは 32 文字目より後ろのデータは無
視されます。
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	 次に HCSF でサポートされる長方形のデータマトリックス形式と、それぞ
れのデータ容量を示します。

	 サポートされる長方形コードの形式（短いエッジからフィード）	 サポートされる長方形コードの形式（短いエッジからフィード）

サイズサイズ 最大数字最大数字
容量容量

最大英数字最大英数字
容量容量

最大バイ最大バイ
ナリ容量ナリ容量

サポートさ サポートさ 
れる最小モ れる最小モ 
ジュールサ ジュールサ 
イズ（イズ（mm））

サポートさサポートさ
れる最大れる最大
モジューモジュー
ルサイズルサイズ
（（mm））

8 x 18 10 6 3 0.33 0.635
8 x 32 20 13 8 0.33 0.5842
12 x 26 32 22 14 0.33 0.635
12 x 36 44* 31 20 0.33 0.4826
16 x 36 64* 46* 30 0.33 0.4826
16 x 48 98* 72* 47* 0.33 0.381

	 *読み取りはできますが、ソフトウェアでは 32 文字目より後ろのデータは無視され
ます。

搬送方向にバーコードの短いエッ搬送方向にバーコードの短いエッ
ジを向けた例ジを向けた例

長方形のデータマトリックスバーコードは、いくつかの方向でページに配
置できます。

•	 �バーコードの長いエッジを搬送方向に揃える場合（短いエッジからフ 
ィード）：

サポートされるサポートされる
正方形と長方形正方形と長方形
の形式（続き）の形式（続き）
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サポートされるサポートされる
正方形と長方形正方形と長方形
の形式（続き）の形式（続き）

•	 �バーコードの短いエッジを搬送方向に揃える場合（長いエッジからフ 
ィード）：

搬送方向にバーコードの長いエッ搬送方向にバーコードの長いエッ
ジを向けた例ジを向けた例

次に HCSF でサポートされる長方形のデータマトリックス形式と、それぞ
れのデータ容量を示します。

サポートされる長方形コードの形式（長いエッジからフィード）サポートされる長方形コードの形式（長いエッジからフィード）

サイズサイズ 最大数字最大数字
容量容量

最大英数字最大英数字
容量容量

最大バイ最大バイ
ナリ容量ナリ容量

サポートさサポートさ
れる最小れる最小
モジューモジュー
ルサイズルサイズ
（（mm））

サポートさサポートさ
れる最大れる最大
モジューモジュー
ルサイズルサイズ
（（mm））

8 x 18 10 6 3 0.33 0.635
8 x 32 20 13 8 0.33 0.453
12 x 26 32 22 14 0.33 0.559
12 x 36 44* 31 20 0.33 0.432
16 x 36 64* 46* 30 0.33 0.432
16 x 48 98* 72* 47* 0.33 0.330

 
*読み取りはできますが、ソフトウェアでは 32 文字目より後ろのデータは無視され
ます。

注：組み合わせによっては、サポートされない場合もあります。これは、
前述の「物理的な仕様」セクションに示した最大長または最大幅の仕様  
16 mm（0.6 インチ）をバーコードの長さまたは幅が超えたからです。
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スキャン機能スキャン機能 ダイナミック封筒選択ダイナミック封筒選択
ダイナミック封筒選択では、郵便物の中身をレターサイズ封筒または定形
外封筒にインサートする Relay 7000/8000 システム（大容量シートフィー
ダーオプションあり）でスキャンジョブを作成できます。 
レターサイズ封筒大容量封筒フィーダーにセットします。定形外封筒はフ
ィーダータワーにセットし、フィーダー A およびフィーダー C からフィー
ドできるようリンクできます。

注：窓付き定形外封筒は、トップアドレスと外三つ折り（Z 折り）が設定された
ジョブでは使用できません。硬い媒体のインサートを選択した場合、ダイナミッ
ク封筒選択を実行することはできません。

この機能は、以下の 2 つの方法のいずれかで実行します。

•	 �封筒選択（ES）スキャンマークを使用する。封筒選択スキャンマーク
は、BCR スキャンが装備されたシステムまたは OMR スキャンのオペ
レーションレベルが有効なシステムで使用できます。スキャンレベルの
詳細は、この章の「BCR および OMR マークのレベル」を参照してく
ださい。

•	 �［Item Overcount Action（アイテムオーバーカウント時の処理）］に
［Use Alternate Envelope（代替封筒の使用）］を設定する。詳細は、
第 3 章の「ジョブの作成」またはこの章の「既存のジョブへのスキャン
設定の割り当て」を参照してください。

ダイナミック封筒選択を使用するジョブでは、2 種類の外封筒を設定する
必要があります。ジョブの最初のセットには、封筒選択に必要な情報（
［Envelope Select scan mark（封筒選択スキャンマーク）］または［Item 
Overcount Action（アイテムオーバーカウント時の処理）］の設定）を含め
る必要があります。スキャンしたマテリアルや（スキャンしない）一般的
なマテリアルが含まれた 2 番目のセット、または指定のフィード用紙が含
まれたセットは、ダイナミック封筒選択ジョブに含めることができます。 
また、返信用封筒（BRE）をジョブに含めることもできます。返信用封筒
以外のインサートタイプを定形外封筒に追加する場合は、郵便物アイコン
ツリーでインサートを返信用封筒にする必要があります。

注：厚手のインサート（ブックレットなど）は折り加工前アキュムレーターエリ
アに名寄せできない可能性があるので、使用しないでください。

返信用封筒やインサートは、封筒に封入される前に折り加工前アキュム 
レーターの定形外セットに名寄せされます。

現時点では、ダイナミック封筒選択はバッチモードまたは排除機能では使
用できません。
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スキャン機能スキャン機能
（続き）（続き）

シート排除機能シート排除機能
シート排除機能では、用紙セットが指定の枚数を超えた場合、または特定
のスキャンマークが含まれている場合に、用紙を下流排除ユニットに送る
スキャンジョブを作成できます。

この機能は、以下の 2 つの方法のいずれかで実行します。

• シート排除（DVS）スキャンマークを使用する。シート排除スキャン
マークは、BCR スキャンが装備されたシステムまたは OMR スキャン
のオペレーションレベルが有効なシステムで使用できます。スキャンレ
ベルの詳細は、この章の「BCR および OMR マークのレベル」を参照
してください。

• ［Item Overcount Action（アイテムオーバーカウント時の処理）］に
［Divert（ダイバート）］を設定する。詳細は、第 3 章の「ジョブの作
成」またはこの章の「既存のジョブへのスキャン設定の割り当て」を参
照してください。

シート排除機能を使用するジョブは、排除するセットを下流排除ユニット
に送ります。残りの郵便物は処理され、外封筒に封入されて、上流排除ユ
ニットに送られます。

注：郵便物にセットが 1 つだけ含まれ、そのセットが排除されている場合は、空
の 1 枚の封筒が上部排除エリアに送られます。

現在、システムで排除できる用紙枚数は最大で 25 枚です。セットに 26 枚
以上の用紙が含まれていると、システムは停止するため、手動で折り加工
前アキュムレーターから用紙を取り除き、シートトレイからセットの残り
の部分を取り除く必要があります。

現段階で、シート排除機能は、ダイナミック封筒選択では使用できません。

下部排除エリア下部排除エリア

上部排除エリア上部排除エリア
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ほとんどのバーコードリーダーでは、バーコードの読み取りのためにバー
コード内部データエンコーディングを指定する必要はありません。ただ
し、データマトリックスバーコードでは、内部でのエラー検知と修正がサ
ポートされます。エラーの検知と修正のレベルは、ECC レベルと呼ばれて
います。 
ECC を使用すると、コードが部分的に欠損している場合でも読み取りを続
行できます。データマトリックスバーコードに含まれるエラー修正の量に
よって、バーコードのデータ容量が制限されることはありません。 
HCSF では、すべての ECC レベルでデータマトリックスバーコードがサ 
ポートされます。	

•	 新しいアプリケーション

	 ECC 200（現在の業界標準）

•	 従来型のアプリケーション

	 ECC 140
	 ECC 130
	 ECC 120
	 ECC 100
	 ECC 080
	 ECC 050
	 ECC 000	  

サポートされるサポートされる 
ECC（エラー修正（エラー修正
コード）レベルコード）レベル
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スキャンを含むジョブを実行している場合は、以下の操作が必要となりま
す。

•	 BCR や OMR のスキャン設定ワークシート、または必要なスキャンマ
ークの一覧に類するものがある。

•	 �ジョブの［Scan Configuration（スキャン設定）］にある各アイテムの
設定値を設定画面で入力する。

•	 �スキャン対象のアイテムをシステムが識別できるよう、ジョブに
［Scan Configuration（スキャン設定）］を追加する。

BCR や OMR のスキャン設定ワークシートは、販売元またはシステムの管
理者が準備する書類です。この書類には、実行中のジョブのスキャンマー
クに関する情報が入っています。適切な設定画面でこの情報を入力してく
ださい。

注：これらの機能を使用するには、スーパーバイザーやマネージャーによるアク
セスコードまたはパスワードの入力が必要です。2 つのセキュリティーモードを
使用したログインの詳細は、第 2 章「アクセス権」を参照してください。

新規スキャン 新規スキャン 
設定設定

OMR スキャン設定のセットアップをするには、以下の手順に従います。

1.	 �ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 �［Configure System（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 �［OMR］を選択します。

4.	 �［Scan Configuration Setup（スキャンセットアップ）］画面が表示さ
れます。［Create New Item（新規アイテムの作成）］を選択します。

5.	 �英数字マトリックスを使用して、スキャン設定の名前を入力します。

6.	 �入力したら［［Finished（完了）］（完了）］を押します。

注：注：スキャン設定の名前は、9 文字以内で入力してください。また、設定名
はすべてのスキャンタイプを通じて一意である必要があります。OMR スキ
ャン設定と BCR スキャン設定に同じ名前を設定することはできません。

7.	 ［Create OMR（OMR の作成）］画面が表示されます。［［Add Item 
（アイテムの追加）］（アイテムの追加）］を選択します。

OMR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ
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OMR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ
（続き）（続き）

8.	 ［Add OMR 
Functions（OMR 機能の追
加）］画面が表示されます。
画面には 2 つのリストが表
示されます。［［Selected 
Functions（選択された（選択された
機能）］機能）］と［［Available 
Functions（利用可能な機（利用可能な機
能）］能）］です。 

	 各マークの機能については、
この章の「BCR および OMR 
マークのレベル」を参照して
ください。

注：注：追加可能なアイテムは、［Available（使用可能）］リストに表示され
ます。追加されたアイテムは［Selected（選択済み）］リストに表示されま
す。 
•	 リスト間でアイテムを移動するには、左右の矢印キーを使用します。 
•	 リスト内のアイテムを選択するには、上下の矢印キーを使用します。

a.	 ［Available（使用可能）］リスト内の適切なアイテムを選択して、
［［Add Highlighted Item（選択されたアイテムの追加）］（選択されたアイテムの追加）］を選択
します。［Available（使用可能）］リストで選択したアイテムは、
［Selected（選択済み）］リストの最後に追加されます。

b.	 必要なすべてのアイテムが［Selected（選択済み）］リストに追加
されるまで、手順 a を繰り返します。

c.	 入力したら［［Finished（完了）］（完了）］を押します。

9.	 ［Create OMR（OMR の作成）］画面が表示されます。上下の矢印キー
を使用して、［OMR Marks（OMR マーク）］リスト内のアイテムを選択
します。（このリストには手順 7 で追加したアイテムが含まれます）。

10.	［［Set Options for Highlighted Item（選択されたアイテムのオプショ（選択されたアイテムのオプショ
ン設定）］ン設定）］を選択します。

注：注：表示されるオプションは、選択した機能によって異なります。

メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

［［Increase Count for 
Highlighted Item（選（選
択されたアイテムのカ択されたアイテムのカ
ウントを増やす）］ ウントを増やす）］ 
（MC、WAS のみ）

機能に対するマークカウントが昇順になります。カウント数
は、略語の後ろに付きます（たとえば MC1、MC2、 
MC3）。

［［Decrease Count for 
Highlighted Item（選（選
択されたアイテムのカ択されたアイテムのカ
ウントを減らす）］ ウントを減らす）］ 
（MC、WAS、PC、PN 
のみ）

機能に対するマークカウントが降順になります。カウント数
は、略語の後ろに付きます（たとえば MC3、MC2、 
MC1）。

［［Selected（選択済み）］および（選択済み）］および
［［Available（使用可能）］リスト（使用可能）］リスト

選択された機能 利用可能な機能

SAF
PAR
DVF
BOC
BM

DVS
ES
MK
MC:2
PC:2
PN:2
SL
SF1
SF2

安全 シート排除
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OMR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ
（続き）（続き）

メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

マーク出現マーク出現 以下を切り替えます。

•	 プレゼンス

•	 アブセンス

［Present（プレゼンス）］を選択した場合、マークが印刷
されたときに機能が実行されます。 
［Absent（アブセンス）］を選択した場合、マーク位置が空
白であるときに機能が実行されます。

カウント方法カウント方法（マルチ
ビットのみ）

カウントの方法を指定できます。 
•	 アップ（デフォルト）

•	 ダウン

•	 Random（ランダム）（MC のみ）

［Up（アップ）］を選択した場合、システムがページをスキ
ャンするごとに関連するコードのバイナリ値が増加します。 
［Down（ダウン）］を選択した場合、システムがページを
スキャンするごとに関連するコードのバイナリ値が減少し
ます。

制御あり制御あり 選択した機能が、丁合の最後の用紙を制御するか、またはエ
ラーチェックを表示するかを決定します。

以下を切り替えます。

•	 Yes（はい）（デフォルト）

•	 No（いいえ）

注：注： 
•	 制御できる機能は 1 つのみです。［Yes（はい）］を選

択すると、他の機能はすべて［No（いいえ）］になり
ます。

•	 このオプションは、HCSF が取り付けられている場合の 
BOC でのみ表示されます。

•	 MC がコントロールしているときは、［PC Control（PC 
コントロール）］オプションは［No（いいえ）］に設
定され、非アクティブになります。

•	 閉鎖ループ型のファイルベース処理ジョブでスキャン設
定を使用する場合、MC が制御を行う必要があります。こ
のシステムでは、各ドキュメントでの MC の読み取りに
基づいて、ファイルベースの処理により、インサーター
に制御命令が出されるとインサーターに通知します。こ
れは、閉鎖ループ型のスキャンコード定義として定義さ
れます。

［［Wrap At（折り返し（折り返し
点）］点）］（マルチビット
のみ）

「折り返し点」を数字で入力する画面が表示されます。この
画面で、コードの最大値を 10 進法で入力します。 
•	 カウント方向で［Up（アップ）］を選択した場合、折

り返し点の値の次のコードは、0 または 1 になります。
これは、［Includes Zero（ゼロを含める）］オプション
の設定によって異なります。 

•	 カウント方向で［Down（ダウン）］を選択した場合、0 
または 1 の後に折り返し点の値にジャンプします。 

このフィールドには最大 7 桁までの数字を入力できます。
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BCR スキャン設定のセットアップをするには、以下の手順に従います。

1.	 ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 ［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 以下のうちから、適切な BCR スキャンタイプを選択します。

•	 Code 3 of 9
•	 Interleaved 2 of 5
•	 2D

4.	 選択したスキャンタイプに応じた［Scan Configuration Setup（スキャ
ンセットアップ）］画面が表示されます。［［Create New Item（新規ア（新規ア
イテムの作成）］イテムの作成）］を選択します。

5.	 英数字マトリックスを使用して、スキャン設定の名前を入力します。

6.	 入力したら［［Finished（完了）］（完了）］を押します。

BCR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ

OMR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ
（続き）（続き）

メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

［［Includes Zero（ゼ（ゼ
ロを含める）］ ロを含める）］ 
（マルチビットのみ）

シーケンスにゼロを含めるかどうかを指定できます。 
以下を切り替えます。 
•	 Yes（はい）（デフォルト）

•	 No（いいえ）

［Yes（はい）］を選択した場合、関連するコードのバイナ
リ値にゼロが含まれます。ただし、このゼロを示すマークが
コード内に表示されることはありません。

［No（いいえ）］を選択した場合、関連するコードのバイ
ナリ値にゼロが含まれません。従って OMR では、常にコー
ド内にマークが印字されます。

LSB 最下位ビットを指定できます。 
以下を切り替えます。 
•	 ［Last（最後）］（デフォルトで、ページの一番上から

一番遠い位置）

•	 ［First（最初）］

［First（最初）］を選択した場合、最下位ビットはページ 
の一番上に一番近い位置に配置されます。 
［Last（最後）］を選択した場合、最下位ビットはページ 
の一番上から一番遠い位置に配置されます。

11.	機能に必要なオプションをすべて設定したら、［［Finished（完了）］（完了）］を
選択します。

12.	［OMR Scan Configuration Worksheet（OMR スキャン設定ワークシー
ト）］で、他にも機能があればそのそれぞれについて手順 8～10 を繰
り返します。

13.	すべての機能の入力および設定が完了したら、［［Finished（完了）］（完了）］を
選択します。
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注：スキャン設定の名前は、9 文字以内で入力してください。また、設定名は
すべてのスキャンタイプを通じて一意である必要があります。すなわち、BCR 
スキャン設定と OMR スキャン設定に同じ名前を設定することはできません。

7.	 ［Create Scan Code（スキャンコー
ドの作成）］画面が表示されます。機
能のキャラクタ、ビット、サイズの情
報を BCR スキャン設定ワークシート
に入力します。 

	 各マークの機能については、この章
の「BCR および OMR マークのレベ
ル」を参照してください。

a.	 上下および左右の矢印キーを使用
して、グリッド内のアイテムを選
択します。 

b.	 ［［Increase（増加）］（増加）］または
［［Decrease（減少）］（減少）］を押し
て、特定の機能（F）のキャラク
タ（C）、ビット（B）およびサ
イズ（S）の情報を編集します。

BCR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ
（続き）（続き）

スキャングリッドスキャングリッド

F C B S

MC 3 4 2

WAS 5 4 2

EOC 7 0 1

SF1 8 0 1

DVF 9 0 1

注：注： 
•	 BCR スキャン設定ワークシートでは、［Function（機能）］カラムで機

能の略語を探します。「C」カラムに関連するキャラクタの情報、「B」
カラムにビット情報を入力し、必要に応じて「S」カラムにサイズ情報を
入力します。

•	 ビット 0 は、各キャラクタの右端のビット（最下位ビット）です。
•	 Code 3 of 9 バーコードの場合、ビットは 5、4、3、2、1、0 です。
•	 Interleaved 2 of 5 バーコードの場合、ビットは 2、1、0 です。
•	 2D

•	 ゼロに設定されているキャラクタを含むアイテムは、最終コードには含
まれません。

•	 マルチビットフィールドの場合、"S" 列の入力値はコードのタイプによっ
て決まります。Bin の場合、"S" はビット数です。CCD の場合、"S" は文
字数です。

8.	 ［［Set Options（オプションの設定）］（オプションの設定）］を選択します。下の表を使用し
て、必要なオプションを設定します。

注：表示されるオプションは、選択した機能によって異なります。

メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

マーク出現マーク出現 以下を切り替えます。

•	 プレゼンス

•	 アブセンス

［Present（プレゼンス）］を選択した場合、ビットが 1 
であるときに機能が実行されます。 
［Absent（アブセンス）］を選択した場合、ビットが 0 で
あるときに機能が実行されます。
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メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

カウント方法カウント方法 カウントの方法を指定できます。 
•	 アップ（デフォルト）

•	 ダウン

•	 Random（ランダム）（MC のみ）

［Up（アップ）］を選択した場合、システムがページをスキ
ャンするごとに関連するコードのバイナリ値が増加します。 
［Down（ダウン）］を選択した場合、システムがページ
をスキャンするごとに関連するコードのバイナリ値が減少
します。

制御あり制御あり 選択した機能が、丁合の最後の用紙を制御するか、または
エラーチェックを表示するかを決定します。

以下を切り替えます。

•	 ［Yes（はい）］（デフォルトは EOC 制御）

•	 No（いいえ）

注：注：

•	 制御できる機能は 1 つのみです。［Yes（はい）］を
選択すると、他の機能はすべて［No（いいえ）］にな
ります。

•	 閉鎖ループ型のファイルベース処理ジョブでスキャン
設定を使用する場合、MC が制御を行う必要がありま
す。このシステムでは、各ドキュメントでの MC の読
み取りに基づいて、ファイルベースの処理により、イ
ンサーターに制御命令が出されるとインサーターに通
知します。これは、閉鎖ループ型のスキャンコード定
義として定義されます。

コードベースコードベース コードベースの数値を指定できます。最小値は 2 で、最大
値は 43 です。初期設定値は 32 です。 
複数のキャラクタを含むコードの場合、コードベースによ
って、各キャラクタがゼロにセットされる値や次のキャラ
クタを判定する値が設定されます。

コードタイプコードタイプ 以下のうちから、適切なコードタイプを選択します。

•	 BIN（多くのシングルビット機能向け）

•	 CCD（多くのマルチビット機能向け）

•	 XCD（最小コードサイズでこのタイプを選択すると、
マルチビットフィールドに部分キャラクタを含むこと
ができます。）

これらのコードタイプは、昇順または降順の連続する数字
であることが前提となります。システムは最大値までカウ
ントアップして定義された最大値で折り返すか、1 または 0 
までカウントダウンして定義された最大値に移動します。

BIN は、連続したバイナリ文字列です。すべてのビットが
割り当てられるまで、バーコードのスタートビット位置に
置かれます。

CCD は、ユーザーの可読性を考慮した文字境界に整列する
文字列ベースのフィールドです。最大値は 43 より小さい
値でなければなりません。Code 3 of 9 バーコードで推奨さ
れる値は、10、32、36 です。Interleaved 2 of 5 バーコー
ドの場合、ベースナンバーは 10 です。

XCD は、人が判読できない形式ですが、最小のコードサイ
ズを実現します。マルチビットフィールドでは、複数の部
分キャラクタに対応することができます。

BCR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ
（続き）（続き）
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メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

折り返し点折り返し点 「折り返し点」を数字で入力する画面が表示されます。こ
の画面で、コードの最大値を 10 進法で入力します。 
•	 カウント方向で［Up（アップ）］を選択した場合、

折り返し点の値の次のコードは、0 または 1 になりま
す。これは、［Includes Zero（ゼロを含める）］オプ
ションの設定によって異なります。 

•	 カウント方向で［Down（ダウン）］を選択した場合、0 
または 1 の後に折り返し点の値にジャンプします。 

このフィールドには最大 10 桁までの数字を入力できます。

ゼロを含めるゼロを含める シーケンスにゼロを含めるかどうかを指定できます。 
以下を切り替えます。 
•	 Yes（はい）（デフォルト）

•	 No（いいえ）

［Yes（はい）］を選択した場合、関連するコードのバイ
ナリ値にゼロが含まれます。ただし、このゼロを示すマー
クがコード内に表示されることはありません。

［No（いいえ）］を選択した場合、関連するコードのバイ
ナリ値にゼロが含まれません。

LSB 最下位ビットを指定できます。 
以下を切り替えます。 
•	 ［Last（最後）］（デフォルトで、コードから一番遠

い位置）

•	 ［First（最初）］

［Last（最後）］を選択した場合、コードは標準のビッ 
ト順序で構成されます。このとき、最下位ビットは文字列
の一番右端に配置されます。 
［First（最初）］を選択した場合、コードは逆のビット順
序で構成されます。これは非常に稀なケースです。

9.	 機能に必要なオプションをすべて設定したら、［［Finished（完了）］（完了）］を
選択します。

10.	［BCR Scan Configuration Worksheet.（BCR スキャン設定ワークシー
ト）］で、他にも機能があればそのそれぞれについて手順 6～8 を繰り
返します。 

11.	［Scan Mark（スキャンマーク）］を選択し、［BCR Scan 
Configuration Worksheet（BCR スキャン設定ワークシート）］に従っ
て、マークの方向（ラダーまたはピケット）を切り替えます。

注：「ピケット」の方向は、このオプションに対応している HCSF が取り付
けられている場合のみ有効です。

12.	［［PC Control（（PC コントロール）］コントロール）］を選択して、オプション（はい／
いいえ）を切り替えます。 

注：注：［PC Control（PC コントロール）］が［［Yes（はい）］（はい）］に設定されてい
る場合、スキャングリッドは淡色表示になります。  
また、［［Increase（増加）］（増加）］、［［Decrease（減少）］（減少）］、および［［Set 
Options（オプションの設定）］（オプションの設定）］のメニュー項目も使用不可になります。

13.	すべての機能の入力および設定が完了したら、［［Finished（完了）］（完了）］を
選択します。

BCR スキャン設スキャン設
定のセットアップ定のセットアップ
（続き）（続き）
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スキャン設定のスキャン設定の
編集編集

OMR スキャン設定の編集スキャン設定の編集

OMR スキャン設定を編集するには、以下の手順に従います。

1.	 ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 ［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 適切なスキャンタイプを選択します。

4.	 選択したスキャンタイプのスキャン設定が表示されます。上下の矢印 
キーを使用して、編集するスキャン設定を選択します。

5.	 ［［Edit Highlighted Item（選択されたアイテムの編集）］（選択されたアイテムの編集）］を選択します。

6.	 画面に、選択したスキャン設定のファンクションリストが表示されま
す。以下の操作を実行できます。

メニューオプションメニューオプション 関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

アイテムの追加アイテムの追加 選択したスキャン設定にマークを追加できます。 
a.	 ［Available（使用可能）］リスト内の適切なアイテムを

選択して、［Add Highlighted Item（選択されたアイテム
の追加）］を選択します。［Available（使用可能）］リ
ストで選択したアイテムは、［Selected（選択済み）］
リストの最後に追加されます。

b.	 必要なすべてのアイテムが［Selected（選択済み）］リ
ストに追加されるまで、手順 a を繰り返します。

c.	 終了したら［Accept（確定）］を押します。

マークを追加したら、適切なオプションを設定したことを確
認します。詳細については、本章の「OMR スキャン設定のセ
ットアップ」セクションにあるオプション設定の表を参照し
てください。

注：注：

•	 追加可能なアイテムは、［Available（使用可能）］リス
トに表示されます。追加されたアイテムは［Selected 
（選択済み）］リストに表示されます。 

•	 リスト間でアイテムを移動するには、左右の矢印キーを
使用します。リスト内でアイテムを移動するには、上下
の矢印キーを使用します。

選択されたアイテムの選択されたアイテムの
削除削除

選択したスキャン設定からマークを削除できます。

a.	 上下の矢印キーを使用して、機能リスト内の適切な 
マークを選択します。

b.	 ［Delete Highlighted Item（選択されたアイテムの削除）］
を選択します。

c.	 ［Yes, Delete Item（はい（アイテムを削除する））］を
選択します。

選択されたアイテムを上選択されたアイテムを上
に移動に移動

機能リスト内の選択されたマークを上に移動できます。

選択されたアイテムを下選択されたアイテムを下
に移動に移動

機能リスト内の選択されたマークを下に移動できます。 

オプションの設定オプションの設定 選択されたマークのオプションを編集できます。詳細につい
ては、本章の「OMR スキャン設定のセットアップ」セクショ
ンにあるオプション設定の表を参照してください。

7.	 入力したら［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。
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BCR スキャン スキャン 
設定の編集設定の編集

BCR スキャン設定を編集するには、以下の手順に従います。

1.	 ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 ［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 適切なスキャンタイプを選択します。

4.	 選択したスキャンタイプのスキャン設定が表示されます。上下の矢印 
キーを使用して、編集するスキャン設定を選択します。

5.	 ［［Edit Highlighted Item（選択されたアイテムの編集）］（選択されたアイテムの編集）］を選択しま
す。

6.	 選択したスキャン設定で使用可能な BCR 機能を含むスキャングリッド
が画面に表示されます。以下の操作を実行できます。

メニューオプシメニューオプシ
ョンョン

関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

増加増加 機能の選択したキャラクタ、ビットまたはサイズを増やすこ
とができます。 
a.	 上下左右の矢印キーを使用して、グリッド内のキャラク

タ（C）、ビット（B）またはサイズ（S）を選択しま
す。 

b.	 ［Increase（増加）］を押して、選択されたアイテムの
情報を編集します。

減少減少 機能の選択したキャラクタ、ビットまたはサイズを減らすこ
とができます。 
a.	 上下左右の矢印キーを使用して、グリッド内のキャラク

タ（C）、ビット（B）またはサイズ（S）を選択しま
す。 

b.	 ［Decrease（減少）］を押して、選択されたアイテム
の情報を編集します。

オプションの設定オプションの設定 選択されたマークのオプションを編集できます。詳細は、本
章の「BCR スキャン設定のセットアップ」セクションにあ
る「オプション設定」の表を参照してください。

スキャンマークスキャンマーク 次のうちから適切なマークの向きを選んで切り替えることが
できます。

•	 ラダー

•	 ピケット

PC コントロールコントロール 以下のいずれかを選択して、PC コントロールを使用するか
どうかを切り替えます。

•	 Yes（はい）

•	 No（いいえ）

7.	 入力したら［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。
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スキャン設定のスキャン設定の
コピーコピー

必要に応じて、選択したスキャン設定のコピーを新しい名前で保存できま
す。この機能では常に、現在のスキャン設定を、別の名前の新しいスキャ
ン設定として保存します。 

注：
•	 保存されたスキャン設定が最大数の 24 件に達していると、［［Copy Highlighted 

Item（選択されたアイテムのコピー）］（選択されたアイテムのコピー）］オプションは使用できません。
•	 使用されるスキャンタイプはコピー前の設定と同じです。

1.	 ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 ［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 適切なスキャンタイプを選択します。
4.	 選択したスキャンタイプのスキャン設定が表示されます。上下の矢印 

キーを使用して、コピーするスキャン設定を選択します。
5.	 ［［Copy Highlighted Item（選択されたアイテムのコピー）］（選択されたアイテムのコピー）］を選択します。
6.	 ［Save Scan Configuration As（スキャン設定を別名で保存）］画面が

表示されます。新しいスキャン設定の名前を、英数字マトリックスを使
用して入力します。

7.	 入力したら［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。

スキャン設定のスキャン設定の
削除削除

必要に応じて、システムからスキャン設定を削除することができます。ただし、ラ
イブラリのスキャン設定である場合、ライブラリジョブと関連する場合、または保
存済みジョブによって使用されている場合はスキャン設定を削除できません。

注：特定のスキャン設定を使用しているジョブを確認するには、ジョブリストを表示しま
す。詳細は、この章の「ジョブリストの表示」を参照してください。ジョブの編集機能を使
用して、保存済みジョブとジョブリストに表示されたジョブとの関連を削除し、そのスキャ
ン設定を削除することができます。詳細は、第 3 章「ジョブの編集」を参照してください。

1.	 ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 ［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインする必要
があります。アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 適切なスキャンタイプを選択します。
4.	 選択したスキャンタイプのスキャン設定が表示されます。上下の矢印 

キーを使用して、削除するスキャン設定を選択します。
5.	 ［［Delete Highlighted Item（選択されたアイテムの削除）］（選択されたアイテムの削除）］を選択します。
6.	 以下のいずれかの状態になります。

•	 スキャン設定が削除の条件に一致すれば、「Confirm Delete（削除
の確認）」メッセージが表示されます。［［Yes, Delete Item（はい（はい
（アイテムを削除する））］（アイテムを削除する））］を選択します。

注：削除されたスキャン設定は、この画面で［［Cancel（キャンセル）］（キャンセル）］
を押しても元に戻りません。

•	 スキャン設定が削除の条件に一致しない場合は、［Cannot Delete 
Scan Configuration（スキャン設定を削除できません）］というダイ
アログが表示されます。ここで［［Close（閉じる）］（閉じる）］を選択します。
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スキャン設定のスキャン設定の
確認確認

必要に応じて、編集モードに切り替えなくても、スキャン設定に関連する
マークのリストを表示することができます。

注：このオプションは、［PC Control（PC コントロール）］が［［No（いいえ）］（いいえ）］
に設定されているときのみ使用可能です。

1.	 ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 ［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 適切なスキャンタイプを選択します。

4.	 選択したスキャンタイプのスキャン設定が表示されます。上下の矢印 
キーを使用して、確認するスキャン設定を選択します。

5.	 ［［Review Highlighted Item（選択されたアイテムの確認）］（選択されたアイテムの確認）］を選択し
ます。

6.	 ［Review Scan Code（スキャンコードの確認）］画面が表示されま
す。設定に関連するマークが、［Function（機能）］リストに表示され
ます。上下の矢印キーを使用して、確認する機能を選択します。

7.	 リストを確認したら［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。

ジョブリストのジョブリストの
表示表示

選択されたスキャン設定に関連するジョブを表示できます。 

注：選択したスキャン設定に関連するジョブが存在しない場合、このオプション
は使用できません。

1.	 ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順
に選択します。

2.	 ［［Configure System（システムの設定）］、［（システムの設定）］、［Scan Configuration 
Setup（スキャンセットアップ）］（スキャンセットアップ）］の順に選択します。

注：注：スーパーバイザーまたはマネージャーのアクセス権でログインしていな
い場合は、アクセスコードの入力を要求するメッセージが表示されます。

3.	 適切なスキャンタイプを選択します。

4.	 選択したスキャンタイプのスキャン設定が表示されます。上下の矢印 
キーを使用して、表示するジョブリストのスキャン設定を選択します。

5.	 ［［View Job List for Highlighted Item（選択されたアイテムのジョブリ（選択されたアイテムのジョブリ
ストの表示）］ストの表示）］を選択します。

6.	 ［View Job List（ジョブリストの表示）］画面が表示されます。上下の
矢印キーを使用して、ジョブリストをスクロールします。

7.	 ［Scan Configuration（スキャン設定）］画面に戻るには、［［Cancel 
（キャンセル）］（キャンセル）］を選択します。
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既存のジョブへ既存のジョブへ
のスキャン設定のスキャン設定
の割り当ての割り当て 

このセクションの手順に従って、以前作成した既存のジョブ（現在のジョ
ブまたは別のジョブ）にスキャン設定を割り当てます。 
1.	 ホーム画面で［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Job（ジョブ）］（ジョブ）］を順に選択

してから、次のいずれかを選択します。

•	 ［［Edit Current Job（現在のジョブを編集）］（現在のジョブを編集）］ 
•	 ［［Select Job（ジョブの選択）］（ジョブの選択）］で表示されたリストから適切なジ

ョブを選択

2.	 スキャン設定でダイナミック封筒選択を使用する場合は、既存のジョブ
に 2 番目の外封筒を指定する必要があります。封筒を追加するには、以
下の手順に従います。

a.	 ［［Add Outer Envelope（外封筒の追加）］（外封筒の追加）］を選択します。

b.	 次のオプションから該当するものを選択します。

c.	 終了したら［［Accept（適用）］（適用）］を選択します。

3.	 上下の矢印キーを使用して、郵便物アイコンツリー内の適切なアイテム
（シートまたはインサート）を選択します。

4.	 ［［Edit Highlighted Item（選択されたアイテムの編集）］（選択されたアイテムの編集）］を選択します。

5.	 ［［Additional Settings（詳細設定）］（詳細設定）］を選択します。

6.	 ［［Scan Item（スキャンアイテム）］（スキャンアイテム）］を選択して［［Yes（はい）］（はい）］を選
択します。

7.	 ［［Scan Configuration（スキャン設定）］（スキャン設定）］を選択します。

8.	 ［Select Scan Type（スキャンタイプの選択）］画面が表示されます。
該当するスキャンタイプ（OMR コード、Code 3 of 9、または Inter-
leaved 2 of 5）を選択します。

9.	 表示リストから、適切なスキャン設定の名前を選択します。必要に応じ
て、［［Next（次へ）］（次へ）］または［［Previous（前へ）］（前へ）］を選択してリスト
を前後に移動します。

10.	［Scan Configuration（スキャン設定）］画面が表示されます。

メニュー メニュー 
オプションオプション

関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

マークに沿ったコンマークに沿ったコン
テンツテンツ

以下のいずれかを選択して、フィード指定を行うスキャン 
マーク上にコンテンツがあるかどうかを切り替えることがで
きます。

•	 Yes（はい）

•	 No（いいえ）

マークありマークあり 以下のいずれかを選択して、ページのどちら側にマークを表
示するかを切り替えることができます。

•	 表（アドレスが記されている側）

•	 裏

最初のページのみマー最初のページのみマー
クありクあり

以下のいずれかを選択して、複数の用紙の最初のページのみ
にマークを表示するかどうかを切り替えます。

•	 Yes（はい）

•	 No（いいえ）
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メニュー メニュー 
オプションオプション

関連するオプション／アクション関連するオプション／アクション

マーク位置設定マーク位置設定

注：注：［Content in Line 
with Marks（マークに
沿ったコンテンツ）］
が［No（いいえ）］
に設定されていて、
かつかつスキャン設定に最
初と最後のマークが固
定された複数のマーク
が含まれている場合、
このオプションは無効
です。

OMR マークに関連した各種の計測値を設定できます。

•	 ［Top of Page to First Mark（ページの前端から最初の
マークまで）］は、ページの一番上から最初のマークま
での距離を表します。

•	 ［Total Length of Marks（マーク全体の長さ）］は、最
初のマークの一番上から最後のマークの一番下までの長
さを表します。

•	 ［Top of Page to Clear Zone（ページの前端からクリア
ゾーンまで）］は、ページの一番上からクリアゾーンの
先頭までの距離を表します。

•	 ［Length of Clear Zone（クリアゾーンの長さ）］は、
クリアゾーンの一番上から最初のマークまでの距離を表
します。

マークに関連するさまざまな寸法を入力するには、以下の手
順に従います。

a.	 オプションを選択し、上下の矢印キーを使用して該当の
計測値をミリメートルで入力します。 

b.	 計測値の入力が終了したら、［Accept（確定）］を押し
ます。 

c.	 すべての計測値を入力したら、［Accept（確定）］を選
択して［Scan Configuration（スキャン設定）］画面に
戻ります。

注：注：上記の計測値を決定する方法については、この章の
「OMR の仕様」を参照してください。

超過アイテム数超過アイテム数 通常は送ることのできないアイテム数量を選択できます。

a.	 上下の矢印キーを使用して、超過アイテム数の数量を入
力します。

b.	 終了したら［Accept（適用）］を選択します。

注：注：この時点では、スキャンしたインサートを 1 つだけ各郵
便物に追加できます。スキャンするインサートは返信用封筒
にする必要があります。

アイテム数超過時のアアイテム数超過時のア
クションクション

超過アイテム数を超えたアイテムに対して実行する処理を指
定できます。選択肢は以下のとおりです。

•	 ［Divert（ダイバート）］：スキャン設定にシート排除
（DVS）スキャンマークの指定がない場合、超過アイテ
ム数を超えたときにアイテムを排除するには、このオプ
ションを選択します。

•	 ［Stop（停止）］：超過アイテム数を超えたときにアイ
テムの処理を停止する場合は、このオプションを選択し
ます。

•	 ［Use Alternate Envelope（代替封筒の使用）］：スキ
ャン設定に封筒選択（ES）スキャンマークの指定がな
い場合、超過アイテム数を超えたアイテムに代替封筒を
使用するには、このオプションを選択します。

ダイナミック封筒選択およびシート排除機能の詳細は、この
章の「スキャン機能」を参照してください。

既存のジョブへ既存のジョブへ
のスキャン設定のスキャン設定
の割り当て の割り当て 
（続き）
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スキャンヘッドスキャンヘッド
の調整の調整

システムの管理者または販売元によるスキャン設定が終了したら、マークを
読み取るスキャンヘッドを適切に調整し、配置します。これは、バーコード
または OMR の性能を最大限に引き出すための鍵となります。

スキャンヘッドは、フィーダータワーまたは HCSF（取り付けられている
場合）にあります。いずれの場所にも 2 つのスキャンヘッドがあります。
これにより、マークが用紙のどこにあっても、システムでマークを読み取
ることが可能です。

また、セット内の複数の用紙にマークを付けることもできます。複数の用
紙が同じスキャンヘッドを使用する場合は、各用紙のマークが同じ位置で
スキャンヘッドを通過するように向きを揃える必要があります。

両方のスキャンヘッドを使用する場合は、エラーが発生しないように各スキャ
ンヘッドの間を最低 20 mm（0.787 インチ）は空けておく必要があります。

重要：重要：スキャンヘッドで正しくマークを読み取るためには、サイドガイドを正し
く設定してください。また、スキャンヘッドとマークの位置を適切に調整するた
め、マテリアルは元の位置にスタックとしてセットされなければなりません。詳
細は、本書の第 3 章「トレイへマテリアルをセットする」を参照してください。

スキャンヘッドを調整するには、以下の
手順に従います。

1.	 スキャンするシートを 1 枚（マーク
のある側を上にして）横折りにしま
す。 

2.	 マークの上と下に 1 本ずつ、シート
の最上部に向けて矢印を 2 本描きま
す。 

ラダーまたはラダーまたは 2D 
方向マーク用の 方向マーク用の 
スキャンヘッドのスキャンヘッドの
調整調整

11.	スキャン設定を入力したら、［［Accept（確定）］（確定）］を選択してシートま
たはインサートの設定画面に戻ります。

12.	［［Select Feed Setting（選択フィード設定）］（選択フィード設定）］を選択して、アイテムに
適したフィーダー設定（なし、SF1、SF2、SF3、SF4、SF5、SF6、 
SF7、SF8 または SF9）を選択します。

13.	終了したら、次のことを行います。

•	 ［［Accept（確定）］（確定）］を押して、システムの設定画面からホーム画面
に戻ります。設定が保存されます。

	 または

•	 ［［HOME（ホーム）］（ホーム）］を押して、調整内容を保存し、直接ホーム画
面に戻ります。

既存のジョブへ既存のジョブへ
のスキャン設定のスキャン設定
の割り当て の割り当て 
（続き）（続き）

横折りの横折りの
折り目折り目
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3.	 シートを縦折りにします。するとバー
コードが折り目の両側に見えます。

4.	 メイン搬送デッキカバーを開けます。
ルーラーを使用して、用紙の中心 
（ルーラーの 0 目盛り）からマーク
の中心までの距離を計測します。

5.	 積載手順を参照して、以下の項目を決
定します。

•	 このシートでのスキャンヘッド位
置（左または右） 

•	 シートのフィード方向（トップエ
ッジから、またはボトムエッジか
ら）

6.	 タワーのカバーを開きます。

•	 スキャナーがフィーダータワーにある場合（フィーダー 
A、B、C、D）はフィーダータワーのカバーを開きます

•	 スキャナーが HCSF（大容量シートフィーダー J、K、L、M）にあ
る場合、HCSF タワーのカバーを開きます

ヒント：ヒント： 
•	 �フィーダータワーの左側のフィーダートレイを取り外すと、HCSF タ

ワーのカバーが開けやすくなります。 

•	 HCSF が 2 つある場合は、1 つ目の HCSF タワーがあるために、2 つ
目の HCSF タワー（奥）のカバーが開けにくくなります。最高の結
果を得るために、2 つ目のタワーのスキャンヘッドの調整は充分に明
るい場所で行ってください。

7.	 スキャンヘッドを動かす方向（ルーラーの 0 目盛りから左方向または右
方向）を決定します。

•	 シートの中心（横折り線）が、機器の中心と一列に並んでいる 
（ルーラーの 0 目盛り）ことを確認します。

•	 シートがトップエッジを最初にフィードするようにセットされてい
る場合は、矢印が下を指していることを確認します。

•	 シートがボトムエッジを最初にフィードするようにセットされてい
る場合は、矢印が上を指していることを確認します。

ラダーまたはラダーまたは 2D 
方向マーク用のス方向マーク用のス
キャンヘッドの調キャンヘッドの調
整（続き）整（続き）

縦折り縦折り
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8.	 青いサムホイールを使用してスキャンヘッドを動かします。プリンター
が手順 7 で計測した距離（用紙の中心からマークの中心までの距離）に
くるまでサムホイールを動かします。

青いサムホイール青いサムホイール

図図 8.1：青いサムホイールを使用してスキャン：青いサムホイールを使用してスキャン
ヘッド位置を調整するヘッド位置を調整する

注：お使いのシステムのスキャン部分は外観が異なるかもしれませんが、操
作の概念は同じです。

注：お使いのシステムのスキャン部分は外観が異なるかもしれませんが、操
作の概念は同じです。

9.	 追加のスキャンヘッドを使用する場合は、スキャンヘッドごとに手順  
1～8 を繰り返します。

10.	調整が正しいことを確認するには、以下の手順に従います。

a.	 ホーム画面で［［Loading Instructions and Pre-Run Adjustments 
（用紙の積載手順／実行前の調整）］、［（用紙の積載手順／実行前の調整）］、［Scanner Setup（スキャ（スキャ
ナーの設定）］ナーの設定）］の順に選択します。

b.	 上下の矢印キーを使用して、実行するフィーダーを選択します。

c.	 ［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押して、強調表示されたフィー 
ダーから用紙をフィードします。

d.	 終了したら、［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。

ラダーまたはラダーまたは 2D 
方向マーク用のス方向マーク用のス
キャンヘッドの調キャンヘッドの調
整（続き）整（続き）

図図 8.2：ポインターを使用して正しいスキャンヘ：ポインターを使用して正しいスキャンヘ
ッド位置を確認するッド位置を確認する 

ポインター手順ポインター手順 4 で計測した距離にくるまでサムホイールを動かします。で計測した距離にくるまでサムホイールを動かします。
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ピケット方向マーピケット方向マー
ク用のスキャン ク用のスキャン 
ヘッドの調整ヘッドの調整

スキャンヘッドを調整するには、以下の
手順に従います。

1.	 スキャンするシートを 1 枚（マーク
のある側を上にして）横折りにしま
す。 

2.	 マークの上と下に 1 本ずつ、シート
の最上部に向けて矢印を 2 本描きま
す。 

横折りの横折りの
折り目折り目

3.	 シートを縦折りにします。するとバー
コードが折り目の両側に見えます。

4.	 メイン搬送デッキカバーを開けます。
ルーラーを使用して、用紙の中心 
（ルーラーの 0 目盛り）からマーク
の中心までの距離を計測します。

5.	 積載手順を参照して、以下の項目を決
定します。

•	  このシートでのスキャンヘッド位
置（左または右） 

•	  シートのフィード方向（トップエ
ッジから、またはボトムエッジか
ら）

6.	 HCSF タワーのカバーを開きます。

ヒント：ヒント： 
•	 �フィーダータワーの左側のフィーダートレイを取り外すと、HCSF タ

ワーのカバーが開けやすくなります。 
•	 HCSF が 2 つある場合は、1 つ目の HCSF タワーがあるために、2 つ

目の HCSF タワー（奥）のカバーが開けにくくなります。最高の結
果を得るために、2 つ目のタワーのスキャンヘッドの調整は充分に明
るい場所で行ってください。

縦折り縦折り
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図図 8.4：ポインターを使用して正しいスキャンヘ：ポインターを使用して正しいスキャンヘ
ッド位置を確認するッド位置を確認する 

ポインター手順ポインター手順 4 で計測した距離にくるまで計測した距離にくるま
でサムホイールを動かします。でサムホイールを動かします。

7.	 スキャンヘッドを動かす方向（ルーラーの 0 目盛りから左方向または右
方向）を決定します。
•	 シートの中心（横折り線）が、機器の中心と一列に並んでいる（ル

ーラーの 0 目盛り）ことを確認します。
•	 シートがトップエッジを最初にフィードするようにセットされてい

る場合は、矢印が下を指していることを確認します。
•	 シートがボトムエッジを最初にフィードするようにセットされてい

る場合は、矢印が上を指していることを確認します。

8.	 青いサムホイールを使用してスキャンヘッドを動かします。 

青いサムホイール青いサムホイール

図図 8.3：青いサムホイールを使用してスキャン：青いサムホイールを使用してスキャン
ヘッド位置を調整するヘッド位置を調整する

	 プリンターが手順 7 で
計測した距離（用紙の
中心からマークの中心
までの距離）にくるま
でサムホイールを動か
します。

9.	 追加のスキャンヘッド
を使用する場合は、ス
キャンヘッドごとに手
順 1～8 を繰り返しま
す。

10.	調整が正しいことを確認するには、以下の手順に従います。
a.	 ホーム画面で ［［Loading Instructions and Pre-Run Adjustments 

（用紙の積載手順／実行前の調整）］、［（用紙の積載手順／実行前の調整）］、［Scanner Setup（スキャ（スキャ
ナーの設定）］ナーの設定）］の順に選択します。

b.	 上下の矢印キーを使用して、実行するフィーダーを選択します。
c.	 ［［Trial Piece（トライアル）］（トライアル）］を押して、強調表示されたフィー 

ダーから用紙をフィードします。
d.	 終了したら、［［Finished（完了）］（完了）］を選択します。

ピケット方向マーピケット方向マー
ク用のスキャン ク用のスキャン 
ヘッドの調整 ヘッドの調整 
（続き）（続き）

注：お使いのシステムのスキャン部分は外観が異なるかもしれませんが、操
作の概念は同じです。
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OMR の仕様の仕様 •	 ラインを最適に識別するには、白い領域と黒い領域の比率を 5 対 1 に
維持します。これは、ライン間の間隔をライン幅の少なくとも 6 倍にし
て、最大許容ライン密度を 0.635 mm（0.025 インチ）に制限すること
を意味しています。

•	 �マークは 4 文字または 5 文字のアンダースコア文字（ ____ ）として行
に印刷できます。この場合、印刷行あたり 1 個のマークになります。 
マークを生成するもう 1 つの方法は、目的の位置で画像コマンドを使用
して、最低 10 mm のラインを描画することです。 

•	 �使用するマークの位置はすべて集合体になっている必要があります。 
ページの先頭に 1 つのマークを配置し、ページの末尾にもう 1 つの 
マークを配置することはできません。 

•	 OMR マークは、次のページに示されている白い領域内のどこでも表示
できます。OMR マークは通常、用紙の端またはアドレスブロックの端
に沿った場所にあります。

•	 OMR マークは、太さが 0.254 mm（0.002 インチまたは 1 pt）～1.25 mm 
（0.05 インチまたは 3.54 pt）、幅が最低でも 10.16 mm（0.4 インチ）の
黒の実線でなければなりません。 

	 細すぎ：0.127 mm（0.5 ポイント）

	 最小：0.254 mm（1 ポイント）

	 最大：1.25 mm（3.54 ポイント）

注：注：スキャン方法により、上の例は実物とは異なりますが、OMR マークに
使用できる太さと使用できない太さとの違いは確認できます。 

•	 �各マークの位置は、3.175 mm（0.125 インチ）以上、4.2 mm（0.167 
インチ）以下で等間隔になるようにする必要があります。 

•	 �コード内で使用できるマーク位置の最大数は、無視されるマークも含め 
19 です。OMR コードの全体の長さは、89 mm（3.5 インチ）以下であ
る必要があります。

•	 HCSF の場合：各マークのセンターラインは、シートのセンターライン
から 32 mm（1.25 インチ）～105 mm（4.125 インチ）の範囲内でなけ
ればなりません。 

•	 �フィーダータワーの場合：各マークのセンターラインは、シートのセン
ターラインから 20 mm（0.787 インチ）～125 mm（4.92 インチ）の範
囲内でなければなりません。 

•	 �各 OMR マークの最初のバーは、シートの前端から 20 mm（79 イン
チ）以上離れている必要があります。各 OMR マークの最後のバーは、
用紙の後端から 20 mm（79 インチ）以上離れている必要があります。 

注：現状で、最適な結果を得るには、OMR マークはシートの後端から 
45 mm（1.77 インチ）以上離れている必要があります。

•	 �マーク周辺の領域には、誤ってスキャナーで読み取られる可能性のある
印刷などがないようにしてください。このエリアを、クリアゾーンと呼
びます。各マークの両側から 3 mm（12 インチ）以上、最初のマーク 
と最後のマークからそれぞれ 9 mm（（38 インチ）インチ）以上の領域をクリア
ゾーンにしてください。

注：システムでは、クリアゾーンの寸法はミリメートル単位でのみ設定でき
ます。

•	 シートのクリアゾーンの真裏には、何も印刷しないようにしてください。

使用可能な太使用可能な太
さの範囲さの範囲}
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OMR の印刷との印刷と
配置の仕様配置の仕様

フ
ィ
ー
ド
方
向

フ
ィ
ー
ド
方
向

クリアゾーンクリアゾーン

前端前端

クリアゾーンクリアゾーン
からから 11 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
最初のマーク最初のマーク
からから 20 mm 
以上以上

後端後端

3 mm 以上以上

3 mm 
以上以上

9 mm 
以上以上

9 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

図の縮尺は原寸に比例していません図の縮尺は原寸に比例していません

フィーダータワー：フィーダータワー：
125 mm 以下以下

フィーダータワー：フィーダータワー：
20 mm 以上以上

10 mm 
以上以上

フィーダータワーフィーダータワー 向け向け OMR の配置の仕様（ラダー方向）の配置の仕様（ラダー方向）

クリアゾーンクリアゾーン
からから 11 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
最後のマーク最後のマーク
からから 20 mm 
以上以上

必須：必須：
F7TB タワー
スキャン
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OMR の印刷との印刷と
配置の仕様配置の仕様

フ
ィ
ー
ド
方
向

フ
ィ
ー
ド
方
向

クリアゾーンクリアゾーン

前端前端

クリアゾーンクリアゾーン
からから 11 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
最初のマーク最初のマーク
からから 20 mm 
以上以上

後端後端

3 mm 以上以上

3 mm 
以上以上

9 mm 
以上以上

9 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

図の縮尺は原寸に比例していません図の縮尺は原寸に比例していません

10 mm 
以上以上

クリアゾーンクリアゾーン
からから 11 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
最後のマーク最後のマーク
からから 20 mm 
以上*以上*

必須：必須：
F7HD スキャナー
F790250 スキャナー設置キット

*本書の執筆時点では、スキャンの問題を避ける
ために、文書の後端から 45 mm 以内にあるス
キャンコードを最初に検証することをお勧めし
ます。

制御機能として BOC を含むスキャンコードは、
ドキュメントの前端から 1／3 内に配置する必要
があります。

HCSF 向け向け OMR の配置の仕様の配置の仕様
（新しいスキャンキット F790250 - ラダー方向）
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•	 Code 3 of 9 および Interleaved 2 of 5（I 2 of 5）がサポートされま
す。Extended Code 3 of 9 は使用できません。I 2 of 5 など、開始キャ
ラクタ／停止キャラクタや、内部整合性機能を持たないバーコードの 
コードでは、チェックサムバイトを使用する必要があります。

•	 Code 3 of 9 の場合、最大長は 12 文字です（開始と停止を含めて 14 文
字）。I 2 of 5 の場合は、最大長が 18 文字になります。

•	 �バーコードは、次のページに示されている白い領域内のどこでも表示で
きます。バーコードは通常、シートの端またはアドレスブロックの端に
沿った場所にあります。

•	 �バーコードは全ページに印刷する必要があります。ページの表（アドレ
スが記されている側）と裏のどちらでも印刷できます。

•	 �スキャンする全情報を 1 つのバーコードに含める必要があります。

•	 �マルチビット機能の場合、ビットまたはキャラクタは隣接している（連
続している）必要があります。

•	 �バーコードラインは 10 mm（3／8 インチ）以上の長さにする必要があ
ります。スキャナーの位置の重要性が低くなるため、長いほど精度は高
くなります。

•	 �最大コード長：89 mm（3.5 インチ）

•	 HCSF の場合：各バーコードのセンターラインは、シートのセンターラ
インから 32 mm（1.25 インチ）～105 mm（4.125 インチ）の範囲内で
なければなりません。

•	 �フィーダータワーの場合：各バーコードのセンターラインは、シートの
センターラインから 20 mm（0.787 インチ）～125 mm（4.92 インチ）
の範囲内でなければなりません。 

•	 2D バーコードは、シートの前端または後端から 20 mm（0.79 インチ）
以上離れている必要があります。

注：現状で、最適な結果を得るには、バーコードはシートの後端から  
45 mm（1.77 インチ）以上離れている必要があります。

•	 �バーコード周辺の領域には、誤ってスキャナーで読み取られる可能性の
ある印刷などがないようにしてください。このエリアを、クリアゾーン
と呼びます。バーコードの各辺には、クリアゾーンを 3 mm（0.12 イン
チ）以上割り当てる必要があります。

注：システムでは、クリアゾーンの寸法はミリメートル単位でのみ設定でき
ます。

•	 �シートのクリアゾーンの真裏には、何も印刷しないようにしてくださ
い。

•	 �細いバーの幅は、厚さ 0.275～0.635 mm（これらの値を含む）にする
必要があります。 

•	 �細い空白の幅は細いバーの幅と同じにする必要があります。幅が狭い要
素と広い要素の比率は、3 対 1 にする必要があります。

•	 �ピケットバーコードでは、HCSF とムービングビームスキャナーのオプ
ションが必要です。 

バーコードの バーコードの 
仕様仕様 
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バーコードの印バーコードの印
刷と配置の仕様刷と配置の仕様

フィーダータワー向けフィーダータワー向け 1D バーコードの配置の仕様バーコードの配置の仕様

（ラダー方向）
フ
ィ
ー
ド
方
向

フ
ィ
ー
ド
方
向

クリアゾーンクリアゾーン

前端前端

後端後端

3 mm 以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

図の縮尺は原寸に比例していません図の縮尺は原寸に比例していません

フィーダータワー：フィーダータワー：
125 mm 以下以下

フィーダータワー：フィーダータワー：
20 mm 以上以上

*1
23

45
*

*1
23
45
*

*1
23

45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
* 16 ポポ

インイン
ト以ト以
上の上の
フォフォ
ントント

クリアゾーンかクリアゾーンか
らら 17 mm 以上以上
（点線）、バー（点線）、バー
コードからコードから
20 mm 以上以上

クリアゾーンクリアゾーン
からから 17 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
バーコードかバーコードか
らら 20 mm 以上以上

必須：必須：
F7TB タワースキャン
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バーコードの印バーコードの印
刷と配置の仕様刷と配置の仕様

フ
ィ
ー
ド
方
向

フ
ィ
ー
ド
方
向

クリアゾーンクリアゾーン

前端前端

後端後端

3 mm 以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

図の縮尺は原寸に比例していません図の縮尺は原寸に比例していません

*1
23
45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
*

*1
23
45
* 16 ポポ

インイン
ト以ト以
上の上の
フォフォ
ントント

クリアゾーンかクリアゾーンか
らら 17 mm 以上以上
（点線）、（点線）、
バーコードからバーコードから
20 mm 以上以上

クリアゾーンクリアゾーン
からから 17 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
バーコードバーコード
からから 20 mm 
以上*以上*

必須：必須：
F7HD スキャナー
F790250 スキャナー設置キット

*本書の執筆時点では、スキャンの問題を避ける
ために、文書の後端から 45 mm 以内にあるバー
コードを最初に検証することをお勧めします。狭
いバーコードを含むアプリケーションは、この場
所ではバーコードを高い信頼性でスキャンできな
いことがあります。

制御機能として BOC を含むスキャンコードは、
ドキュメントの前端から 1／3 内に配置する必要
があります。

HCSF 向け向け 1D バーコードの配置の仕様バーコードの配置の仕様

（新しいスキャンキット F790250 - ラダー方向）
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フ
ィ
ー
ド
方
向

フ
ィ
ー
ド
方
向

クリアゾーンクリアゾーン

2 mm 以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

HCSF：：105 mm 以下以下

HCSF：：32 mm 以上以上

Code 3 of 9 のの
場合、場合、12 文文
字以下、また字以下、また
はは I 2 of 5 のの
場合、場合、18 文字文字
以下以下

*12345*

*12345*

*12345**12345*

*12345*

クリアゾーンクリアゾーン
からから 17 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
バーコードかバーコードか
らら 20 mm 以上以上

クリアゾーンクリアゾーン
からから 17 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
バーコードバーコード
からから 20 mm 
以上*以上*

*本書の執筆時点では、後端とバーコードの間を
45 mm 以上にすることをお勧めします。

HCSF 向け向け 1D バーコードの印刷と配置の仕様バーコードの印刷と配置の仕様

（オリジナルスキャンキット F790050 - ピケットフェンス方向）

図の縮尺は原寸に比例していません図の縮尺は原寸に比例していません

バーコードの印バーコードの印
刷と配置の仕様刷と配置の仕様

前端前端

後端後端

必須：必須：
F7FB スキャナー
F790050 スキャナー設置キット
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バーコードの印バーコードの印
刷と配置の仕様刷と配置の仕様

フ
ィ
ー
ド
方
向

フ
ィ
ー
ド
方
向

クリアゾーンクリアゾーン

前端前端

後端後端

3 mm 以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

3 mm 
以上以上

図の縮尺は原寸に比例していません図の縮尺は原寸に比例していません

HCSF 向け向け 1D バーコードの配置の仕様バーコードの配置の仕様

（新しいスキャンキット F790250 - ピケットフェンス方向）

*12345*

*12345*

*12345**12345*

*12345*

クリアゾークリアゾー
ンからンから
17 mm 以上以上
（点線）、（点線）、
バーコードバーコード
からから 20 mm 
以上以上

クリアゾーンクリアゾーン
からから 17 mm 以以
上（点線）、上（点線）、
バーコードバーコード
からから 20 mm 
以上*以上*

必須：必須：
F7MB スキャナー
F790250 スキャナー設置キット

*本書の執筆時点では、スキャンの問題を避ける
ために、文書の後端から 45 mm 以内にあるバー
コードを最初に検証することをお勧めします。狭
いバーコードを含むアプリケーションは、この場
所ではバーコードを高い信頼性でスキャンできな
いことがあります。

制御機能として BOC を含むスキャンコードは、
ドキュメントの前端から 1／3 内に配置する必要
があります。
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バーコードの印バーコードの印
刷と配置の仕様刷と配置の仕様

HCSF 向け向け 2D バーコードの配置の仕様バーコードの配置の仕様

（新しいスキャンキット F790250 – 横／縦方向）
フ
ィ
ー
ド
方
向

フ
ィ
ー
ド
方
向

クリアゾーンクリアゾーン

前端前端

後端後端

6 mm 
以上以上

6 mm 
以上以上

6 mm 
以上以上

6 mm 
以上以上

図の縮尺は原寸に比例していません図の縮尺は原寸に比例していません

必須：必須：
F72D スキャナー
F790250 スキャナー設置キット
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機器内にマテリアルが送られるときに、スキャンされます。これは、仕様
で定義されたページ上の縦の帯や余白をスキャナーが読み取ることを意味
します。

余白（ページ内のマークをスキャンする帯）の全体に何かが印刷されてい
たり、穴が空いていたりしないことなどを確認してください。

•	 �この領域に何もなければ、それ以上の設定をしなくてもマークは通常ど
おり検知されます。

•	 �余白全体のどこかに何かが印刷されていたり、機器が自動的に設定でき
ない場合は、マークを探すべき位置や、マーク以外に印刷されているも
ののうちどれを無視すべきかをたずねるメッセージが表示されます。使
用するコードの種類によっては、最初のマーク位置およびコードの長さ
と、クリアゾーンのどちらを定義するかをたずねるメッセージが表示さ
れます。詳しくは以下のページで説明します。

1.	 �少なくとも最初と最後のマークが印刷されているシートを出します。

2.	 �機器の要求に従って、シートの上端から最初のマークまでの距離（A）
をミリメートル単位で計測して入力します。

3.	 �機器の要求に従って、最初のマークから最後のマークまでの距離（B）
をミリメートル単位で計測して入力します。

A

B

シートの上端シートの上端

最初のマーク位最初のマーク位
置および置およびコードコード
の長さの定義の長さの定義

OMR スキャン領スキャン領
域の設定域の設定
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1.	 �機器の要求に従って、シートの上端から、印刷内容の後にある、スキャ
ンを開始したいポイントまでの距離（A）を計測して入力します。

2.	 �機器の要求に従って、先ほど設定した開始点から、インサーターのスキ
ャンを停止したいポイントまでの距離（B）を計測して入力します。こ
れをクリアゾーンと呼びます。 

注：注： 
•	 �OMR マークの最初と最後に近いところへクリアゾーンを設定すると、マテリ

アルの印刷不備や汚れなどをマークと解釈する可能性を低くすることができ
ます。 

•	 �逆に、設定したクリアゾーンがマークの最初と最後に近すぎると、マテリア
ルの印刷部の位置（見当合わせ）が違っている場合に問題が発生することが
あります。 

•	 �目安として、クリアゾーンの大きさを制限しつつ、マークの前後 9 mm 
（3／8 インチ）以上の余裕を常に持たせます。

A

B

グレーの領域はマテリグレーの領域はマテリ
アル上に印刷されていアル上に印刷されてい
るものを示します。るものを示します。

シートの上端シートの上端

クリアゾーンのクリアゾーンの
定義定義
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BCR およびおよび 
OMR マークの マークの 
レベルレベル

このセクションでは、使用可能な BCR または OMR マークについて簡単に
説明します。スキャンには 3 つのレベルがあります。各レベルには特定の
マークが含まれます。

基本レベル基本レベル 拡張整合性レベル拡張整合性レベル
選択的オペレーション選択的オペレーション
レベルレベル

丁合の始め（BOC）

丁合の終わり（EOC） 
ベンチマーク（BM）

チェックサム（CS）
パリティー（PAR）

安全（SAF）
無視（IGN）

タイミング（TM）

排除終了（DVF）
停止（ST）

ラップアラウンドシーケンス
（WAS）
マッチコード（MC）

ページカウント（PC）

ページ番号（PN）

ジョブ ID（JID）

郵便物マーク（MK）
マッチストリング（MS）
数量選択（SQ）

ユーザーデータ（USR）

フィード選択（SF）
封筒選択（ES） 
次を選択（SN）

封かん（SL）
シート排除（DVS）

注：注：これらのマークが使用可能であるかどうかは、購入した OMR スキャンのレ
ベルによって異なります。ただし、バーコードスキャンが有効になっている場合
は、すべてのマークが使用可能となります。

［About My Machine（機器の概要）］画面には、システムで有効なスキャンレベ
ルが表示されます。以下の手順に従って、画面に移動します。 
1.	 �ホーム画面から、［［Menu（メニュー）］、［（メニュー）］、［Tools（ツール）］（ツール）］の順に選択

します。
2.	 �［［About My Machine（機器の概要）］（機器の概要）］を選択します。 

システムには、以下のいずれかのマークが表示され、「Is controlling（制御
あり）」のマークが付いている必要があります：EOC、BOC、PC、または 
MC
•	 �多くの場合、「Is controlling（制御あり）」のマークが付いているのは 

EOC です。

•	 BOC と MC に「Is controlling（制御あり）」のマークが付いている場合
は、追加の制限事項が適用されます。

•	 OMR の場合の用紙重量の範囲は、70 gsm（18 ポンド）から 120 
gsm（32 ポンド）です。

•	 �フィーダーリンクは、オペレーターが適切なシートをセットしたときに
のみ正しく機能、つまり、丁合の区切りを判断して動作します。フィー
ド順および印刷順によって、フィーダーリンクが可能かどうかが決まり
ます。丁合に正しい郵便物が含まれるように、丁合の整合性（WAS ま
たは MC）を持たせる必要があります。

•	 �選択フィードでシートを追加する場合、紙折り機が対応できるシートと
数量（80 gsm のシート 8 枚またはそれと同等）、または定形外封筒に 
25 枚までであれば可能です。

詳細情報詳細情報
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基本レベル基本レベル 基本レベルでは、丁合のエラーを制御およびチェックするマークをスキャ
ンします。 
以下のマークは、丁合の最初と最後の用紙を認識し、丁合の制御方法を示
す基本的な制御機能を持ちます。

マークマーク 目的目的

BOC - 丁合の始め丁合の始め 郵便物セット内にフィードされる最初のシートを示しま
す。このマークはコード内で 1 度のみ選択できます。

注：注： 
•	 HCSF を使用している場合、BOC マークが制御マーク

となります。この場合、スキャン設定では機能を有効
にするために［Content in Line with Marks（マークに
沿ったコンテンツ）］に［Yes（はい）］を設定する
必要があります。また、HCSF の正面から見て一番左
に位置するフィーダーを使用してください。

•	 現在、BOC マークによる制御を行っている場合は、
［Content in Line with Marks（マークに沿ったコンテ
ンツ）］に［Yes（はい）］を設定し、マーク位置設
定をシステムに入力する必要があります。

EOC - 丁合の終わり丁合の終わり このマークは標準の制御マークで、郵便物セット内にフ 
ィードされる最後の用紙を示します。郵便物セットの最後
の用紙以外のすべての用紙（［Absent（アブセンス）］）
または郵便物セットの最後の用紙のみ（［Present（プレゼ
ンス）］）に配置されます。 
注：注：［Absent（アブセンス）］を選択すると、スキャンエ
ラーによって 2 種類の郵便物が 1 つの封筒に封入される可
能性を軽減できます。
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基本レベル 基本レベル 
（続き）（続き）

以下のマークは、読み取り可能なコードを設定し、基本的な丁合の整合性
を提供します。

マークマーク 目的目的

BM - ベンチマーク（ベンチマーク（OMR 
のみ）のみ）

複数のマークが含まれる OMR コードでは必須のマークで
あり、スキャンの開始点を示します。また、スキャナーが
正しく動作しているかを確認し、印刷の問題を検知しま
す。このマークは、コードの最初または最後に配置される
マークで、郵便物セットのすべてのページの同じ場所に表
示されます。

CS - チェックサム（チェックサム（BCR のの
み）み）

Code 3 of 9 および Interleaved 2 of 5 バーコードで使用さ
れ、スキャナーがコード全体を適切に読み取っているかを
確認します。

PAR - パリティー（パリティー（OMR のの
み）み）

読み取り時の OMR コード内の整合性を確認するために使
用します。OMR コードの読み取り中にエラーが発生し、
スキャンヘッドがマークを読み取らなかったり余分なマー
クを認識した場合、パリティーがエラーを検知します。ま
た、パリティマークを追加すると、用紙の方向エラーも検
知できます。 
•	 マークの数が偶数である場合、パリティーは偶数に設

定される必要があります。 
•	 マークの数が奇数である場合、パリティーは奇数に設

定される必要があります。 
コード内で 1 つのパリティマークしか使用できません。

SAF - 安全（安全（OMR のみ）のみ） このマークを使用すると、郵便物の整合性が向上します。
このマークは、ベンチマークと反対側のコードの終端に配
置してください。

安全マークが追加されると、機器が自動的にコードの長さ
を認識します。これにより、OMR コードを使用したジョ
ブの作成が簡単になります。安全マークを使用しないと、
ジョブの作成中にコードの長さをたずねるメッセージが表
示されます。

コード内で 1 つの安全マークしか使用できません。 
注：注：現在サポートされていないコードに複数の安全マーク
が使用されている場合は、安全マークの代わりに「無視」
マークを使用します。

以下のマークは、完成された郵便物に対する機能を制御します。

マークマーク 目的目的

DVF - 排除終了排除終了 封かんされずに除外され、アウトソート位置に送られるべ
き郵便物を示します。このマークを使用すると、特定の郵
便物の正確性をサンプルチェックしたり、郵便番号が明記
されていないソート済み郵便物の処理を中止したり、別の
処理が必要な郵便物を除外したりできます。このマーク
は、除外対象としてマーク付けされた郵便物セットのすべ
てのページに表示されます。次のオプションを使用するこ
とができます。

•	 次のように使用：［Present（プレゼンス）］または
［Absent（アブセンス）］

ST - 停止停止 処理機能の 1 つで、処理中の郵便物を終了、停止すること
ができます。
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拡張整合性レベルでは、丁合の整合性を向上させるためのマークをスキャ
ンします。

マークマーク 目的目的

MC - マッチコードマッチコード 丁合の封入物をひとまとめにし、他の丁合の封入物を除外
します。このマークを使用すると、アイテムごとではな
く、郵便物ごとにカウンターの数字が増減します。 
ファイルベースの処理を使用している場合、郵便物の識別
のためにマッチコードが必要です。

OMR マーク：マーク：コード内に最大 17 のマッチコードマークを
使用できます。

BCR マーク：マーク：バーコードの最大ビット数は 32 です。

PC - ページカウントページカウント このマークは、次の 2 つの数を表示するために使用しま
す。丁合の封入物の総ページ数、または特定のフィーダー
からフィードできるアイテム数ページカウントは、郵便物
セットの各シートの同じ場所に表示されます。 
注：注：ページカウントマークとページ番号マークを同時に使
用すると、郵便物セット内の丁合の整合性を確認できま
す。例えば、ページカウントとページ番号が一致しなかっ
た場合、システムがエラーの発生を認識します。 

PN - ページ番号ページ番号 丁合内のページ番号を示します。システムがページ順を確
認し、丁合内で足りない、または余分なページを確認しま
す。

注：注：ページカウントマークとページ番号マークを同時に使
用すると、郵便物セット内の丁合の整合性を確認できま
す。

WAS - ラップアラウンド ラップアラウンド 
シーケンスシーケンス

番号付けシステムで、一連のバイナリコードを使用しま
す。必要なページが含まれていなかったり、郵便物セット
内の用紙の順序が乱れている場合、システムは処理を停止
し、エラーメッセージを表示します。このマークは、封入
物の正確な順序を保つために使用します。また、丁合間の
整合性も確認できます。 
OMR マーク：マーク：コード内に最大 17 のラップアラウンドシー
ケンスマークを使用できます。

BCR マーク：マーク：バーコードの最大ビット数は 32 です。

以下のマークによって、システムは現在サポートされていない、または別
の機器で作成された OMR コードを読み取ることができます。

マークマーク 目的目的

IGN - 無視（無視（OMR のみ）のみ） システムがサポートしていないマークを無視します。

TM - タイミング タイミング 
（（OMR のみ）のみ）

一部の機器では、OMR マークを正しく読み取るためにタ
イミングマークが必須となります。本システムではこの 
マークは必要ありませんが、既存のコードに残っている場
合、このマークによって郵便物の整合性が強化されます。
タイミングマークは、コード内で何度も使用される場合が
あり、その場合は常に［Present（プレゼンス）］オプション
が選択されている必要があります。

基本レベル 基本レベル 
（続き）（続き）

拡張整合性レベル拡張整合性レベル
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SQ（数量選択）：（数量選択）： ユーザーは、コントロールドキュメント上の専用スキャン
マークを使用して、複数のインサートをタワーの特定のト
レイからフィードすることができます。この機能は、制御
するインサートなしでページカウントスキャンマークとし
て動作します。シートではなく、インサートのみを SQ ア
イテムにすることができます（例えば、タワーフィーダー
のみを使用できます）。SQ アイテム自体はスキャンされ
ません。フィーダー間のマッチングは行いません。

JID（ジョブ（ジョブ ID）） ジョブ ID 機能が、C39、I25、および 2D データマトリ
ックスバーコードに追加されましたが、OMR 機能として
は実装されません。ジョブ ID は数字ベースの機能ではな
く、文字列ベースの機能であり、一般的に 6 または 8 桁
の数字です。これはジョブ全体で定数のままで維持されま
す。これは、同じジョブに属す処理済みの内容をすべて確
認するために利用できます。ファイルベースの処理を実行
していないときでも、ジョブ ID はマッチストリングとし
て機能します。［Trial Piece（トライアル）］を押すと、
ジョブ ID が最初のトライアルから読み取られ、残りの実
行のジョブ ID 番号と比較されます。同じジョブ内でジョ
ブ ID 番号が変わった場合、システムではマテリアルの処
理が停止され、ジョブ ID の不一致を通知するエラーが表
示されます。

USR（ユーザーデータ）（ユーザーデータ） バーコードの最後で顧客データを無視するには、「ユー 
ザー定義」のスキャンコード機能を使用します。例：顧客
がバーコードの最後にアカウント番号を配置していると仮
定します。現在、このデータを処理することはできません
が、バーコードの最後で USR 機能を使用して、これらの
数桁に対応することができます。

MK（郵便物マーク）（郵便物マーク） 郵便物マーク機能は、フラットシーラーで端マーカーを有
効にします。上部の定形封筒経路でインサーターから排出
する封筒に対して、どちら側にマークを付けるかを示すた
めに、この機能を使用します。このインサーターシステム
には、下部の経路でシステムから排出される大きなカタロ
グ形式の封筒にマークを付ける機能はありません。 

MS（マッチストリング）（マッチストリング） 複数のドキュメントが 1 つの丁合で混ざらないようにする
場合に、このマークを使用します。これはマッチコードに
似ていますが、この機能では英数字に対応できる点が異な
ります。

拡張整合性レベル拡張整合性レベル
（続き）（続き）
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選択的オペレーションレベルでは、特定フィーダーの使用方法を示すマー
クをスキャンします。

マークマーク 目的目的

DVS - シート排除シート排除 折り加工前アキュムレーターに集積された用紙を、紙折り
したり郵便物として完成させることなく排除用トレイに送
る必要があることを示します。

ES - 封筒選択封筒選択 このマークがある場合は、ダイナミック封筒選択が行われ
ることを示します。

SL - 封かん封かん システムが郵便物を封かんする必要があることを示しま
す。郵便物がシステム内のどこにあっても構いません。 
封かんマークは［Present（プレゼンス）］または
［Absent（アブセンス）］のどちらかに設定できます。

•	 ［Present（プレゼンス）］に設定され、封かんマー
クがアイテム上にある場合、その郵便物は封かんされ
ます。封かんマークがないアイテムは封かんされませ
ん。

•	 ［Absent（アブセンス）］に設定されると、封かん 
マークがアイテム上にある場合でも、郵便物は封かん
されません。封かんマークがないアイテムは封かんさ
れます。

ヒント：ヒント：このマークは、手作業でマテリアルを封筒に入れ
る必要がある場合に便利です。

SF(n) - フィード選択フィード選択 このマークは、特定のフィーダーからマテリアルを選択す
るよう、機器に要求します。コード内で最大 9 つのフィー
ド選択マークを使用できます。 
1 つのジョブに 1 アイテムのみがフィード選択情報を含む
ことができます。そのアイテムは、ジョブ内で最初にスキ
ャンされるアイテムでなければなりません。 
同じ丁合に封入されるすべてのシートまたはインサート
は、同じフィード選択パターンでマーク付けされる必要が
あります。 
フィード選択マークは［Present（プレゼンス）］または
［Absent（アブセンス）］のどちらかに設定できます。

SN(n) - 次を選択次を選択 このマークはフィード選択と同様に機能しますが、ジョブ
の次の郵便物に適用されます。このマークは、古いバージ
ョンの SECAP™ インサーターと互換性があります。 
次を選択マークは［Present（プレゼンス）］または
［Absent（アブセンス）］のどちらかに設定できます。

選択的オペレー 選択的オペレー 
ションレベルションレベル
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マテリアルリファレンスマテリアルリファレンス

印刷順印刷順：次のように処理されます。

•	 丁合い順（ページ 1、ページ 2、ページ 3、ページ 1、ページ 2、ページ 
3、など）に従って印刷されたシート。

•	 定義済みの郵送順に従って印刷された 1 組のシート。

インサート：インサート：封筒に入れる前に紙折りを必要としないアイテム。インサー
トには次の 5 種類があります。

•	 返信用封筒：：郵便物のその他の内容物と一緒に外封筒に封入する 1 枚の
封筒。

•	 ブックレット：：ホチキスで留められ、綴じしろの部分が折り込まれたア
イテム。

•	 スリップ：：一重の紙またはカード。このアイテムは、デフォルトで二重
検知がオンになっています。

•	 返信カード：：一重の紙。このアイテムは、デフォルトで二重検知がオフ
になっています。

•	 折り済みインサート：：事前に紙折りされているシートで、紙折りの必要
はありません。

折り折りタイプ：タイプ：紙折りには次のオプションがあります。

•	 C 折り：：「標準」折りとも呼ばれます。

•	 Z 折り：「蛇腹」折りとも呼ばれます。

•	 1 つ折り：：紙折りを 1 回行います（通常は半分に折る）。

•	 2 つ折り：：紙を半分に折ってから、さらに半分に折ります。

•	 折りなし：：紙折りをしません。

重ね置き：重ね置き：インサートの一部を屋根板のように重ね合わせてフィーダーに
セットする方法。

コントロールドキュメント：コントロールドキュメント：通常このシートには送り先アドレスが記載さ
れます。この用紙は封筒窓の一番近い場所または窓なし封筒の表側に置か
れます。

シート：シート：封筒に封入する前に機器によって紙折りが必要な 1 枚の紙。郵便
物アイコンツリーの場合、シートアイコンは 1 束のシートまたは丁合い済
みのシートセットを表します。

手動フィード：手動フィード：ホチキスで留められている、または留められていない手動
でフィードするシートセット。

スタック：スタック：プリンターから排出されるときの 1 束の紙。スタックは多数の
シートまたは丁合い済みセットからなる場合があります。

外封筒：外封筒：機器によって封入するすべてのアイテムを入れる封筒。

基本的な用語基本的な用語 次の表は、システムの画面およびこの取扱説明書で使用されている標準的
な用語とその定義の一覧です。 
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基本的な用語 基本的な用語 
（続き）（続き）

追加シート：追加シート：追加シートは郵便物に追加できます。各追加シートは、コン
トロールドキュメントの後ろにある封筒に封入されます。

関連項目：

•	 OMR およびバーコードの使用

•	 OMR 以外のジョブにおけるアドレス付き郵便物

トレイ：トレイ：アイテムの取り外し可能なホルダー。例えば、シートトレイやイ
ンサートトレイなど。

ファン：ファン：セットする前に 1 束のマテリアルをさばき、パラパラとめくる処
理。

フィーダー：フィーダー：処理のために紙折り機またはインサーターに送り込むマテリ
アルをセットする装置。

郵便物：郵便物：組み合わされた 1 組の郵便物。通常は 1 枚の封筒と順番に並べら
れた内容物からなります。

機器の機能機器の機能

OMR マーク：マーク：システム制御コマンドに対応するシートまたはインサート上
のマークライン。OMR マークを使用することで、封筒に封入する際に郵便
物を構成するシートやインサートをセット組みすることができます。

トライアルトライアル：自動運転を開始する前に機械で実行するトライアル。トライ
アルを行うことで、機器自体を調整し、郵便物をチェックすることができ
ます。スタッカーに送り込まれないため、郵便物はカウントされません。

二重検知：二重検知：1 枚のシートまたはインサートごとに、フィードの失敗を検知
します。1 枚のみフィードされるべきところで 2 枚以上のシートがフィー
ドされたかどうかをシステムが検知します。

バーコード：バーコード：ドキュメントを光学的にスキャンすることでシステムに情報
を伝えるのに使用する印刷されたコード。

パーソナライズ：パーソナライズ：封筒窓に表示するアドレスが記載された一番上にある 
シートまたは固有の情報が記載されたシートやインサート。

ホーム画面：ホーム画面：電源を入れると最初に表示される画面。この画面では、機器
の起動、プログラム済みジョブの選択、およびメニュー機能の入力ができ
ます。

郵便物アイコンツリー：郵便物アイコンツリー：ディスプレイの左側に表示される画像で、現在選
択されている郵便物の構成アイテムを表すアイコンや小さな絵が含まれて
います。また、各アイテムを配置するフィーダーの場所も示しています。
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アイコンの用語アイコンの用語

封筒アイコン封筒アイコン

タワーフィーダータワーフィーダー 
方向：方向：フラップ面を下にし
て、フラップ側エッジから
フィード

HCEF** 
方向：方向：フラップ面を下にし
て、フラップ反対側エッジ
からフィード

窓なしレター封筒

窓付き標準フラップ封筒

窓付きフォワードフラップ
レター封筒

窓付きボトムフラップレ 
ター封筒

窓なしフラット封筒 該当なし

窓付き標準フラップフラッ
ト封筒

該当なし

窓付きフォワードフラップ
フラット封筒

該当なし

窓付きボトムフラップフラ
ット封筒

該当なし

* 大容量封筒フィーダー大容量封筒フィーダー

このセクションの表では、ディスプレイ画面に表示される各種アイコンに
ついて説明します。

アイコン内の黒い線は、はっきり見える対象でアイコン内の黒い線は、はっきり見える対象で
あることを表します。あることを表します。

アイコンの黒い縁取りはシステムに最初にフィーアイコンの黒い縁取りはシステムに最初にフィー
ドする部分を示しています。ドする部分を示しています。

アイコン内の明るアイコン内の明る
いグレーの線は、いグレーの線は、
見えない対象であ見えない対象であ
ることを表しますることを表します   
（例えば、封筒の（例えば、封筒の
反対側のフラップ反対側のフラップ
など）。など）。
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アイコンの用語アイコンの用語
（続き）（続き）

シートアイコンシートアイコン

方向：方向：印刷面を
上にして、一番

上から 
フィード

方向：方向：印刷面を
上にして、一番

下から 
フィード

方向：方向：印刷面を
下にして、一番

上から 
フィード

方向：方向：印刷面を
下にして、一番

下から 
フィード

シート、固有情報
なし

シート、トップア
ドレス

シート、センターア
ドレス

シート、ボトムア
ドレス

複数シート、固有情
報なし

複数シート、トップ
アドレス

複数シート、セン 
ターアドレス

複数シート、ボトム
アドレス

紙折りアイコン紙折りアイコン

折りなし C 折り Z 折り 1 つ折り 2 つ折り
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アイコンの用語アイコンの用語
（続き）（続き）

インサートアイコンインサートアイコン

方向：方向：印刷面を
上にして、一番

上から 
フィード

方向：方向：印刷面を
上にして、一番

下から 
フィード

方向：方向：印刷面を
下にして、一番

上から 
フィード

方向：方向：印刷面を
下にして、一番

下から 
フィード

スリップまたは一般
インサート

返信用封筒 該当なし 該当なし 該当なし

返信カード

複数のスリップまた
は一般インサート

複数の返信用封筒 該当なし 該当なし 該当なし

複数の返信はがき

方向：方向：クローズ
エッジから 
フィード

折り済みインサート

複数の折り済みイン
サート

方向：方向：バウンド
エッジから 
フィード

レターブックレット

複数レターブック
レット
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アイコンの用語アイコンの用語
（続き）（続き）

フィーダー割り当てアイコンフィーダー割り当てアイコン

フィーダー割り当ては、郵便物アイコンツリー内のジョブアイテムアイコ
ンの右側にあるグレーの四角で囲まれたアルファベットで示されます。グ
レーの四角の中に表示される文字は、割り当てられたフィーダーによって
異なります。

•	 単一フィーダー割り当て単一フィーダー割り当ては、グレーの四角 1 つで示されます。	 A

•	 リンクフィーダー割り当てリンクフィーダー割り当ては、グレーの四角 2 つで示されます。	 A
C

注：注：下の表はフィーダー割り当ての一覧です。使用可能なフィーダーは、システ
ム構成によって異なります。

フィーダー フィーダー 
割り当て文字割り当て文字

場所場所 位置位置

A フィーダータワー 左下フィーダー

B フィーダータワー 右下フィーダー

C フィーダータワー 左上フィーダー

D フィーダータワー 右上フィーダー

G 大容量封筒フィーダー（HCEF） 該当なし

J 大容量シートフィーダー 1（HCSF） 下フィーダー

K 大容量シートフィーダー 1（HCSF） 上フィーダー

L 大容量シートフィーダー 2（HCSF） 下フィーダー

M 大容量シートフィーダー 2（HCSF） 上フィーダー

X カスタムフィーダー 該当なし

Z 接続されたプリンター 該当なし

その他のアイコンその他のアイコン

エラーアイコンエラーアイコン：ディスプレイ画面のポップアップメッセージに
表示されます。エラーメッセージであることを示します。

警告アイコン警告アイコン：ディスプレイ画面のポップアップメッセージに表
示されます。警告メッセージであることを示します。

封かんアイコン封かんアイコン：封かん機能がオンの場合に郵便物アイコンツ 
リーに表示されます。

安全封かんアイコン安全封かんアイコン：安全封かん機能がオンの場合に郵便物アイ
コンツリーに表示されます。

二重検知アイコン二重検知アイコン：二重検知機能がオンの場合に郵便物アイコン
ツリーに表示されます。
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